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7. 1研究成果の概要

前回の自己診断・評価と同様に、研究業績とし

て、発表論文、ソフトウエア・データベース開

発、コンピュータ・ネットワーク管理、国際学

術誌への貢献、学協会賞を取り上げて整理した。

発表論文は、通常「審査付き論文」と「審査なし

論文」に区別されるが、論文の種類がより詳細に

わかるようにするため、

(A)審査つき論文

(B)解説・総説

(C)著書

(D)紀要・報告書

(E) 講義・講演会テキスト

(F)新聞・雑誌記事

(G)審査なし論文

に分類した。

「（A)審査つき論文」については、更に、当該

分野のほとんどの研究者が査読付き論文と認め

る「(Al)完全査読論文」、講演会を伴いその講演

会で発表される論文が前もって発表論文として

査読される「(A2)一般査読論文」、アブストラク

トが審査される「(A3)アプストラクト査読論文」、

に細分類した。また、「(G)審査なし論文」につ

いても、「(Gl)講演会概要集」、「(G2)学術誌」

に細分類した。なお、論文の分類に当たっては、

自己申告に従ったため、 (Al)と(A2)の区別、 (Al)

と(A3)の区別は部門、センター、個人毎に若干

異なっている。

(A)の発表論文の総数は 729編（前回： 619編）

であり、詳細は以下のとおりである。

(Al)完全査読論文：370編（前回 283編）

(A2）一般査読論文：255編（前回 243編）

(A3)アプストラクト査読論文：104編

（前回 93編）

一人当たりの発表論文数は以下のとおりである。

(A)6. 13編／人（前回 5.68編／人）

(Al) 3. 11編／人（前回 2.60編／人）

(AZ) 2. 14編／人（前回 2.23編／人）

(A3) 0. 87編／人（前回 0.85編／人）

いずれの分類も前回の結果を上回っており、

特に(Al)については約 30％増加し、年間一人当

たりも 3編以上となった。完全査読付き論文の

投稿が意識されていることの現れだと考えられ

る。今後とも、国際的なジャーナル等の審査付

き論文への投稿など、客観的に評価の高い論文

の作成が求められている。

(B)の解説・総説は計 74編（前回 36編）、（C）の

著書は計 97編（前回 57編）であった。 2001年に

「防災学ハンドプック」の出版があり、著書編数

が大きく増えている。 21世紀 COEプログラムと

して開始された防災フォーラム等の活動ととも

に、この出版が一般市民を含めた社会全般への

防災学の啓蒙の一助となることが期待される。

このように、著書など形として残ることで評価

できるものはもちろん、社会全般に向けた防災

学の啓蒙活動を業績として評価できるしくみも

必要である。現時点では、業績分類は研究者個

人の判断に従ったため、 (E)(F)に関わる業績を

提出しなかった者も多いと推測される。各研究

者が自己診断・評価の項目として、社会への貢

献や防災学の啓蒙活動の重要性を認識すること

も、今後の防災研究所の発展のためには必要で

あろう。
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7.2研究成果リスト

7.2. 1総合防災研究部門
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榊暇認，土屋哲，岡田憲夫，多々納裕一：不確実性を考慮し

た家屋の更新に関する意思決志過程のモデル分析，土木計

画学研究•論文集， No.I7, pp.401-410, 2000. 

谷本圭志，岡田憲夫，喜多秀行，大熊慶之：多目的ダム事業の費
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木・論文集，No.17,pp.411-420, 2000. 

山口健太郎，多々 納裕一，岡田憲夫：リスク認知のバイアスが災

害疱倹度情報の提供効果に与える影響こ関する分析，土木計

画•論文集， No.17, pp.327-336, 2000. 

Tanaka, N., and Tatano, HA p:rfonnance e呻珀m 四 of

- systemsf“ 皿u oosin drainage under血四ぬ
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蜘義雄，多々紺谷一，岡田憲夫：奥直県障叫痕の誤活動

への長暉炉影響に関する事後分析，土和出画学研究・論文集，

No.18, pp.317-324, 2001. 

川綴隆広，多々 納裕一，岡田憲夫：費用便益分析指標を基にした

プロジェクト採択のリスク分析法，土木計画学研究・論文集

Voll8, :rp.223-230, 2001. 

IH會山雅之，堀肛啓，牧縦鳴林春男，田中聡：災害対応と
しての建物被阻脳囃廂に関す征形む日本建築芋会構造系

論文集pp.189-1%,2000. 

晒 Haya.<hi,Sa呻 T四虹比辺晒Hmuhidey cmida, 

函 Inooe,Hideki Shima, N<h柚叫滋JunKasagi, Takahiro 

N泣血0,Y函函Q四d四 iMT-talCity
for Di泣如恥吐以im知 elcμimof Pi改窟ams~血 fer

n涵虹M四褐ロロ11-,Digi1al Cities:teclmol屯吋立口江叫
fulureー呼tives,pp認 245,2000.

Ken呻，H珂血Kmnwa,and Yujiro ()i坦w或ェ叩llimyof 

Japm’sDM(11and加 h和ctof IDNDR, Natural 

比z叫sReview,函 E,Vol 1, No.I, F由匹y2000, pp.10-17, 

2CXX>. 

浅岡克彦，若材拓史，亀田弘行：交通システムを中心とする地震

函点画の日米由餃と課題2001年度第％回日本都市託画学

会文集pp.631-636,2001. 

Z L Huang, W. Q. Z1ru叫 Y.細函：Stochastic四匹 of

Slroogly N叫血 Oscillators匹虹“面叫 Hmmonic叫

WhiteNoiseEx血匹Journalof Sound叫 Vi涵 mVol.238, 

No.2,叩 33-256,2000. 

Z L. Hmng,W. Q. Z1ru叫 Y.Suzuki:Jump叫 Bifurcati(11of

Duffing Oscillakr under Comlmrl Hmmonic叩 iW幽 N函

B四皿i<IIS,Advance;in Structural恥四血cr;,Vol 2, pp.I 167-

1174,2000. 

W. Q. Zhu, Z L Huang叫 Y.Suzuki：滋函叫B血匹mof

Duffing-van心 PolOscil血 U心 Wide四比

excitatirn, Ad畑 i=in Structural Dynamics, Vol2, pp.1239-1246, 

2CXX). 

H Li, B. Wu, L Katafyo逗Y．函碑iand X S. YuanA Ccrttrol 

Algorithm &=I en Maximum Flugy Di$1:ion Cr細 onfer 

Semi-Active F1uid Th叩iers,AdV!lllCeS in Strudural. Dynamics, Vol. 

2, pp.1333-1339, 2CXX). 

珈 W.QYmgZG, Suzuki Y：叩皿虹呻四fee.:証 :kcontrolof

building structures ¥¥-i1h AMD呼四ー辛 ranlom邸

-onロ中mm,Ad直 1003in Structural切四血cs,丑 vier

ScienこAms臼由m,1429-1436,llixm近 2CXX).

金子峰，林麟：剛切顧葬晦駆撃，日本聖酌嘩溝

造系論辺息，No.536, pp.5邸2,200).

石川裕，武田正紀奥村俊彦，林康裕，掛）I廃史：建物の地震

リスクの評価方法，日本建築学会技術報告集第11号， pp275-

278, 2CXX). 

林康裕，宮腰淳一，田才晃，大野義照1995年兵庫県南部地

震におけるRC造建物群の耐鹿柑距，日本建築学会構造系論

文集No.528,pp.135-142, 200>. 

宮腰淳一，林康裕，福和伸夫：建物被害データに基づく各種の

被災度指標の対応関係の分析，日本建築学会構造工学論文

集， Vol.46B,pp.121-134,200>. 

W.Q刀立LHuang and Y.日 :F.qui叫ヰ匹直口洞皿

melhodfm虹血叫y改citedand伍岡灯叫yintegrable 

- - Jnta:nati叫 Joumal. of Non-Linear 
~cs, Vol36,Turue5,pp.773-786,2001. 

S. Saadat, M Noori, H Davoodi, Z Hou, Y. Suzuki and A 

Masuda:Using SMA tendrns for vi血 oncontrol of ro迫

如 Joumal.of Smart M血祉andStructures, Vol. 10, pp.1-

10,2001. 

Z1ru W.Q ZL Huang and Y. Suzuki:Respcme and遥曲yof 

由呻yncnl血玄R池年叫苅山如皿如excitatiCll,

In血叫i叫 Journal.of Non-Linear M由皿:s.,Vol. 36，函.ie8, 

pp.1235-1250, 2001. 

M Yamam⑩叫 Y.函碑i:Pradical叩 catirnsof strudural 

control sr-如 nsto切 inJ叩直丘曲poo:En邸mヰ退叫

-Vi血屯Vol.21,No. 4, 32-39,2001. 

林康裕崎抒美香，裕2孝英：飛石現象に基づ＜ J震動硲の

簡略雌編，日本建築学会構造系論文集，No.539, pp.43-50, 

2001. 

神原浩，林康裕：建物応答を関係団ナる暉動恥擢票に関す

る考察ー建物の簡易応答予測に基づく検討，日本建築学会構

造系論辺lNo. 543, pp.69-76, 2001. 
藤川智，林康裕，福武毅芳：洪積層及び深部爵蘭§の非線形

性が表層地盤応答および建物応答に与える影響についての

検討，日木建笑学会構造系論文集，No.545, pp.71-77, 2001. 
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林康裕，北原昭男，平山貴之，鈴木祥之：刃n年鳥取県西部地
震の地震動強さの評価，日本建築学会構造m系論文集，
No.548, i:p.3541, 2001. 

山田耕司，鈴木祥之，後藤正美：片｛則交番載荷試験に基づく木造

建物部材接合部モデルO)GAによる同定，構造工学論文集，

Vol 48B, i:p.55~3, 2002. 

神谷大介，吉澤源太郎，萩原良巳，吉川和広：都市域における自

然ヤ唱猾雛惟iに関す灰形且環境システム研究論文集

Vol28, i:p.367-374, 2(XX)． 

亀田寛之，萩原良巳，清7灼康生：京都市上京区における災害弱

疇と高齢者の琴行動に関す研読，環境システム研究論

文 Vol28,pp.141-150, 2CXXl. 

神崎幸康，萩原良巳，渡辺仁志アメニティに着目した地域胴告

変化過程のモデル分析，環境システム研究論文集， Vol28,

pp.391-398, 2(XX). 

坂本麻衣子，萩原良巳：大規模開発におけるコンフリクトの展開

過程の分析，環境システム研究論文集， Vol28,pp.177-182, 

2(XX)． 

呼揖吾， ,J淋昌毅紺酎昧，萩原良巳：都市域の7灼2イメー

ジについての一考察ランドスケープ研究，研究発表論文集

18, i:p.803-808，2(XX)． 

神谷大介，坂元美智子，萩原良巳，吉川和広：都市域における環

瑯方災からみt函土•緑の空暉嘩に関すな祀究，環境シス

テム研究論文集 Vol29,W叩7-214,2001. 

神谷大介，萩原良巳：都市域の自然的空間利用における心理的

要因と整備内容に関する研究，土木計画学研究・論文集，

No.18, i:p267-273, 2001. 

酒井彰，萩原良巳，清7J<E養生，神谷大介：都市生活者の浸水リ

ス外知度に関する研究，環境システ磁形嗚文集， Vol29,

pp.331-338, 2001. 
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都市域水循環システムの総合診断，環境システム研究論文集，
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吋慄吾，／」淋昌毅，高橋邦夫，萩原良巳：写真投影法による都
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による水辺創成と地震災害軽減に関する研究，環境システム

研~ Vol29, i:p.369-376, 2001. 

繹清子，萩原良巳，清水丞：都市域における水辺の環境評価，

環境科学釜誌 14(6),i:p.555-566, 2001. 
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q吐 N.: A :New Perspex力ve叩 il.1lustratirnsfromJ叩m妃

年此苓直ietint amrual IIASA-DPRI珈珈gen血四d
n涵如• Risk M -Reducing Socio-E.conomic 

Vulmability, at IlASA, l...axf1奴屯A泣直w.1-11,2001.

Tatano, H, Sh吼Y.,OKADA, N:S1ructure of Cities, 1i咄 Pattans

andlmg-tam Eooncmic Jmplds of Anti—n迩紅M晦dion,A

Multi-Regicnal Ger直 F.quih血 Analysis,加丘血直

IIASA-DPRI Medi屯 m 血雰血i 凶退ff Risk 

M Socio-EooncmicV血口， atIlASA, 

Laxen匹 Aw:皿i:p.13,2001.

Satoshi Iwai, and Hiroyuki Kmoo:虹Poo:-ev叫 iliaColledion Using 

Mobile GPぬ ISand氏叫opnmof Seismic E呻皿rn.

T edmique f<r Thmage, Proo叫匹sof1he 12th Wcrld Conference 

呻血謎eFngin四も匹ヰo.2056, CD-ROM,細．

Masato Nakajirna, Hiro痺 Kan地 YutakaIshik三叫

T oshihiko Clrum.ura:Seismic Hi四nlMapping Using Contnbutirn. 

F叫:crsof Seismic＆江心ら Rmo血g,of the 12th W叫

Conference rn.西d秤叫CB四mヰ也匹no.I知5,CD-ROM,
200). 

田中聡，林春男：災害の被災者の証言アーカイプス構築と災

害過程の分析，人文科学とコンピュータシZ怜ノウム論文集

pp.57-64，2001. 

堀江啓田中聡，牧紀男，東田光祐，林春男：災害におけ

るBuih恥vironmヰデータベースの構築と防災への活用，人

姐学とコンピュータシZ梵ジウム論文集，_w275-282,2001. 

M Hatayama, S. Kakumoto叫 H Karnxla:Developnm of 

恥 C Mヽ 如JnfcnnationSystem叫
Application f<r a匹幻迪I-Toward Asian SJ皿祉femporalGIS 
(ST-OIS) (2)-, Prむeedingsof I>)四皿c叫 M画-Dim:nsional

GIS,IAPRS, Vol34,Pm12W2,pp.123-127,2001. 

LUH咤 jian,MAKI Ncno, TANAKA湿直叫 HAYASHI

HaruoRuman Ca<mlty Estimation Due to匹 極

R①〇加答 ofthe 12th W心 Conferencern.五虹幽e

丘咽m五 C⑱ OM,2001.
SHIGEKAWA匹 TANAKA泣 HAYASHIHaruo，叫

AONO Fumie:皿…呻C Anal涵 of血 vidual晒 vi“

Foll⑳匹the比国血A畑iF.m:加匹keDi函紅，和泣曲容of

the 12th Waid Conference rn. F.arthquake恥如雲CD-ROM,

2001. 

TAN心函 NOJIMA Nobuoto, 叫 KAMEDA

Hiro)'¥lkiEva血 rn. of ふ匹nic Fragility for Highway 

Transpcrtatirn. Systems,和心曲容ofthe12th Waid Conference 

on:&呻秤咄e&咽mヰ屯CD-ROM,2001.

呻 EKl辺皿江YOSHIDAHaruhide, INOUE泣血SHIMA

晒 DEKINoruhisa, HAYASHI Haruo, TANAKA Satoshi 

and⑬ ANEYoo蜘 :Develqnxヰ ofA Pictogram System foc 

E団秤血叫TsunamiDi滋如Rooudion,Proo江枷g,of the 

12th Wcrld畑 ferenceon F.artlK}llllke Engireering, CD-ROM, 

2001. 

K Katagihara, Y. Suzllki, M Goto, A Kitahara and Y. I畑叫Stooy

on I>)咋micPerfcnna匹叫 SeismicSiren型口血gof the 

T叫四 WoodenStructure in J四幽ECmfemice on 

血 ovativeWooden Structures叩 B辿邸， Lahti,F祉叫29-31

A咆足2001.

蘇丞，萩原清子，萩原良巳：即データを活用しtゴ辺の環境
評価，環境システム研究論文発表舘附賂~ Vol28, _w.81-92, 

200). 

中村省吾，萩原良巳，高橋邦夫，清水丞， ,j淋昌毅：通年観測
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による都市域河川の水辺デザイン情報の抽出，環境システム

研正発表盆粒 VoU8,pp.93-100, 2CXX). 

(B）解説•総説
岡田憲夫：都市マネジメン位）総合能力とリスクマネジメントとして

の都市防災，土木学会誌 Vol.85,w.65-67, 2(XX)． 

岡田憲夫普段着魂師づくり一巻き込みつ，巻き込甜tつつの，

そ邸直の達人，廻即懃I'-,p27, 200). 

岡田憲夫：21世紀のclJallmge：地域乃小さなフィールドむ頂して一

市民生活基盤システム工学(civillife呵l)(Itsy:如m
哄血立面への脱皮， CivilEr咄mヰ屯 G正叫皿， Vol210,

pp.51-55, 200). 

多々 納裕一：災害リスクファイナンシング，交通工学， Vol35,

pp.46-47, 200). 

鈴木祥之：木造文化の再構築のために，特集日本の住宅何が

問われるか，経済，No.58,w.94-9'J, 2CXXJ. 

林康裕：台湾集尉囮靭洒析層近傍における建物被害，第認

回地盤罷動シ切籾ウム，震薔近券巧鑓謡りと設計用入力地

鶴トルコ・コジャエリ地震，合弯・集鄭堕懃留貶踏誌て，

pp.53-62,2CXX)． 
林康裕：耐震膨祈結果を利用した地震リスク表示の試み，関東

翅防シポジウム「耐震該新・耐震補漁乃現状と今後の課題」，

pp.37-42, 200). 

鈴木祥之：伝統木造建築の耐震性能，ベース設計資料，建設工

業，No.lll,廻躙(2001甲銭暉），w.42-46，2001.

林康裕：地罷砺蛤と木造建物被害，シ切ドジウム「木構造と木

造文化の再構築」鳥取県西部地震ー木造建物被一査報告ー，

pp.200-209, 2001. 

林康裕，安井譲，高橋郁夫：相互作用と上部構造の応答第5

回構造物と地盤の動的相互作用シンポジウム「相互作用の過

去・現在•未来，相互作用H雌臣娃十」, w.53-62，2001. 

林康裕，澤田純男サンジェイ・パリーク：Gandhidhamの建物被

害，日本建築学会2001年インド西部グジャラート -断湿査

報告会，w.60-67,2001. 

林康裕，鈴木祥之，後藤正美，嶋伸仁：芸予地震における木

造家屋被害の分析，日本建築学会「木構造と木造文化の再構

築」特分1厨険委員会，日本建築労会近畿支孤木構造と木造文

化の再構築， w203-215,2001.

林康裕：限界耐力計算の中の建物・地盤相互作用と今後の課題，

シンポジウム「建物•地盤の勁杓相互作用ぷ艮界耐力計算にどう

活かすかー」，日本建築学会近畿支部耐震構造研究部会，

pp.44-55, 2001. 

林康裕：2.8墓石の転倒率から見た地震勁樹生4.1.

2(d癌淡木造家屋の耐震性能， 200)年鳥取県西部地震災害調査

翻， 4.12{c)西知町，煕髄汀の詳細調査， 2001年芸予地震災

害調査報告，日本建兜学会， Imia,pp23-26,61, 283-287, 2001. 

林康裕：鳥取県西部地震芸予地震ー木造家屋被害調査一，京

都大哨糊俎形窃f凶鼎罷政第12回），w29-36,2001. 

林康裕：3.4建物被害と地震動，特集記事刀n年鳥取県西部地

震一被災地日野町でのシンポジウムから一，自然災害科学，

Vol 20, No.3, w.263-2(,(i, 2001. 

林康裕：設計用入力地震動はどうあるべきりヽ ，シZ怜ノウム「建

築基準法改正後の実務設計がどう変わったかその実例と解

説」，日本建策学会近畿支部・建築業協会関西支部， W・切-94,

2002. 

(Q著書
岡田憲夫，多々 納裕ーも沖l)リスク研究学会編：「リスク学事典」，＂

自然災害のリスクマネジメント",TBSプリタニカ， 2000.

岡田、靱分担），他：疇ゆ諏職鰤， 2000.

岡田憲渕分担）：玩絵編：海岸饂設賊覧蛛餞

2⑬.  

多々 納裕一（分担）：社会公共政策研究会・三菱総合研究所編，

社会ノ公共政策への提言，日本工業新聞比 2000.

岡田憲夫，多々納裕一（分担）京都大学防災研究所編：防災学

ハンドブック，朝倉書店， 2001.

凶屯N（郷章氏veloping叩面icatcrof a cormnunitys曲匹

riska~遥燭，Bogardi,J血 J．叫k匹加wiczZwi邸畑

W., et al tm. :Risk, Reliability, Unca細瞑叫 Roru如~of

W血 ResourcesS澤ems,Cammdge Univ．氏芯r.p.62-09,2001. 

鎌田輝男，鈴木祥之（編著）：「木構造の耐震性能評価・設計法に

関する研究」，京都大哨坊災研究所平成11年度一般研究集会

IIK-6,京都大哨糊俎形窃r,p.125, 2000. 
鈴木祥之（編集）：「第2回日本制徴：振）シンポジウム論文集」，第2

回日本荊虞振）シZ紗ウム実行委員会， p.630,2000. 

鈴木祥之（編著）：和江出典ぉ ofSymposium in He.nor of Takuji 

Kobcri, F.arthJuake Fngireering in如 NextM比四皿い油ヰ退
Com皿血ofSymposiuminHcnoroffakujiKobcri,p.143,2CXXl.

鈴木祥之（編著）：シZ杞功ム「木構造と木造文化の再構築」，日

本建策学会且梃翅翡，p218,2001. 

鈴木祥之（編著）：「都市住空間における地震災害乃リス外刊配マ

ネジメント」，京都大学防災研究所平成12年度一般研究集会

12K-1,京都大明宛災研究所，p.100,2001. 

KKaw.曲皿B.F.Sp!!匹，Jr.and Y. Suz函 (Editas): Proreerling, 

ofUS-J叩 Welk曲poo Smart Structures fer Jrrq:roved Seismic 

Perfcn四neein Th涵 lRegirns, A屯IN14, 2001,泣叫e,WA, 

USA, p.248,2001. 

鈴木祥之（編著）：京都大学防災研究所編「防災学ハンドブック」，

朝倉書店，2001.

鈴木祥之（編著）：再刊「木構造と木造文化の再構築」，日本建築学

会，2001.

堤武萩原良日稲轍酒井彰，萩原清子，張昇平，浅田一洋，

平井真砂郎共著）：都市環境と雨水計画ヒーリスクマネジメントに

よる，勁草書房， 2CXXl.

萩原良巳：渇水災害と水資源計画環境災害のリスクマネジメント，

京都大学防災研究所編「防災学ハンドブック」，朝倉書店，

pp.315-318, r.p.321-325, r.p.326-340, pp.611-022, 2001. 
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(D)紀要・報告書
岡田憲夫，本橋直樹，多々 納裕一：情報処理プロセスとしてみた

災害時のコミュニケーション方式に関する実証的分析一鳥取

県智頭町を対象として一，京都大学防災研究所年報，第l3号

B-2, pp23-30, 2000. 

川閑径広，多々納裕一，岡田憲夫：離散選択モデルを用いた旅

行費用費用法に基づく推計便益冽醜扉翡開錠法，京都大学

防災研究茄百及，第43引辺，pp.45-54,200), 

鰯認，憫駄祐，岡田憲夫：調停者の役割を考慮したコンフ

リクトの調整法式に関するゲーム論的分析ー水資源開発を対

象として一，京都大学坊災研究那百凡第13引辺， pp.31-40，

2000. 

岡田憲夫：どうして今，社会狙配捌庸にリスクマネジメントが必要

なのか，復建殿輯炉叶技郷形窃灌 Voll,pp.17-22, 2001. 

岡田憲夫，梶谷義雄河野俊樹，角本繁多々納裕ー：計画論的

に見た都市診断の役割B)iMS]Sの有タガ生に関す研形E―神

輝長田区を対象として，防災研弼茄莉講演会，京都，2001.

亀田弘行：情報対応型ハザードマップの形成へ，活断層と歴史

地震とを考慮しtdt膿紐険度評価乃研究ー地震ヽザードマッ

プの嬰案ー，恩欝翠調査研烈7,損害閑庚量率算定会，

pp．瑶， 200)．

亀田弘行：防災研究の縦糸と横糸，自然災害科学，巻頭言，

Voll9, No.2, pp.137-138, 200), 

道路被害予測のためのフラジリティ曲線の作成克勇・通信シス

テムの防災機能に関すな卯究科学研究費補助金（特定領域

研究）研究成慰酷書，pp.81-85,200).

畑山満則，角本繁亀田弘行：時空間情報管理による緊急時情

麟ステムの開発京都大判祁蒻隈所年報第科号B-

2, pp.5邸 1,2001. 

T. Araki and Y. s四虹：Seismicdamage and reliability analysis of 
uncertain hystfretic structures oosoo(11改d血 C differential 
q呻 ms,~ of U.S.-l叩 Cooμ:rativeResearch in 

U血 F.a!1hquakeDisasterMitigatiooarrlThirdGM

15-16AuglN2001, Uni四函ofW呻匹血，Seattle,WA, USA, 

pp.164-171, 2001. 

Y. Suznki,Kに蝉血Y.Iwasa, K Takata, M Yamam⑳ ,M 

Goto arrl A Kitahara:Dynamic凶皿面sicsarrl Seismic 

Pecfrn匹neeofT呻 ooalWcxx.知 Strudureby Shaking Table 

TtSS, Pfl立叫呻ofU.S.-J叩 CoopmiveResearch in Ur涵 1

EDisastfrM辿洒ooarrlThirdGMl5-16

Aug¥N 2001, Uni匹迅 ofW呻匹血， Seattle,WA, USA, 

pp.328-3'37, 2001. 

S. Sm咄 F.Dehan, Y. Ha直li,H Arai:Gro叫日OO

Estimated fromMi--m  A Gmmお函ve

Survey oftre 26 Jan四 y2001函的嘘e(Mw7.7)in如 Stateof 

Q 血 ResearchReport by加凡翠呻Team函m叫
by加 Grant-in-Aidf“曰 yPn皿紺R匹袖Providedby 

加 J叩 MofE虹述直Culture,Spa1s, Science arrl 

T叫mologyin如 fiscalyear of2000 (Grant No. 1細19~pp.71-

74,2001. 

Y. Hayashi, S. Saw.di, S. Pareek, Y. ffiooa:Damage in Ganlhidham, 

A ~ve Survey of the 26 Jan叩 2001珈 (Mw

7.7) in the State of Gujarat,血証hRepcrt by the証立

Team S屯杯血 bythe Grant—in-Aid for SpヰillyPromotal 

Res:arch Provided by the J叩mM血叩ofEducation, Culture, 

S匹，Sciena:and Tedmology in the fiscal year of2000 (Grant No. 

12800019),w.84-88, 2001. 

清7似康生，萩原良巳，秋山智広：人工系水循環システムモデル

による渇炒スクに関する考察，京都大学坊災研究所年報第

43号B-2,W• 85-%, 2000. 

萩原良巳，神谷大介，山口勝広，吉澤源太郎，川村真也：都市域

における自然的アメニティ翌闘計画の目標設定に関すが形E,

総合防災研究報告，第12号，京都大哨糊俎形朋r,2000. 
萩原良巳，清水康生，秋山智広：GISを用いた水循環システムの

診断に関すな祀究—淀川流域を対象として―，総合防災研究

報告，第11号，京都大哨坊災研究所，2000.

萩原良巳，清水康生，亀田寛之：京都市上京区における災害弱

地域と高齢者の生活行動に関すな祀究，京都大学防災研究所

年報，第13引匁，pp.71-83，2000. 

萩原良巳，清7灼康生，亀田寛之，秋山智広：GISを用いた災害弱

地域と蘭蛉者乃生活行動に関す研形E—京都市上京区を例に

して一，総合防災研究報告，第10号，京都大学防災研究所，

2CXX>. 

清7灼康生，萩原良巳，西沢常彦：都市域における渇水時の水利

用構造評価モデルに関する研究，京都大学防災研究所水資

源研究センター研究報告，第加号， W・69-80，2CXX>.

神谷大介，萩原良巳：減災のための都市域における公園緑地D

整備訴画に関す研形E,京都大学防災研究所年報，第杓号丑

2, w.7殴， 2001.

i肱駐，萩原良巳：地欝読想定した大都市域水循環システム

の荊絨に関する考察，京都大哨坊災研筍那環，第印姐

2, w.63-77, 2001. 

(E）講義・訊躙会うキスト
岡田憲夫：安全で安心できるまちづくり，土木学会奈良地規附風

2⑬.  

多々納裕ー：災害リスクファイナンスにおける最近の話題士木

計画学シZドジウム「災害リスク研究の最前線：社会への提言」，

2⑬.  

多々紺谷一：饂謹の費用便益分析，丸坂市港弯局業務論文

集 w.13-26,2000. 

Norio凶土知迅ogy-ANew趾逗由比平:ctiveforS曲血凶e

Mounlainous Community珈吟皿ヰウィーン農科大郭誡

託画学研究5月鼎細l犀念靡寅w.69-85,2000. 

岡田憲夫：総合防災への転換と災害リスクマネジメントの重関生

一求められる意鰤改革と依制づくり一，国土知勇省，筑波市，

2001. 

Hiroyuki Kamooa:Engineaing Marngemn of Lifelire Sys四
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叩西d叫 e班 'IState--0f如＿Art呻，Procwlingsof the 

12th WcndCoofercriceon底d秤叫叫土邸m匹匹no.2827,

CD-ROM,2000. 

鈴木祥之：1995年兵庫県南部地震， 200角渡日本建築学会大会

災蹄的研究臨絵「懸躙の糊生と懃師初被害ー経験と

予測ー」i:p27-34,2(XX)． 

鈴木祥之，北原昭男，後藤正美：伝統木造剌組の実大振動実験と

構造力学社廊朗，シジ怜ノウム「木構造と木造文化の再構築」，

日本建築学会近畿支部， i:pll-54,2001. 

1J叫帥申仁，吉田博昭，鈴木祥之：すまいのカルテ，シZ梵方ウム

「木構造と木造文化の再構築」，日本建築学会近畿支部，

pp.135-151, 2001. 

後藤正美，鈴木祥之，中治弘行：木造住も研耐震性能評価，シン

ポジウム「木構造と木造文化の再構築」，日本建築学会近畿支

部，i:p.152-173,2001. 

北原昭男，鈴木祥之，後藤正美：鳥取県西部地震ー木造建物被

害調査報告，木造住宅乃被害状況，シンポジウム「木構造と木

造文化の再構築」，日木建築学会近畿支部， i:p.175-199,2001. 

(F) 新聞•雑誌記事
岡田憲夫：編集長のコラム：新温故知新（あらためて，ふるきをた

ずねて，あたらしきをしる），土木学会誌， Vol.85,No. I, p.4, 

2⑬.  

岡田憲夫：特集阪神大震災からの教訓 21世紀に何を引き継ぐ

か4．われわれは｛咽引き継ぐべき沢4淵賄マネジメン位）総

合能力とリスクマネジメントとしての都市防災，土木学会誌

Vol85, No.I, pp.65-67,2CXX)． 
多々紺谷一：東韓詠薗班別浄這常用発暉FIモデル事業

日本初の汗詣遁b,土木学会誌 Vol.85,No.4, w.4548, 2001. 

(Gl)講演会概要集
五十部渉，多々納裕一，岡田憲夫：災害危険性が経済成長に及

ぼす影響に関するモデル分析，乎戎12年度関西支部年次学

術講演会後援概要,N-93, 2<XX). 

五十剖渉，多々納裕一，岡田憲夫：防災投資が経済成長に及ぼ

す影響に関するモデル分析，第55回年次学碗附員会諏鉗既

要集(CD-ROM),N-191, 200), 

五怜靡，多々納裕一，岡田憲夫：災害リスクが経済成長に与え

る影響と防災投資の効果に関する研究，土木計画学研究・講

演集，No23(2),w.157秤 160,200),

畔義雄，岡田憲た多々納裕一：兵庫県南音枇猥が港湾経済

活動へ及ぼす長期的影響に関する分析，第55回年次学術講

演会闊鉗蜀尉鳥(CD-ROM),N-189, 2000. 

翻義雄，岡田憲夫，多々納裕一：兵庫県南部地震屑麟経済

活動への長期的影響に関する統計分析，平成12年度関西支

音陪F汐ご学術I衛寅会計舵寅， N-85,2<XX). 

翻義雄多々饂ー，岡田憲夫：囃災害が港弯活動へ与え

る長期的必響に関する事後評価，土木計画学研究・講演集

No.23(2), w.533-pp.536, 2000. 

河野俊樹，岡田憲夫，多々 納裕一：時間管理型bISを用いた震災

復典過程に関する類型分析一神戸市長田区を対象として一，

土樗噸学研究・講演集，No23(2),pp.195-pp.198, 2000. 

贖院保，多々納裕一，岡田憲夫：災害庖倹圏賄励涌甜湘運

択に及ぼす影響に関する動学シュミレーション分析，平成12年

度関西文音1年次学術講演会後援概要， N-CX>,2000. 

川綴狗去，多々 納裕一，岡田憲夫：プロジェクトの経済性評価の

信頼性分析に関する基礎的研究，土木計画学研究・講演集

No23(1), pp.223和 226,2000. 

榊原弘之，岡田憲夫，多々納裕一：水資源開発のコンフリ外に

おける調i船D有効性に関するゲーム論的分析，水文•水資源

学会2<Xが詞変研究発表会， 2000.

庄司靖章多々納裕一，岡田憲夫：災害による資本り損傷を考慮

した2地域一般均衡モデル，土木計画学研究・講演集，

No23(2), pp.153-w.156, 2000. 

多々納裕一：防災投資の費用便益分析現状と課題第2回リアル

タイム地孵坊災ミノ』ぐジウム論文集， pp．l切ー192,2000. 

多々 納裕一，河野充保，五十部渉，山口健太郎：災害危険度情報

の提供が居住地選択に及ぼす影響に関する動学シミュレー

ション分析論文集名，土木計画学研究・講演集， No23(2),

pp.145-pp.148, 2000. 

田中成尚，岡田憲夫，多々納裕一：部分観測下における内水排

除施設制御ルールの設計方法に関す砂形E，水文・水資源学

会2<XX)年度研究発表会，2000.

本橋直樹，岡田憲夫，多々 納裕ー：リスクコミュニケーションとして

みた中山間地の災害情報伝達システムに関する実証翔泥兌

平成12年度関西支部年次学術講演会講演概要集， N-88，

2000. 

山口健太郎，多々納裕一，岡田憲夫：災害危険度情報に対する

認知べ仔スが居｛虹妍須屈こ及ぼす影響に関する分析，叩戎

12年度関西支剖陪F汐含埒罹髯演舘刻要慨要， N-89,2000. 

山口健太郎，多々 納裕一，岡田憲夫：リス外認知のバイアスが最

適土地利用状態の実現可能性に及ぼす影響に関する分析，

第55回年次学術講演会講演概要集(CD-ROM),N-192, 

2000. 

Okala, N., Tatano, H 叫 Kajitani,Y. : Evaluatim of Human 

Behavior Re1atoo Seismic油虹鴎sbyNic恥Analysis,Proc. 

of 2000 Joint Seminar m lJJ:油n囚 Mpp16-27,

Beijing, China, 2000. 

Tatano,H，血W．叫ぼ吐N.:F.conomic Evaluatim of函血c

晒 Proc.of2000 Joint Se血mrmuDM

pp.36-39, Beijing, Chirn,2000. 

Okala,N.：囚逗a面呼veUmmDiagn函
のM団)[ms)Vie¥¥trl as氏 ofRiskManageimit,~ 
ofSecmdJoint＆血mrmuhnDMCBIDC,

Beijing, China,匹 5，細．

Kakumoto, S., Hatayama, M, Okala, N.：応velq,nmofS四址

に叩四 GISfa-旧皿 Diagn呻叩区涵erPreventirn, ―of Secooo Joint Se面narm Ui血 D翠如
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日口叫CBTOC,Beijing, China, w.17-19, 2CXX). 

H曲皿Ta1ano,Y匹址i 晒~Norio Cb:la:Long-T enn皿 lShort— 

Tenn Effects of枷傘磁UponRegirnal Economy A Multi— 

Regi叫 General均函umApJ四 hTaking Account of Capital 

Damage, Camm by N血出涵傘，氏心血恋of紐叫Joint

Seminar en Ur血D滋如•M四褐口CBTOC,Beijing, China, 

印27-32,2CXX). 

Y呻 oKaji1ani, Nerio Okala, HirdGlzu Talano:In町血enof 

Niche Analysis by S匹叫函函cs叫 Its如 caticnto 

Evaluation ofHuman晒 viocRt螂 Seismic応汰Rmo加臣

ofSe叩 JointSan匹m匹D幽如•M四弔口CBTOC,

Beijing, China, w.4749, 2CXX), 

Y呻 0 Kaji1ani, Hiroyuki 血血 Norio 凶屯 Ye

Yaoxian:Conca血血WD甲cJSicnAnalysis ofM改叩岬Trunk

Rooo Netwrnc Systems -J叩m-ChinaCOIDJHlllive叫呼a

Near-Field五的血囚逗口，氏…血恋 of泣叫 Joint

Seminar en Ur血囚函如M四堪口CBTOC,Beijing, China, 

w.S0-52, 2CXX). 

Ye Y aoxian, Nerio U:吐抽匹vingM匹 ementofぼ m

底 D滋如R込 Prowxling;ofSecmd Joint San血町m

U曲nOil逗口M四四四CBTOC,Beijing, China, w.63-68， 

2CXX). 

畔繊岡田舷，多々饂ー：麟ダ扮析を用いた災鰐

輝輝i声提案～神戸港を知象として，報13年前郡

支会後援概要， IV-74,2001. 

梶谷義雄岡田憲夫，多々納裕一：ニヅチ分析を援用した震災復

興過程に関する時空晶惰斯，第％回年次判稲鞘員会講演概要

集 IV-243(CD-ROM),2001. 

庄司靖章多々納裕一，岡田憲夫：都市の産業構造の違いが防

災投資の地誕隕虹如もたらす影響こ関する分析，乎戎13年

度関西支音僻臣欠学祈掃衛寅全卦け寅栂展[,IV-73, 2001. 

本間稔常，多々納裕一，岡田憲夫：経済成長モデルを用いた災

害後の復旧過程に関する分析，平成13年度関西支部年次判村

講演会講演既要， IV-72,2001. 

杖雌蟷，多々納裕一，岡田憲夫：災害による不均質な資本損傷

を考しt選済頷嘩に関する分析，第％回年次学廂顧
会講演概要集(CDROM),IV-194, 2001. 

Y呻 oKaji1ani, Norio血叫油如Talano:年祉Tempocal

血 calAnalysis of Human晦 vioc岡血lRisks by Use of 

DiMSIS，氏心血容 ofJ叩m-USWoo西 mDi滋如臨
Mfauhnh加虫uclureS滋 2001.

NorioOkala,Y叫 0Kaji1ani, Hiroyuki湿血ioora:Modeling,Urlm. 

Diagnosis叫 PolicyAnalysisfq血四edDisaster Risk 

一ー珈如血byUse ofDiMSIS, Niche Analysis叫

Topological血 Prowxling;of ~US Walct町心以函如

晒M四堪口foc匹血油如ヰires~w.15-21,2001. 

NorioU:吐〇血's'’ム叫mmm炉お',andHimawari Systems -

w迫 dotrey mean to plamring ?, Kasol.ogy International 
Conference, Chizu to皿 T直 May,2001.

Norio Ci::吐 Moo.血＆園皿凶叩函； andPolicy Analysis fiぼ

Infe!i匹因n泣如臨 M叩咆コロit-IlltN皿icnsby Use of 
DiMSIS, Niche Analysis and Topological固 ex,EQTAP Annual 

meet匹，Seattle,A屯逗2001.

H曲皿Tatano,Y asuaki Shqji and Norio Oka:la:Long-Tenn Effect 

of滋心緬興enInvestment upcn Regicnal恥 nomyA

M画RegicnalGenntl F.quihbium Aiμ叫 Rむ〇加gsof 

J叩m-USW油曲mm広逗口応kM四炉四 fq旧m
Infrastructure s澤ems,rt>269-277, 2001. 
今井優輝，亀田弘行，田中聡：交通施設における士構造の地震

町ラジリティー銅直土栂駆震度と被害率の関系ー，平成1

2蝶土子毎関西女部諄郷罰眸講演勤要集， I-2-1~2-2,

2⑬.  

岩木淳，亀田弘行，奥村俊彦：地震庖倹度解析におけ固祈層履

歴情報の評価法に関すな祀究，平成12年度土木学会関西支

音硲ゼ緯衛寅盆衛寅概要集， I-29-1~29-2, 2⑬.  

植竹聡，畑暉廟削，亀田弘行：ライフライン防災システムの運用

面に関する一考察，地域安全学会梗慨集，No.IO,rt>.185-188, 

2⑬.  

蛯沢勝三，久野哲也，柴田勝之，阿部一郎，角本繁，亀田弘行：

劣疇輝システムDiMSISとの連携が可能な地震情報

緊急伝達システムの開発：地域安全学会梗概集， No.IO,

fP.133-136,細．

大西俊輔，亀田弘行，田中聡，橋本崇志：地震時における道路

施設の構造損傷・機能障害の評価，地域安全学会梗概集，

No.IO, fP.179-182, 2⑬.  

角本繁畑山満則，亀田弘行，蛯沢勝三：時空間情報管理によ

る緊急時情報伝達システムの提案地域安全学会梗概集，

No.IO, w.129-132, 2⑬ 

白木信彦，篠塚正宣，亀田弘行，田中聡：P面cnnanceof 
Highw.ty Netwak s沼叩 m心•Seismically 血虹叫 Traffic

Delays,翠 12頸立亨諜畷瞬棚麒譴濶康集

pp.IV-94,細．

白木信彦，篠塚正宣，亀田弘行，田中聡：旅行者遅延を考慮し

た高愚醗システムの地卿賄舅註解析，土ポ桧第洲哨三

次衛餡繍演腕要集 I-B276,2CXX). 

畑山満則，角本繁亀田弘行：時空間情報管理による緊急時情

報伝達システムの開発一神戸市長田区総合防災訓棘への適

応一，地域安全柴謎懇形tNo.IO, w.125-128, 2⑬.  
Shigeru Kakumoto, Michin<Ii Hatayama, Hiroyuki Karmla, Yutaka 

OhsaWll,叫 Y!NJIIti1su OdaAd匹叫 GIS紐plicationsfer 

&trth:Jrnke Disa<ter Mitigμticn -D!vel~ of Sf直址Ternprnil

Infonnation Systei碑，氏双叫雫 of如 NaticnalF<Illlll on 

AdVllil叫 GIS頌 lications碑）,CD-ROM,細．

Hiroyuki紅—QTAP-A New Chall雫 f“RealizingSaf切

叫泌曲血蝸哩匝e叫 Tsurnmi~ in 

紐蘊CRegiCllSー函towards如 EQTAPMaster Plan-, 

Gmd 恥mt和心曲容 of加 ThinlMult—し四 W<Ik曲m

on氏velq,inmoff.artlxtuake and Tsum血.IM迩紅M辿皿icn
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Technologies叫証rIntegrati(Jlfor如細知fieRegion, 

m.15-24,2CXXl. 

MOOO Shin07JJka, N巾越0 Shiraki, Hiroyuki 

Kam叫社'erfonnanceof Hi幽畑yN<が心kSystems呼

西 Onnage,Procwling, of此＆叩 International

W嘘曲,pon Mi皓Ilionof Seismic Effects en I国平血血―W・303-314,2⑬.
大西俊舗亀田弘行，田中聡：高速道路施設における地孵寺フ

ラジリティ曲線の算出に関する研究，土木学会第56回年次学

術講演会講演概要集 I-A012,2001. 

大西俊輔，亀田弘行，田中聡，橋本崇志：高速道路施設におけ

る地顆痔フラジリティ曲線の算出に関する研究，平成13年度

土木挙鵠晒丸；学林講演会諏鉗厨婆集， I-卯 l～卯2,2001. 

窪田崇斗，畑ば蘭則，亀田弘行：自治体空地管理型業務におけ

るRARM図既念に基づくシステム操作マニュアルの作成地

理情報システム学盆衛甜命文集Vol.IO,w.I 19-122, 2001. 

窪田崇斗，亀田弘行，田中聡，畑山満則：自治体における空地

管理型業務のRARM図既念に基づく情報システム化に関する

考察，平成13年度土木学会関西支部学術講演会講演概要集，

w.IV~3-1~83-2, 2001. 

田中聡林春男，重川希志依：災害エスノグラフィーをもちい

た災害過程の同定に関する一考察，第1回日本地震工学研究

発表・討論会梗概集，p.195,2001. 

玉木亮介，亀田弘行，田中聡，松下僕，能島楊呂：阪神・淡路

大震災における上水道システムの利用者不満足度評価による

研究平成13年度士木学会関西支音爵躙衛寅全甜桁寅概要集

I-99-1 ~99-2, 2001. 

林春男，田中聡，牧紀男，ジョアン・ニグ：防災のためのディ

ジタルシティによる知熾マネジメント，第1回且祁紡災学ワーク

ショップ，w.6邸 9,2001. 

堀iエ啓，牧紀男，重川希志依，田中聡，林春男：震災時に

おける建築物冴閉聘駿手法の開発ー公刃機関による建物

被害調飼課第1回比闊祁尊ワークショップ， ]J>.195-202,

2001. 

堀江啓，重川希志依，牧紀男，田中聡，林春男：震災時に

おける早期被割凹屋手法乃開発ーマグニチュード推定法に

よる建物全壊率吋見覚判新一，2001年度日本建築学会大会学

術講演梗概集 C図 OM,2001.

牧紀男， Ij檜山雅之，呂恒倹，堀江啓，田中聡，林春男：

西 FnviromnentT`ータベースの構築第1回比佼宛足学

ワークショップ，w.189-194,2001. 

松井智昭，亀田弘行，奥村俊彦：地震庖険度解析における活断

層調醗果の活用に関する基覇蹟読，岡戎13年度土木学

会関西支音防均福青沙后逹髯穫翡斑要集 I-92-1-92-2,2001. 

M Hatayama, S. Kakumoto叫 H 紅 m血 veloprrmof 

切咋皿icManagenm Sμnial-temprntl Infmnation S)'S血—

Application fCI'Temporal Analysis of Ca蕊血 GIS2001

Conference~C球OM,2001.

函呻 TANAKA叩 iHiroyuki KAMEDA:DevelOJIII叫 of加

Fragility Functions fiぼ比双m如ヰonof加 HighwayStructure, ―of Japan-US Wok曲和叫油傘RiskM四四四I
for Th血血畑如以皿S澤ems,Il).83-86，2001. 

島野幸弘浜口弘樹，椿英顕，田中利幸， i頃爾甥，鈴木悌之：

建物内f廿器領の地興痔湘動に関する実駒力冊究（その1)地震

勤暉に対する免孵騨納但器頁⑫鴫日木建兜芋会大会

哨躙斑頸澳，麟II,w.133-134, 2001. 

浜口弘樹，島野幸弘東野雅彦，又木義浩，北原昭男，鈴木祥

之：建物内什器類の地興峙挙動に関する実験的研究（その2)

情醐の損傷レベル評価基準D提案，日本建築学会大会学

術閣苑囲狐，構造II,w.135-136, 2000. 

中冶弘行，」頃昭男，鈴木祥之，小松幸平：2階建木造軸組構造

の実大振動台実験，その3部材の挙動に関す召錨寸，日本建

築学会大会学’講演梗慨集，構造m,w・167-168,2000. 

鈴木祥之：伝統木造軸組の実大振動実験：そのl涅喝訊）目的と計

画日本建築芋会大会学術講演梗既集，構造m,pp.103-104, 

2⑱.  

小松幸平，田淵敦士，加藤泰世，鈴木祥之，北原昭男，後藤正

美：伝統木造軸組の実大振動実駿その2涅剪覗櫻~l) 試験体

と材料特性，日本建築学会大会学術講演梗概集，構造m,
pp.105-1~. 2(XX)． 

須田達，北卿沼男，後藤正美，鈴木祥之：伝統木造軸組の実大振

動鶏貨その3洟験概槃2痺動疇の旅と試験靭勁饂

日木建兜芋会大会学術講演梗概集，構造m,w.101-108, 2000. 

石原大雅，北原昭男鈴木祥之：伝統木造軸組の実大振動実験

（その4)実験結果l)軸組全体加t答特性，日本建築学会大
辱韓麟諷集，髄m,w.1恨 110,2000. 

北原昭男，鈴木祥之，石原大雅：伝統木造軸組の実大振動実験

（その5)箋獅吉殿2)解折に基づく応答特性に関する考察，日

本建築芋会大会学術講演梗既集構造m,w.111-112, 2000. 

大下達哉後藤正美，北原昭男，鈴木祥之：伝統木造軸組の実大

振そ収涅蕩結敗2)試験佐灰蹟h日本建築学会大
会衛班囲碑，構造m,w.113-114, 2000. 

後藤正美，大下達哉狛卵召男，鈴木祥之：伝統木造軸組の実大

臆旗諏その万趨絲諏4)損｛絋況と醐蘭諏，日本建築

学，構造m,w.115-116, 2(XX)． 
荒向彦，鈴材羊之：条件付確率等価線形化法を用いた不確定•

履吋加耐震損傷度解析に関すな冊充日本建築学会大

会衛梵甦狐構造II,w.15-16, 2001. 

平山貴之，林康宏，鈴木祥之：京都盆地の地震動増幅特性に関

する基礎翔形已日本建築苧会大会学術講演梗慨集構造II,

pp.65ぷ， 2001.

島野華払，浜口叫封，椿英璽，東野雅彦，1嗚昭男，鈴木悌之：
建物内什器類の地顆峙損傷レベル評価手法の提案，日本建

築学会大会判稲衛菊甦瓜構造II,w.CJ?-98, 2001. 

鈴木祥之，北原昭男，後藤正美，石川浩一郎，林康裕：鳥取県

醗闘地震はる木造建物の被害（その1)調査概要と被害状況，

日本建策学会大会学術講演梗概集，構造II,w.159-lffi, 2001. 

北原昭男，鈴木祥之，後藤正美，清水秀丸，須田達：2001)：鳥取
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県西部地震による木造建物の被害（その2)建物被害の分布

糊日本建築学会大会学術講演梗既集，構造II,pp.161-162, 

2001. 

林康裕，平山貴之，鈴木祥之：鳥取県西部地震における震源付

勘嘩磁さ，日本瞳桧大号譴漑顧，髄II'

pp.163-164, 2001. 

須田達，清水秀丸，北原昭男，鈴木祥之：伝統木造軸組の実大

鐸（その13)掘駆讚第2期ゆ概要と試験依乃動持

性，日本建築学会大会学術講演梗慨集，構造m.pp.177-178, 
2001. 

大下達哉，北原昭男，後藤正美，鈴木祥之：伝統木造軸組の実大

振（その14)実験結果(1)試験体乃応答特性，日本建築

学会大会学術講演梗既集，構造m,pp.179-180, 2001. 
前野将輝，清水秀丸北原昭男，後藤正美，鈴木祥之：伝統木造

螂の実大振動起検（その15)実験結果(2)損｛募炭茫貫接合

剖め挙動について，日本建築学会大会学術講演梗既集構造

m, pp.1&1-1&2, 2001. 
清水秀丸，須田達北原昭男，鈴木祥之，後藤正美：軸組構法2

階建木造住宅の実大振動実験一筋かい付き軸組試験体の結

果ー，日本建築学会大会学術講演梗概集，構造m.pp203-
204, 2001. 

志摩好宣，樫原健一，鈴木祥之，野島千里，岩佐裕一，中治弘

行：仕ロタイプ粘弾性ダンパーの実用化，日本建築学会大会

学構造II,pp253-254, 2001. 

神谷大介，萩原良巳，吉川和広：自然的空間利用における心理

的要因と整備内容に関すな祀究土木莉画学研究•講演集お，

pp.117-120, 2000. 

坂本麻衣子，萩原良巳：大規模地域開発におけるコンフリクトの

展開に関すな祀兒日本地域学会第3布荊弔汰会学術論文集，

pp.4~503, 2000. 

Hagihara, K, A血 C．叫Y．比哄四迂：m胆血gChmges in Urlm 

Envirmm:ntal Risk.1he Os: of Muni叫 WaterU武阿血for

k心 G訓江平mn叩匹iAppli咀ionof Fnvironm:ntal 

Valuation, 2000. 

比翌血 Y.,Shimizu, Y., Sakamoto, KRI芯ェ皿匹 ofW血

Circulalim S沼forB祉秤叫.eDi滋如•Mitigati<IlandCreati<Il

ofWatediont in Urlm Area, Prow迪容of泣叫JointSeminar 

on匹 DMCBlDC,pp.20-25,2000.

比咽血Y.,Z担哨，S.P., Shimizu, Y．叩iKSakamoto:Earthquake 

EMm  ofW血~領社yN曲血 Procewings of 

2CXX) Joint San云 m匹 DMCBfOC, 

pp.10-17，細．

Shimizu, Y., Hagihara, y．叫Akiyama,T臨極心皿ヰofW曲

Supply for Di函が泣四凸匹W血•CycleUS!,加血for6th 

WorldCc屯函ofthe RSAI, 2000. 

神谷大介，萩原良巳：都市域における震災リスクの変化に関する

瑯，日本地域学会学術発表論文集pp.155-162,2001. 

神谷大介，萩原良巳，坂元美智子：公園緑地における遊びと利

用者の認知の関係に関すな泥究，土木託画翔祀究・講演集24,

CD-ROM, 2001. 

酒井彰，屯頼有祐，清水康生，萩原良巳：水環党写促）スクに対

する都市甘舌者の意識とリスク管理廊回下水文化研究発表

会閣鵡， :w209-216,2001. 

坂本麻衣子，萩原良巳：開発と環境なコンフリクトにおける合意形

成に関すな形t日本地域学会学術発表論文集:w-441448,
2001. 

i蘇康生，籾原良巳：震災時を想狙柔大都市域水循環システム

の再構成のための地域分析，日本地域学会学術発表論文集，

pp.163-170, 2001. 

西村和司，清水康生，萩原良巳：下水処理水を利用した大都市域

の水辺倉l賊と地震被酔噂睾に関す研形t日本地域学会学
術発表論文集:w.187-194,2001. 

Kmniya, D．叫 Hagihara,y：珈Relation砥 U迂 's珈叫

Factas and theC~cs of恥四mm叫均o函出血g

wi1h五虹血区Risk,匝血ferI 1'Pacific{Pcrtl叫）

Conferenre, Regi叫Science~(11血口皿i迅2001.

M面 10, M, SllZllki, S., Yamagiwa, J., Hagihara, Y., Naito, 

M:Evaluati(11of the Food F1ant Diveraty foc the Yakushima 

M Q碑 ChangeQ立1＆臼匹G訓江エ却I.

(G2)学術誌

田中聡：国際協力の分野では，特集記事；このI~婢三で何が得

られtdJ>-自然災害科学の世紀り節目a酎昧←―，自然災害
科学，w.421-423,2000. 

鈴木祥之，樫原健一，秦正徳，後藤正美，北原昭男：技術ノート

「木構造の構造力羊初な再溝築」，な西衛告力学的な再溝築が

必要か，建築雑誌2001.

鈴木祥之，北原昭男後藤正美，樫原健一：技術ノード木構造乃

構造力学的な再構築」，伝統木造の力学的な解明への試み，

建築雑誌2001.

鈴木祥之，鎌田輝男，浦憲親中治弘行：技術ノート「木構造の

構ょ再構築，丑毅）学附生廻懃麒2001.
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7.2.2 地震災害研究部門

(Al)完全査読論文
Bouin, M-P., M Cocco, G. Cultrera, H泌.iguchi,叫 Khikura:珈

叫~ of the MT=72 1995 Hyogo-ken呻 (Kore)

earth:邑 edex虹叫frumふwavepo虹西enanalysis,呵 ys.J.

Int, 143,w.521-544,2⑬ 

Fukushima, Y., K Jrikura, T. U幽 e, 匹 H

M血江匹：Characteristicsof ol:ぽ四四叩forstrong 

grourrlm直onfrom the 1995 Hyogoken Nan訓紐）四均血

Bull. Scism Soc. Am.，虹w.545-566,2<XX)． 

Moya,A, J．偲血こ叫kJrikuraJnv匹 ionof双匹匹皿凶平

叩 isite e証 fromstrong groom m⑮onrecocdsusinggen:lic 

晦遥四,Bull. Scism Soc. Am.，知，w.977-993,2⑬.

Paukhin,A 叫kJrikura:Amethodfぼ~cnof匹匹叫site

effeds and the叩 Q血血 frum四 moticn岨

呵 ys.~ Lett., 27, ll).3429-3432，細．
H血 A,P.泣匹迦 Y.Fukushima, T. Uetake,叫 K

hikura:Sinrulaticn of n:ar-fuult strong ground m直onusing hybrid 

Gree:nユsfunctirns, Bull. Scism Soc. Am.，'X>, pp.566-5訊細．

Pulido, N. and K J:rikura:Estimacn of dynamic叫血匹皿年

frumtheratia因心血c匹叩四iaw四曲呵ys.Res. 

Lett., 21, w.3429-3432,細．

Sekiguchi, H, K Jrikura,叫 T.Iwi血Faultgeom的 atthe叫

twnination of the 1995 Hyogo-ken Nanbu earthquake, Bull. Scism 

Soc.Am.，知;ll).117-133，細．

訟転LA, K Jrikura, J. D. Riera,叫 HC.Chiu:珈町江血

of the dynamic source effeds en strong groom moticn during the 

1999Chighi,T血訊咀的血：西fintfqremtionof the damage 

曲函切licnon building,, Bull. Seisin Soc. Am, 91, w. I 112-1127, 

2001. 

D地u,LAぷ．Jrikura,J. D. Riera,叫 HC. Chiu:F'ault dynamic 

叫 simulaticnof加 h)1X1Calta"area of the如図鑓ofthe

1999 Chi-Ori(Taiwan)皿虹血呼ys.Res. Lett., 28, 

印．1327-1330,2001.

入倉孝次郎，三宅弘恵：シナリオ地雲乃強震動予測，地学雑誌

110, W糾9-'ir/5,2001. 

Miyake, H, T. Iwata,叫 K血匹滋血llionof叫血叩甲咀icn

direction叫 strongmction genn細 areafrom azimuth叫

曲畑匹士F直血ofsource 叩材血~ Geq,hys. Res. 

Lett.,28,w加ー2カ0,2001.

函ふF.J.,R M吐ヰ翌匹iK Irikura:An叩 xirnate

蝉 ct¥¥OOmemional Green's function for a COINallt-gradient 

m辻呵ys.J. Int, 146,w237-24&,2001. 

滋直T.,H ~ T. Iwata, S．項咸T.Sato, K Jrikura,叫 H-

C.Huang：＆畑vevelocity rouc血eof the Taichung oo迅Taiwan,
sfrummray叩 i函 onrec叫 ofrnicrdrern<Is, 

Bull. Seisin Soc. Am, 91, w.1267-1282, 2001. 

F可m皿 T.,Fukumcto, K, Matsunami, K皿dM吐 T.：四血血

of、Seismic丑四din Hikone City Basw on 01:四直(11Net.v.曲~

Data from Shiga Prefecture, J隅 J.Natural ~ Sci血，

Vo122, Nol,pp.97-103,200). 

森野道夫，岡田篤正，中田高松波孝治，日下雅義，村田明広，

7鴎f清秀，能見忠歳，谷野宮恵美，池田Ij描し原郁夫：徳島平

野における中央構造線活断層系の活動履歴，地学雑誌，第

IITT巻第11号，pp.681-'iOO,2001. 

Sdciguchi, H, K Jrikura,叫 T.Iwi血Faultgeom:ny at the叫

tennination of the 1995 Hyogo-ken Nanbu eanhJuake, Bull Seism 

Soc.Am,pp.117-133,細．

泣直T.,H Kaw.ise, T. Iwata, S. 通~T. Sato, K Jrikura,叫 H-

C. Hwng:S-wave velocity s1ructure of the Taidrung oosin, Taiw.m, ー伝m 四 y叩 isingle-station records of micrutrem<Is, 
Bull Seism Soc. Am, pp.1267-1282, 2001. 

Miyake, H, T. I直叫KJrikura:F.stima(11。f叩血平甲呼(1l
direction叫 slrCl1gmotion ~虹marea 匝n azimuth叫

曲畑匹士F血 ceof S01匹叩材血平呵ys.Res. 

Lett., pp2727-2730, 2001. 

油 guchi,H叫 T.Iw血Rq加reII= of the 1999 Kocaeli, 

T西，eartlxiuakeusing stroog moti(1lwavefcnns, Bull Seism 
Soc. Am, pp.300-312, 2002. 

Nakashima, M'⑮畑，K，叫Jnoo;;K：心泣Framem<xlel. fer 

Sinrulation of Fm1hp.叫eResponses of油 M匹ヰ Frames,

Journal of F.a曲叩曲 B雹mヰ屯匹:lStructural Dynmnics, 

pp.671-692, 2002. 

山口路夫，山田哲，前田泰史，荻原みき，竹内徹成川匡文，

中島正愛，和田章：振動台実験による部分骨組の耐震性能評

価ー制震ダンパーを組み込んだ鋼圏紺酎組の面濃牲その2,

日、租懇舒会栖駆論文集，pp.153-160,2001. 

多田元英，福井智規中島正愛,Charles W. Roo:虹：鋼構造建築

の耐震設計に関する日米比蚊モーメント骨組と筋塾骨組の

分類と地震荷重），鋼溝造論文集pp.129-143,2001. 

Nakashima, M :Devel中四 P匹血，叩 Limitationsof呈

Time Quine(P氾止丸四mien改，暉R和calTran.roions of 

the Royal Socidy, pp.1851-1867,2001. 

金尾伊織中島正愛，劉大偉：繰り返し載荷を受ける田隣彫郡）

横座屈挙動と座屈補剛，日本建築学会構造系論文報告集，

pp.147-154, 2001. 

山口路夫，山田哲，前田泰史，荻原みき，竹内徹，成川匡文，中

島正愛，和田章：実構造物の地顆峙挙動を再現する実台振動

台実験手法の提案制振ダンパーを組み込んだ鋼構造骨組

の而濃牲そのI,日本建築労会構造系論文報告集，pp.179-186,

2001. 

小川厚治，井上一朗，中島正愛，澤7閲嗚ー：梁降伏型到衛腟ラー

メン部材の必要塑泥恕f兌虚に関す研形巳日本建築苧会溝

造系論文報告集配21-128,200)_ 

Nala函皿 M,邸， C.w.，叫 Maruoka,y.：函!IMc四
Frames for西 inthe Ur細泣鯰叫J四 Journalof 

S1rudural Er-函 E,pp.861-868，2(XX)．
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小川厚治，井上一朗，中島正愛：損傷に寄与する地震入カエネ

ルギーに関する考察，日本建築学会構造系論文報告集，

pp.177484, 2CXX)． 

C血 WP.，砿口 ID., Naki:函皿 M,MMi匹血叫M

油叫1995Hyogoken-Nanoo函曲血asaT嗅，

for the Jmplernentati(1lofN畑 Seismic応 gnTee加ologiesin 

J叩m,l.esuJs Learned Over Tim; Learning From西曲甲血

&--比玄呻Institute,pp. 79-109, 2⑬.  
吹田啓一郎，田中剛：角形鋼管柱に接合される梁ウェブ接合部

の曲げ耐力，鋼圏毎扁文集第7巻第あ号，pp.51-58,2cm. 

井上一朗，吹田啓一郎：降伏線理論を用いた高カボルト鋼管フラ

ンジ継手の設計法，構造工学論文集， 46B巻， pp.709-716,

2⑬.  

本田利器，大濱吉礼：ウェープレットを用いたW屯口分布からの

波形合戒，土木学会論文集 No.6潤—58, pp・273-283,2002. 

本田利器：スペクトル確率有限要素法によるランダム場の波動伝

播解祈，土木学会論文集No.689/I-57,pp.321-331, 2001. 

本田利器，澤田純男：C<Inplexenvelq)淀用いた複素岡割笠）非定

常変動評価法の適用性，土木学会論文集， No.682/I-56,

pp245-256, 2001. 

末宮岩雄澤田純男，吉田望土岐憲三：地震動の上限値と地

盤のせん断強度の関係，土木学会論文報告集， No.654/I-52,

ml95-2%，2CXX) 

松本明男，山田雅行，川西正夫，澤田純男：ダム建設における地

覇鵬に基くレベル2噸踵四馘ー鉛源水虚爵弗こ

おけ引領寸一，土木学会論文報告集 No.(56&'1-54,pp259-270, 

2001. 

本田拇器，澤田純男：complexenvel叩を用いた複素剛性の非定

常変動評価法の適朋屯土木学会綸文報告集No.682/I-56,

pp245-256, 2001. 

林，澤田純男 s．パリーク，久田嘉章：2001年インド西部地震

におけるGhandhidhamの建物被害，地域安全学会論文集，

Vol3, pp.65-72, 2001. 

(A2)一般査読論文
Jrikura, K : Prediction of ~匹血OIIS from future earthquakes 

皿 byactive曰応寧of如⑬涵，Proc.12th W西

Confaence F.artlK}wke Fngioo;:1ing (CD-ROM),細．

Jrikura,K:Rむやferestimating s1Img ground皿力OIISfrom active 

fault咀加犯邑汝函ぼ以mioinConvergentPlateB双吐ICY,

Eds. Y. F呻ina畑叫 A Y曲 ida,Terra Sci嘩 CPublishing 

Comμmy(IERRAPUB),Tokyo, pp.45-55, 2002 

M k,Nakanrura, M，幽， N.: Seismic attenuation叫

幻 m - from蝉 owearthquakes in恥 lllNof 

Wakayama,双血唸J叩m,Proo辿容of加 8th血皿釦叫

s-(llNatural叫 TechnologicalHazmds, pp.Iは 105,

200). 

M k, Wenbo Zhang:A四中niscnof site四m況

estimati(llby diffaent m血心因哩 s1Imgmdion recmls in 

Tang;ban, China, Prooniing; of加渇出血口四irnalsmum

onNatural叫 Teclmol.ogical Ha碑的平．Iili-1 ITT, 2000. 

M曲江血K,F可m皿 T.,Fukumoto, K, K,曲泣M，叫Morii,
T. :&timati(Ilof site resprnse and sedirn:nt thickn蕊 usingrecords 

from seismic oh;avaticn ntiwak fer slroog motion in Shi邑 J叩虹

Proo叫雫 of如紬 JntarntionalSympa,ium en Natural叫

T eclmological比l2mds,w.108-109, 2000. 

F可m皿 T.,Fukumoto, K,Matsummi,K, Kohl叫 M，叫Morii,
T.:Soil co吐ti(1l匹 iseismic charactaistics in Shiga Jiefedure, 

J叩皿Proo立加g;,of恥訓直血呻rnalSympa,ium on Natural 

and Teclmological比四血w.114-115,2000.

S. Mcrooka, H KuniedaModal Coupling ofS西icalDo!四inAnti—

Symm曲 CState呻山血CExcitations, Proc. Sixth Asian 

Pacific Crnference(Il紐 l叫沖叫-Seoul,w.4 I-48， 

2000. 

S. Moroclca, H Kuni血 Vi涵 (Ilofa匹 calShell in加

Circumftn:lllial Direction,血arntionalSympa,ium(IlTheay, 

Design叫 R呻磁(1lof油 I叫 S匹叫函ヰ傘，Nagoya,

叩 O(CDROM&E匹血油細i),2001.

金尾伊織中島正愛，劉大偉：繰り返し載荷を受けるIDf須翻農準

梁•RBS染叫痴暉と座屈後挙動，鋼構造年次論文報告集

pp.551-556, 2001. 

劉大偉金尾伊織中島正愛：鋼染の完全崩壊挙動，鋼溝造年次

論文報告集， w.557-562,2001 

斜，吹田啓一郎，井上一朗：有孔鋼板の引張強さと変形能力，

鋼構造年次論文報告集，第呪象w.439-444，2001.

本田利器，澤田純男：ディジタルフィルタを伴う時間積分法の周

波について，応用力学論文集 Vol.4,w.515-522, 2001. 

本田利器，澤田純男：非線形勁匁モM解折の並列計算のための

非反徊瑶h宵紛法，応用力学論文集 Vol.3,w.629-636, 2000. 

本田利器，澤田純男：非線升須麻FEM解析の並列計算のための

非反復時間積分法，応用力学論文集 Vol.3,w.629-636, 200:J. 

MTurugi, S．邸吐， Klrikura叫 KToki:Distri血 (IlofSite 

Amplificati(IlF四m(IlOsakaPlain ~ on Q.匹 cnnaire

Survey of加 1995Hyogo-ken Nambu西寸吟，~of

6th血口皿irnalCrnferenc:e(IlSeismic Zrnation, VoLL w.259-

264,2000. 

盛川仁，赤松純平，駒沢正夫，中村佳重郎，西村敬一，澤田純

・ 男：トルコ・アダパザル周辺の組劉衛毎闘t，第10回環境地質

学シZ臣ジウム，pp.49-54,200:J. 

澤田純男土岐憲三，村川史朗：片側必要強度スペクトルによる

釦瑯砕の限界伏艦態琺，レベル2地震に対する土構造

物の耐震設計シZ怜ノウムおよび講習会デキスト， w.34I-346, 

2⑬.  

松本明男山田雅行，川西正夫，澤田純男：ロックフィルダムの耐

霞叶⑬けるレベル2地鹿珈）侑戎一金井原水力発葡弗こ

おける検討ー，レベル2地震に対する土構造物の耐震設計シ

冴ジウムおよび講習毎科とスト，w281-288,2<XX}．
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(A3)アブストラクげ滋論文
Miyake,H,T.h皿匹iK hikura:Source characterizatim of祉叫

earth}uakes for n:ar &>i匹邸江umotions, Proc. 6th Int Cc証
Seismicみ血on,CDROM.II-85,2000. 

紅 H,T. Satoo,T. Sato叫 T.I畑国渾四onof 

Uim-grcxmd Structures in the Taidrung Basin Using Microtrem匹

Proc．血皿直W幽叩mAnnual Commerncration of Chi— 

Chi ear1h}uake, CDROM, II-85,2⑱.  

詣罷緊洋，國技‘冶姻：水平周期外力を受ける球穀乃2つの逆対称

モード間に生じるモード連成作用，日本機械’会第13回計算

力者諒盆諒論這，m．55-56,2000.

T函 KC.,QC.H, B畔叫M D. and Nakashima, M: 

Cyclic Behavioc of Link-to-Box Co血 Conrectionsin 

Eccentri叫lyBrawJF皿mRmo号 ofthe First Jntemat:ional 

Conference m Structural Stability叩 1Dynamics,pp.599紐，2000.

N血曲皿M:Qlality Assurance for Welding of l甲四滉Iel凶

Beam-to-Colmm Qm四 ms, Rmo血gsof the Second 

Intemat:irnal C面ffe2lcem Behavioc of Steel. Structures in Seismic 

Areas(S1ESSA2CXX}),m.223-230,2000 

Suita, K, Nakashima, M，叫 Engelhardt,M D.：“四如 of

Seismic Cai匹 tyは匹畔ost-Nc血迦e叫 Pぽ KobeBeam-

to-Co血mCw:血匹氏双叫ingsof the Second Jntemat:ional 

Conference on B如 viocof Steel Structures in Seismic Areas 

(S1ESSA2CXX}),w271-278,2000. 

N血函皿，M:Unresol叫函lfSon五虹幽eResistance ofS四

Building ~ Proceooings of the Seventh Jntemat:ional 

S)'TI平泣皿oftheJ四 WeldingSociety, ll).1-6, 2001. 

Naki函四， M£arthquake趾籾ぽsof Steel Moment Frames 

Involving Beam F皿皿e,,Proceooings of the First Jntemat:ional 

Conference m Strudural Stability and Dynamics, Taipei,節 5-104,

2CXX}. 

N血曲皿 M,Matswniya, T.，叫紐lllO,K:“叩血 in

五四xmsesof細IM叩F皿ぷ迫曲itoNear—

F鴫 StrongM曲onsRecmled in Jaμm, TaiW311, and the US, 

In臼叫irnalWcmhq> m Amrual＠皿mm曲:nof Chi-Chi 

E叫n叫;i;w.112-123, 2000. 
Suita, K, N此曲血aM,叫 F.ngelharcttMD.：“四涵 of

Seismic a秤citylx:tweeii Post-N<Ithridge叫 Pぼ KobeBeam-
to-Column Commions, The third血m四irnalConferencem

Behavior of steel structures in sei血 careas, S1ESSA 2000, ll)271-

278,2000. 

Suita, K, Onikawa, Kぶ伽皿Y.，Y四吐s．叫細函yamaM:

Inves咆珀mand Analysis of Dnr咽~ to E,叩ビ＄呵 Toll穿紀

函 Causalby the Hyogoken-N血 F.arthquake,The third 

Jntemat:irnal Conference on Behaviour of血—insei叩血

areas, STESSA 2000, w.345-352, 2000. 

HM曲 wa,S.Sa叫叫KKa畑細lyti叫岬匹紬mof

忘 Charactaisicsfee Soorce Tnne Fundim M心因 by

Stochastic Imp.知 Train,B血血 Ahit皿お ofI 0th Int'! 

Conference <n Soil Dynamics叩 Em1hquake苧 wing,w.139, 

2001. 

S.Sawooa, HM呻⇔叫 K.Kataoka:Analysis of fuise 

Characteristics ofヽ 閲Eftぬsoo Seismic Gm叫 MotionBased m 

Ray 1kory，恥血凶Ats皿おof10th Int'l Confere11ce <n Soil 

Dynamics andF.arthquake~ pp.178,2001. 

MK.omazawa, HM呼鴨 HNakamura,KNishimura, S.Sa叫

and A皿皿比血皿叫 AOnalp:BedrockS1ructure in 

A曲皿虹 TUikey-AP碑 ibleCa匹 ofSev匹訟皿容 by如

1999 Kociaeli F.arthquake-, Exterdrl Al:mads of 10th Int'l 

Conference on Soil Dynamics叩 EartniuakeFnginemng pp.CJ?, 
2001. 

(B）解説・総説
諸岡繁洋：水平周期外力を受ける球殻の2つの逆対称モード間

に生図モード迦戎作用，京都大器方災研弼所共同形準会

「認費饂に想定U貶波災の弼因と対策」論文集，w．lll-
116, 2⑬.  

中島蹟：「勉翻禰ゴム訊の議囀醸劫モデル修

正団注デル（竹中他）に対する評論，日木建兜学会技術報告

集 w.389,2001. 

中島正愛：建築と土和吋萎仕分けと連携ー建築と土和巧塾ヽ耐

震設計ー，建築雑誌w.20-22,2001 

中島正愛：建築と土木の棲み分けら塑携ー建築と土和店塾ヽ耐

震設計ー，七木学会誌w2fr29,2001. 

中島正愛：米国建設系学部教育事情とABET審査，建築雑誌，

pp.94-99, 2001. 

亀田弘行，中島正愛：国際共同研究紹介一日米共同研究による

都市囃災害乃軽減学術月報，w.92-97,2001 

吹田啓一郎，中島正愛：S1F.SSA2<XX)報告鉄鋼技術，鋼構造出

版 w.42-46，2001.

中島正愛：どこへ行く建築教育，建築雑誌m.41,200)． 

中島正愛，併瞬臥：建築•土木分罰字ける鋼猷顎直濃性

能評価の相違点・共通盈3)土木建築の垣根を越えて'JSOC

ジャーナル，日本鋼朽倒佐会，w.4748,2cm. 

中島正愛：透明性の高いコスト計算なくして品質確閑まありえる

か，建築街杭w.1位 162,200)_ 

中島正愛：建築•蛛匁野における鋼翫噸の醐欝帷器編の

疇点・共通哉2)，霙ジャーナル，日栢躙造協会， m．18,
2⑬.  

日本建築労会（執筆分担）：柱梁接合部，鋼構造接合部設計指針，

pp.111-153, 2001. 

(Q著書
入倉孝次郎（分担）：防災学ハンドプック，京都大哨瑚及研究飛属

2001. 

中島正愛（分担）：柱梁接缶瑯濶析を伴う鋼構造ラーメンの挙動(9

章），鋼構造物の座屈に関する諸問題2001,日本建築学会，

pp.78-94, 2001. 
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中島正愛（分担）：指針の概要(I章），鋼溝造接合部設計指針，日

本建築学会，w.I-24,2001. 

Naki曲皿 MAPPENDIXC. Overview of Ill皿客 toSteel 

Building Structures OhieJved in the 1995 ~心丘如寧圏

Perfamanre of Steel Moment—Frame Buildings in F.m如幽es,

F年 B EM心翌切，比平rtFEMA-355E, 
pp.Cl-C24,2(XX)． 

中島正愛：性能設計，防災学ハンドプック第5.3章―耐震設計」，朝

倉書店，m．394-3”,200l.
中島正愛：鋼溝造建物，防災学ハン忙fック第5.3節面携郡器十」，

朝倉書店，w.399-401,2001 

中島正愛：建物の免震，防災学ハンドプック第5.3節「耐震設計」，

朝倉書店，w.414-416,2001. 

甲津E力夫，吹田啓峨〖：コ功もの鉄酎術底学芸団版社 2001.

澤田純男：実務の先輩たちが書いた土木構造物研耐震設計入朋，

土木学会，m．6&-71（分担執筆）， 2001.
澤田純男：防災学ハンドブック，朝倉卿吉， w.409-410（分担執蔚，

2001. 

澤田純男：新関西地盤京都盆地氾2，関西地盤情報活用協議

会，w.167-178（分担執筆）， 2002.

(D) 紀要•報告書
入倉孝次郎，三宅弘恵岩田知孝，釜江克宏，宮腰研，香川敬

生：周期帯域は芯じた強震動評価法の高精度化，地震災害軽

減のための強震動予測マスターモデルに関す召形E平成12

年度研究戎果報告書， w111)-233,2001. 

Irikura,K :Ac血四四郎ofro-c碑 moticnseismology in 20th ca皿y

叩dits future directions, Pnx.=ling'l of US-.J:叩 Coqia-ative

民芯正hf“Urlm.BBMonW曲岬m

R曲dimof Strong Groond Moticm in Urlm. Regions, w.53-62, 

2001. 

Irikura, K, H Miyake, T. Iwma, K Kamae, T. Kagawa,叩 iK

Miyak呻 i:Predi血 of血屯gro叫 motionfor平祉Cactive-

fault咀加胆如!S,Proo江lingsof US-.J:叩 JointW曲立P叫
釦grantas~RJ.43-52, 2001. 

Irikura, K :R吋 fer函四唸血瑶groundmotions from active 

fault咀加氾如!S,Prむ0 知 ofUS-.J:叩mQ刈JerativeRfS玄中

for Urlm..Ear1hquakeDMon血 Wcricli<平 m

徊 dimof Strong Groond Motions in Urlm. Regions, w.45-55, 

2002. 

入倉孝次郎，三宅弘恵岩田知孝，釜江克宏，川辺秀憲：周期帯

域に応じだ画醇功予測弁却）高精度化，地震災害軽滅乃ため

の強震動予測マスターモデルに関すな冊究叩戎13年度研究

成果報告書，w.205-215,2002. 

岩田知孝，三宅弘恵入倉孝次郎：強震記録を用いたジナリオ地

欝こ基づく強罷軒測に関す召祀究京都大哨坊災研究祠冊

究 12K-ll「地震発生に至る地殻活動解明に関するシジR

ジウム」報告書RJ.68-72,2001. 

岩田知孝，関口春子，三宅弘恵，松元康広，宮腰研，入倉孝次

郎：強震記録がらみた2(XX}年鳥取県西部地震の震源過程，平

成12年科学技術振輿調整費「地震災害軽減乃ための強震動予

測マスターモデルに関す研形巳報告苔，Jl>.f:h..74, 2001. 

岩田知孝，関口春子：不鯰廣震源特性の抽出と分析，平成12年科

学技術振興調整費「地震災害軽減のための強震動予測マス

ターモデルに関す麻形も報告書，w.11&-1あ，2001.

Iwata, T., H SekigudJi and K Miyak呻 i:C佃四血細ofsource 

i:roc= ofrex五直心如ヰve臼dq叫(einvertal from s1Iong 

moticn reconls in如畑血咄， Proc．U&J岬 Joint

W曲曲pfq US-J叩m 凶平血veResei:袖 inUr面
F.arth.]uake Disaster Mitigμtirn, Jl>.46-52, 200 I. 

Iwata, T. and H 泌.iguchi：泣匹mandnear-so匹邸叫

moticn during如 2000T暉n如 SetOO-(M¥¥6.8),
R叩匹1~ of ~c local-site etfeds at plural区年

Pl K Kudo,Jl>231-241,2002. 

岩田知孝，関口春子，三宅弘也浅野公之：不均質震源特性の抽

出と分析，平成13年科学技術振興調整費「地震災害軽減のた

めの強鹿肋予測マスターモデルに関す琺形巳報告書，w.95-

1位 2002.

s．紐叫 F.U血 Y.Ha直叫 HArai:6.3Grc叫“函m
- fromMi-dの AG町玉m迅℃

S匹 of加％January2001五如幽e(Mw7.7)in加泣eof

Gtyarat, India, Jl>. 71-74, 200 I. 

Y.Ha叫 S.Saw.ida,S.Pareek叫 YH血 72Din

G国地加皿AQ町迅四如 Surveyof如 26January 2001 

虹的幽e(Mw7.7)inむ Stateof這皿，India,Jl>.84-88, 2001. 

(E)講義・講演会テキスト
入倉孝次郎，三宅弘恵：強震動予測における震源の取り扱い，強

霞抒測その脳筵狐用第1匹繹会テキスト，（社）日本地

震学会強震動委員会，w.I-33,2001. 

岩田知孝：震源過程凶範屏姐狙凛動，レベル2地震に対する土構

造耐震設計シンポジウムおよび講習会デキスト，地盤工学

会， ml-IO,200). 

岩田知孝，関口春子：震源｀傍強震動にみられる震源糊由レベ

ル2地震に対する土構造物の耐震設計シZ怜；；ウムおよび講

習会テキスト，地盤工学会，w.303-310,2CXX>. 

岩田知孝：トルコ・コジャエリ地震と台湾・集集地震の震源過程と

震源近傍強震動，（社）日本地震学会強震動委員会強震観測

ネットワークに関するシZ詑ジウム笥斗集，w．1-8，2CXX>.
岩田知孝，川瀬博関口春子：理論窃雖頸肝9測法，強震動と

構造物応答，強震動予測ムその基礎己芯用，（社）日本地震学

会強震動委員会第1回溝習会デキスト,w.11()..125,2001. 

岩田知孝，関口春子：強鹿珈復疑用いた地欝傷嘉樹呈の推定，

日本建築学会第述回地盤震動シジ怜；；ウム論文集，w.II-16,

2001. 

岩田知孝：関西地震観恨卯険駕議会記録を用いた強震動予測事

例，関西地震観測研究協議会フォーラム資料集， w.16-19,

2002. 

-342-



中島正愛：米国庫El審査調査報告日本建築学会大会，日本建

築学会大会建策教醗協貸料， w.1臼2,2001. 

中島正愛：噂県暉叫震における崩頸姉被害，鉄骨⑬覇

現象はどこまで解明されtゴ年？当面の対策固杭日本建策学会
大会鋼構造PD資料，wI-16,2⑬.  

日本建惚学会：スカラップWG報告・載荷速度の影響，鉄骨工事

(JASS6)運営委員会調査研究戎果報告会資料集 w.124-129,

2⑱.  

澤田純男：地震災害について一新世代の耐震設計法への課題

ー，京都大学坊災研究所公開講座（第11回）,w27-36, 2000. 

香川敬生，澤田純男，友永則夫：羽戎12年閲新層を想定した強震

動予測と設計対携踵h，実務者のために耐震設計入門， w.3-

20, 2000. 

(F) 新聞•雑誌記事
岩田知孝，関口春子：2<IDf.，鳥取県西部地震の震源析層の実体，

Seismo, r.p.4-6, 2001.3. 

入紐螂：噸靭）楓這岱琺探せ」，毎日新聞， 200},9.l.

入倉孝次郎：断層帯功堕踪頃松本市は阪神以上朝日新聞，

2001.322. 

入倉孝次郎：糸側l卜静岡構造線の地震松本冴酋れ「阪神」を

上回る可能性，信濃毎日新聞， 2001.3.23．

入倉孝次郎：芸予地震表層地盤で揺れが増幅，朝日新聞，

2001.4.4. 

入倉孝次郎：超高層は安全か 5巨大地震，朝日新聞，2001.12.19.

(Gl)講演会概要集
Irikura, K : Aclrie四血of匹 motion四叫ogyin 20th century 
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義：エネルギー吸収機能を有する接合要素を用いtd研須財主

梁構造システムの力学挙動，（その2構造システムの力学挙

配実験的検討），日本建築学会大会学術講演梗既集， C-1構

造皿w.673-674,2000. 

狩野直樹，田啓一郎，井上一朗：田f須附砂砲紀舒膨匂ネルの塑

性変形が骨組の地顆芯答牲状に及ぼす影響，日本建築学会

大会学術講演梗既集， C-1構造m,w.653-654, 2000. 

吹田啓一郎，李相周，井上一朗：有孔鉗版の引張強ざと変形能力，

（その1瑯褒膨製最大耐力），日本建築学会大会学術講演梗

瓢， C-1饂 m,w.977-978, 2001. 

李相周，吹田啓一郎，井上一朗：有孔鋼板の引張強さと変形能

カ，（その2千鳥配置孔を有する鋼即，日本建築芋会大会学

術講演梗既集， C-1構造m,w.979-9!≪l, 2001. 

三木辰浩，佐藤有希中島正愛，菅谷将司，吹田啓一郎，鉾井修

ー，原田和典：裔憩担糊距器防塑泥醗•発熱・鋼吋腹上

昇に関する実大勁均鵡免（その1実験訊画および接旬杉式

と塑性変形能力の相関），日木建兜学会大会菩幅衛宛甦魏し

Cl疇 m,w.887-888,2001.

佑翻希三木辰浩，中島正愛，菅斜詞，吹田啓噸〖度耕修

ー，原田桐嗅：溶接柱癖齢浮防塑堕膨•発熱・鋼研尉度上

昇に関する実大勁均頬灸，（その2累積歪と温度の相関），日

本建築学会大会学術講演梗概集， Cl構造m,pp.889-890, 

2001. 

菅谷将司，佐藤有希中島正愛，三木辰浩，吹田啓一郎，鉾井修

ー，原田和典：溶圏甘翡妾器初塑世靭•発熱・銅り温度上

昇に関する実丸肋的実験（その3累積歪の分布と温度上昇
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の分布），日本建築学会大会学術講演梗概集， C-1構造m,
pp.891-892, 2001. 

狩野直樹，吹田啓一郎，井上一朗：高カボルH紀令を用いたパネ
ル崩壊型のH形鋼捻財親達腐喝肘る研究日本建築学会大

綱鵡翻眠麟， C-1麟 m,w.885-886，2001. 

岡田忠義，井上一朗，吹田啓一郎，張之シュン，宇野楊芳，竹内

一郎：高カボルけ紀令を用いたH形鋼柱梁制震接合システム

の力学挙動，（その1構造システムの概要と設計の考え方），

日本建築学会大会学術講演梗概集， C-1構造m,w.841-842, 

2001. 

竹内一郎，井上一朗，吹田啓一郎，張之シュン，宇野暢芳，岡田

忠義：高カボルH紀令を用いtゴI形鋼柱梁制震接合システム
の力学挙動，（その2十字骨組実験による力学性状調記，日

本建築学会大会学術講演梗概集， C-1構造m,pp.843-844, 

2001. 

立山英二斎藤俊樹，吹田啓一郎：溶接柱梁接合音似）履歴挙動と

梁長さの影響，（その1実験結果），日本建築学会大会学術講

演 C-1構造m,w・約9-8IO,2001. 

斎藤俊樹，立山英二，吹田啓一郎：溶接柱梁接合部の履歴挙動と

梁長さの影響，（その2梁と柱癖釦雑防歪挙動），日本建築

学 'C-1構造m,m.811-812,2001. 

張之シュン，竹内一郎，吹田啓一郎，井上一朗：制震接合システ

ムを用いた鋼骨組の試設計，日本建築学会大会学術i衛苑甦昆

集 C-1栖細I,w.771-7T2, 2001. 

井上一朗，吹田啓一郎，安井信行：斜方隅肉溶接継目の破壊機

構と最大耐力，日本建築学会大会学術講演梗概集， C-1構造

m, w.765-766, 2001. 

佐藤叙言，本田利器竹川直希：ファイバを用いた地盤変形計測

システムの大如土振動台実験へ◎童用，第3回腑昔加刈巖譴

蹴硼に基く噸動災知l上に関するシ匁ぐジウム論文集，

m．氾認， 2002.
本田利器：年ヰ叫確率郁應瞑窃紅よる波動碕御爵斤，第56回

土木学会年次学術講演会慨要集， I-A-101,2001. 

本田利器大濱吉礼：ウェーブレッ没舟いたW咽口分布で規定

される時h嗚l波数附生に基づく靭杉分離，第56回土木学会年

次学術講演会概要集， I-A-107,2001. 

本田利器澤田純男：因果性を有する地震波の位相と振幅の関

係について，第26回地震工学研究発表会講演論文集，

w.173-176, 2001. 

本田和器：スペクトルを用いた確率郁憩料窃紅よる波動伝播解

析，第36回地盤工学研究発表会講演概要集， w2365-2366,

2001. 

柴田俊次郎，本田利器，佐藤忠信：光ファイバーを用いた地盤ひ

ずみ計罷詞飼掘齢奥験，第％回地盤工学罷筋琵絵講

演概要集，w.1389-B'X>,2001 

本田利器，大濱吉礼：ウェーブレットを用いたWi匹ゴ分布からの

波形合成」慨籾堕駁雑罪漣学会予稿集， Sr-002，2001.

本田利器，澤田純男：領域分割した庄Mの非線形勁的解析への

非反復時間積分法の適用，廊回日本計算工学会i附寅会論

這， w.615.{>18,2001. 

T血血 Sato, Riki H叫 i, Sh呵iro Shi迪叫 Naoki

Tak屯畑：Groundstrain mearuring system函理叩tical祉

泣 Hむ〇加拶 ofthe SPIE's 8th Annual血m直ional

S)lllpOSium m Smart Structures叫 M血迅Vol.4328,W.3~, 

2001. 

佐藤甜言，本田和器，柴田俊次郎：光ファイバセンサによる地盤

ひずみ計測実験第2回豹塑勿⑪磁島醤執罪月に基づく地震

防犯柑旬上に関するシZ怜久ウム論文集m.35-40，2001.

Riki Hm:凪叫ysisof Wave Pre匹螂nin the珈血逼

Uncatainty by ~c Finite Ek:ment M叫叫Proc.ofAutumn

Conference of泣血ogicalSociay ofJaμm, No.SI, 2⑱ 

本田利器，澤田純男：非線形勁匁屯M解析のための非反復時間

積分法，第19回自然災害学盆衛鉗陀題にw.49-50,2000. 

本田袖器：W翌口分布で表される時間司波数樹生を有する地震

蜘成寺去，第55回土和干等窃浮術講演会概要集，

I-B-469, 200)_ 

S.Sawooa, KT必叫s邸叫皿払N畑泣血clx:咆lM加d
for Er祉四如四 mingSingle-side Strength Spex皿珈 13th

KKNN Seminarm Civil匹匹咤T平,w.225-230, 2000. 

盛川仁，澤田純男，土岐憲三，川崎久仁生：インパルス列の群

遅延時間スペクトルの周波数附生について，土木学会第55回

早知疇麒鵠譴要，No.I-B299,2000. 

徳材宗孝，澤田純男，酋虹改香JI撤生固屡研：3次元紺也

麟唸づ濾した大阪湾岸部における5蜆籾評鍍2)」沐学会

第55回年次学術講演会講演概要，No.I-B311,2()()(). 

盛川仁，宮腰研，趙伯明，岡秀樹，澤田純男：2点同痔観測

に基づく空間自己相関法の短周期領域における適用性の検

討，瑚総涅科邦睫学針躙大旬涌集No.Sg-002，2000.

澤田純男，入倉孝次郎，盛川仁：群遅延時間の分散のスペクト

ルによ烈並目のモデル化（その10)FITを用いた時患邸寺

間の計算法，地球惑星科学関連学会合同大会了稿集， :No.Sb-

畑， 2000.

澤田純男，江尻譲嗣：京都樫原地区の微動特性，日本地震学会

顕升諜，血甲蜘季絵，NoA約， 200)．

盛川仁，澤田純男土岐憲三，川崎久仁生：群遅延時閉の分散

のスペクトルによ烈並往かモデル化（その11)ランダムに生起

するインパルス列の罪患邸甜印潤痒分布，日本地震学盆髯

演予稿集，双び臣蛭火季大会，NoB35,200.l. 

盛川仁，赤松純平，澤田純男：脈動を用いたトルコアダパザル

周辺の基劉衛醤彫t，日本地震学会！衛寅予稿集 200(肖邁秋
季大会，：NoA83,2000 

山田浩二，香川敬生，澤田純男，規矩大義，吉田望：トルコ・アダ

パザル市における表層地盤の速度調査，日本地震学会講演

刊鵡，碑唄罪季絵，NoA84,2000. 

盛川仁，宮腰研，趙伯明，岡秀樹，澤田純男：2点同時観測

に基づく空閉自己相関法の短周期領曲こおける適用性，日本

自然災害学会判稲衛寅会講演既要集，w.61.{>2,2000. 

本田和器，澤田純男：非線形勁刃モM解析のための非反復時間
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積分法，日本自然災害芋会苧術講演会講演概要集， pp.69-70,

2000. 

澤田純男，規矩大義，吉田望：トルコ・アダパザル市の表層地盤

構造（速報），日本自然災害学会学術講演会講演慨要集w.5-

6, 2000. 

駒澤正夫，中村佳重郎，西村敬一，赤松純平，澤田純男：トルコ

アダパザリ重力基盤構造日本自然災害学会学術閣寅会講演

概要集，m．7-8，2000.
S.Sawooa, KToki叩 S.Tak吐晒gnSμ:dla for加＆函nc
Defcnnatim M叫1odde細 onGt叫函曲屯Rな〇加g;of 

恥 14thKKNN Symposium m Civil Fngioo:ring, pp.113-118, 

2001 

RH呻叫s．細咄況italF函匹TimeIntegration Sc血 e,
Rco加穿of如 14thKKNN Symposium m Civil Fngioo:ring, 

pp.119-122,2001. 

福島康宏，澤田純男，本田利器ランダム水羽甜酎阻割1の散乱

による地鹿枷材並師砥土和芸ミ第56回年次学韓衛寅会講

演，No.I-Al()()，2001

片岡慶太，澤田純男：地震動研姐捐封生に及ぼす伝播経路の多

疇鱈県土樗会第沿回年次学舘麟盆簡概要，No.I-

Al02, 2001. 

澤田純男，岸本貴博：反射透過係数法に基づく地劉酋有周期の

近似式，土木学会第56回年次学術講演会講演概要， No.I-

Al08, 2001. 

門脇慶典森伸一郎，澤田純男，込山貴士：異なる周波数の重合

諏譴荷ヰ硝め液状化糊生」沐学会第％回箔侭輝

諏寅会講演概要，No.III-A079,2001. 

片閾覧太，澤田純男：群遅迫瑶蜀が分散スペ外ルによ烈並瀦与

性のモデル化（その12)波線理論に墓づく異方散乱モデルに

よる分散群遅延時間スペクトル，地球惑星科学関連学会合同

大会予橘集No．年邸， 2001.

澤田純男，岸本貴博：反射伎甜脇遵磁紅基づく地盤固有周期の

近似式，日本地震学会講演予稿集， 2001年度秋季大会，

NoB36, 2001. 

本田利器，澤田純男：口頂如い:nvel叩を用いた複素剛性の非定

割虚評価，日和囮窮袷講演甘諜， 2001嘩季大会，

NoA61, 2001. 

清水良純，規矩大義，安田進，入澤恒裕，澤田純男：トルコ・コ

ジャエリ地震で被害を受けたアダパザル市におけるスウェー

デン式サウンディング試験，第36回地盤工学研究発表会，

Vol2, :w2137-2138, 2001. 

安田進，規矩大義澤田純男，入澤恒裕：コジャエリ地震におけ

る液状化による建物の沈下，第36回地盤工学研究発表会，

Vol2, :w2161-2162, 2001. 

中覇誌塚本譴安田進，澤田純男清水紺沌：トルコ・アダ

パザルにおいて採取した試粋刃甜詠せん断挙動，第36回

地盤工学研究発表会， Vol2,W.22()C)..2210, 2001. 

澤田純男，岸本釦専：反射透過係数法に基づく地盤固有周期の

近似式，第36回地盤工学研究発表会， Vol2,pp.2283-2284, 

2001. 

本田利器澤田純男：因果性を有する地震波の位相と振幅の関

係について，第26回地震工学研究発表会講演論文集， Vol.I,

pp.173-176, 2001. 

盛II仁，赤松純平，駒沢正夫，中村佳重郎，西村敬一，澤田純

男：トルコ・アダパザル周辺の基盤構造調査，第あ回地震工学

研究発表盆衛縮倫文集， Voll,pp285-288, 2001. 

澤田純男：土木構造物の設計地震動に関する最近の動向，第1

回日本地震工学研究発表・討論会， w25,2001. 

鶴来雅人，澤田純男，宮島昌克，北浦勝：アンケート震度調査

および地辮臨卿録iら得られるサイト嘲朝甜位）関系につ

いて，第1回日本地震工学研究発表・討論会， w.39,2001. 

紬噸〖噂麟澤田純男複痴職数の諏跛載御ヰる

靭液状化礁第1回日本額エ鶉究競隣会， p.50,

2001. 

澤田純男，片岡慶太：地震動乃位棺財生に及ぼす伝播経路の多

重散乱効果，第1回日本地震工学研究発表・討論会， w.61,

2001. 

澤田純男，岸本貴博：反射透過係数法に基づく地盤固有周期の

近似式第1回日本地震工学研究発表・討論会，．l(J7，2001.

(G2)学術誌
入倉孝次郎：阪神・淡路大震災を起こしたものは何であったのか，

岩波科学，~. w.42-50, 2CID. 

松波孝治，藤原悌三，森井雄史，岡本祐果：震源近傍における余

震観測と微動計測による震動糊咀刊凪建築学会中国支部研

究報告集，第24巻 w.371-374,2001. 

松波孝治，今村文彦，北村良介，清野純史，立木茂雄，橋本晴

行：加炉F鳥取県西部賊屡被如也日野町でのシ切岱功邸入

らー，自然災害科学，第泊巻，No.3,w.235-3CAS, 2001. 
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7.2.3 地盤災害研究部門

(Al)完全査読論文
Kamm, M, Katrumi, T. and函 o,Y. :MSW fly ash迫細直

叫函 f<r~cal 叩成叫ions, Joomal of比匹吐郎

M年祉Vol.76,w.263-283,200>.

赤井智幸，松本哲，矢井田修，羅唄淮史：ジオシンセティッ外非

水補強材の7虹竪封生（第1報）フィルターに用いる不織布拉哉

物の開孔径，繊維機械学会誌（論文集）， Vol.53, No.9, 

pp.Tl99-12CX>, 200>. 

赤井酢昔，松本哲，矢井田修，羅咆淮史：ジオシンセティッ舛非

水補強材の水理閉生（第2報）フィルターに用いる不織布と織

物の透水性，繊維機械学会誌（論文集）， Vol.53, No.I I, 

pp.1232-1237, 200), 

卿嘩史：甚シンセティック水平排水材による総生ヒ補強盛土

の変形薬助繊維学鑓志 Vol.56, No.12, w.343-347, 2ぽ）．

Ichii, K, Iai, S．叫M血 T．邸｀皿eof1hequay噸噸high

血 ie-誌絵論這，第1細 o.65411-52(Joumal

of Strudural M心四ics叫丘ーJSCE,Voll7,
No2),w.39-双w.163s-l 74s),200). 

Boulanger, R W．叫Iai,S. :Perfcnnance of躍 fl1iurtstrudures, 

Kocaeli, T叫cey,E皿打叫reof Al四 17,1999，趾。一
R中ヰ F.m1h}uakeSp:屯函ヒ四 Ato Voll6, EERI, 

印295-310,200>.

勝見武 CHBemrn，嘉門雅史：ベントナイ遠舟いお鹿Kライ

ナーの耐化哨生について，土と基礎， Vol49,No. 2, ppll-24, 

2001. 

Kamon, M, Gu, H叫 LM：匝rovemaitof匹担ncal四江心

offemmlime曲袖函soil泣h加血cnof aluminum sludge, 

M Sci叩ェ恥文呻凪口匹cml,Vol.7, No.I, w.47-53, 

2001. 

Kamon,M：臨四面C11因hniquesby use of匹血imJ:rovem:nt,

Soft Grc叫 Teclmol⑳ ,J.LHanscn叫 RJ.Tern四（心

ASCE,pp.374-387,2001. 

Kamon, M，邸 S.,Fukwa, M 叫 Shimon<Xlan,Tボ叩叫

disc畑写呵吟ofPVD and its匹曲血g―deixn)ency,
M Scienre Rェ年h Intm呻迅均江址 Technical
Publi叫icn2,w.17-20,2001.
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卸嘩史，勝見武遠藤和人，土居亮：有害底泥処分地の移

溺諏蜘ユる環境インパ外詔面，平戎12瑕貯迎鼓部年

次学術講演会講演概要，土木学毎関西文部， ill-61,200). 

嘉門雅史，勝見武金山政民森本哲夫：ベントナイトを混合し

た締固め粘土ライナーの含7は比せん断強さ，平成12年度関

西支音胆臣欠学札掃髯演会計駐寅概要，士オざ若計関西支部，mる3,
2⑬.  

嘉門雅史，勝見武金山政民森本哲夫：粘士ライナーのせん

断ど分場の構造如E性，第35回地盤工学研究発

表 12年度発表講演集， w.169-170,200). 

暉慎近藤三二，嘉門雅史：ベントナイトマッドケーキ砂豹k

性の評価，第35回地盤工学研究発表会平成12年度発表講演

集，w.111-112,2000. 

嘉門雅史，勝見武遠藤和人，土居亮：有害物質を含有する

底泥処分地の環境インパクト評価，第35回地盤工学研究発表

会 2年度発組衛鵡 w.173-174,2000. 

嘉門雅史，勝見武稲積真哉 G.Raj年畑皿廃棄物処分場力

バーシステムヘの汚泥乃魁甘性，第35回地盤工学研究発表会

翠 12年度発組紺鵡，w.177-178,2⑱.  

金谷守，規矩大義，國坦翻台，石原研而，三村衛後藤洋三，

森本巌：l”哨斗ルコ・コジャエリ地震でのギョルジュック7囮皮
地点の調査，第35回地盤工学研究発表会平成12年度発表講

演集w219-220,2000. 

艇因凜恙石原砺而，國甥飴金谷守，三村衛，森本巌：ト

ルコ・コジャエリ地震で生じたイズミット湾岸域の海即阻即）変

状，第35回地盤工学研究発表会平成12年度発表講演集，

pp.221-222, 2000. 

三村衛，田中洋行，玉置亨，坂本真也：淀川河川敷における

多様なコーン貫入試験の適用事例，第35回地盤工学研究発表

会 12年度発表諏寅集，w.465-4fi6,2000. 

ョ寸衛，須崎貴裕：不攪f園の力半削祉液状化眼充に関する

基礎的研究，第35回地盤工学研究発表会乎戎12年度発表講

演集w.821-822，2000.

北勝利，嘉門雅史，宮内宜宏，浅沼勉，矢内正洋：遠心力を用

いた粘性土の自重圧密の解釈，第35回地盤工学研究発表会

平成12年度発表諒宛鳥Il).681-682,200).

嘉門雅史，陳国華，諏訪靖二福田光治：プラスチックボードド

レーン通水凰蹟に必要な動水勾配の検討，第35回地盤工学

研云12囀翠暉鵡，w.1295-12%,2⑬.  

ヨ寸衛須裔貴裕：コーン貫入試験に奴湖質地盛D液状化抵

抗評価手法について，第35回地盤工学研究発表会平成12年

度発表講演集， W・1651-1652,2000. 

内山伸，桂豊浅香美治，嘉門雅史：庄M解析による控え壁

型地盤改良体の山留め変形抑制，第35回地盤工学研究発表

会平成12年度発霙衛宛具， W・1999-2000,2000. 

Kamon,M,Zl匹 H叫 Kalsumi,T. :Mobility of zinc and如 in

虹造函呼叩Ccontitions, Procw加g,of如＆coni

In臼呻叫＆m匹 Sympa,ium,JSCE,pp237-240,2000.一G.,lna7JJmi, S., Katsumi, T.皿 lKamon, M: Waste 
sludge lamfill covt:r matfrials and w.虹 oolanceanalysis, 

Rむ 0 号 of加汝叩血m叫iooalSutnnu Sympa,ium, 

JSCE, pp245-248, 2000. 

Kamon, M, Kalsumi, T., Kanayama, M忘 W叫 Mcximoto,T. : 

Stability of solid ¥¥-asle Jandfills咄瑶clayJin平，氏双叫玲of加

ふ叩血m叫i叫 SummerS)1llp0Siurn, JSCE, pp249-252, 

2000. 

痴嘩史，赤井智幸，松本哲，諏訪靖二，福田光治，楠部義夫，

岩田潔斜面変状対策における抑止エと抑制工の評価方法

の検討，土木学会第55回年次学術講演会講演概要集，皿

Al 98 on CD-ROM, 2000. 

陳国華諏訪靖二，福田光治，痴咆淮史：プラスチックボードド

レーン◎秀水性能とウロレレジスタンス，土木学会第55回年次

学韓靡絵靡鵡腰集，皿B195 en CD-ROM, 2⑱ 

嘉門雅史，勝見武遠藤和人，土居亮：フラックスを考慮した

柏費質含有鱈改紛地の醜インパ外暉，旦学会第

55回年次序術講演会講演概要集皿B361ooCD-ROM,2000. 

船唄淮史，勝見武稲積真哉 G．地芦如皿廃棄畝必渥｝に

おけるカバーシステムの降雨庖k効果土木学会第55回年次

事訊盆隙飽諷皿B366en CD-ROM, 2000. 

嘉門雅史，勝見武稲積真哉 G．地芦土匹鴻彗額処分場力

バーシステムによる降雨遮水効果・浸出水低減効果の予測，

第11回廃棄物学会研究発表会講演論文集， pp.1172.-1174,

2⑱.  

嘉門雅史，遠藤和人，勝見武：DNAPLの地盤浸透パラメーター

同定に関する実験的アプローチ，地下水・土壌汚染とその防

止対策は対校苅険渫会第厄訊演集，pp.9-12,2000. 

沼田淳紀，野津厚，井合進，三輪滋，池田隆明：スペクトル

鵜を用いたケーソ哀噂壁り如猾切詔面，レベル2地震

に対ずる土椰替加耐震設計シ切杞功凶3よぴ講習会デヤ

スト，地盤工学会，pp.333-340,2000. 

蛉進：而漿柑馘考直た土栖替加）設計に向けて，レベル

2地震に対する土構造物の耐震設計シZ氏ジウムおよび講習

会芦スト，地盤工学会， pp247-249,2000. 

Kamon, M, Ji皿 W.,Inui, T., Kalsumi, T., Kanayama, M 叫

Mair匹o,T.: Shear sin坦h匹戸底oftwo landfill clay恥瓜

Proc. F~ Kcrea-J叩 JointSemimr on Gtぷm-―pp.8-15,2001. 
Kamon, M, Inui, T．叩紅sumi,T.：函呻四国叫 on加
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en-imμlctdueto如畑ingertechnical弔如nCIIS,
Proc. First k叩叫叩 JointSeminar on G -―w24-30, 2001. 
Kamon, M, Jnazumi, S., Katsumi, T．叫 Inui,T.: Waste sWge 

applicability叫 w.itfJ'ooJanceanalysis of lanifill cover ~ 

Proc. F涵 k四 J得皿 JointSeminar m Gなm-―wJI-38,2001. 
Kamon, M, Zhang, H, Katsumi, T. and Sawa, N.：臨xreactionsin

landfill site and如 rgeoorlmical signifiamce, Proc. First Korea— 

J呵 JointSeminarmG--m.39-50,

2001. 

Mirnura, M 叫 Sumikura,y.：氏fcnnatimanalysis of Plei血平

clay depa函 dueto 虹宦匁alem畑m血n—和onofex心

pore w m m 面叩S滋sof迄迅boundary-,Proc. 
Firstk匹 J叩 JointSeminar m Gewi.vimnm:ntal Engineering, 

w.51-57,2001. 

Kamon, M, Bootooil., M, Jeoong, J.-H叫 Inui,T.：函血四d

叫口如＿団加加nof cm如 sl喫 withlaw alkaline 
血 ves,Proc. First k匹 J叩 Joint Seminar m 

G--w.78-83,200l. 

Kamon, M, Fnlo, K 叫 Katsumi,T. : Column mcxlel匹叫

evaluatim of-＿滋叩血n ire&Jre relations fee 

irmniscible ~ flow in躙山mooia,Proc.FirstKorea-J叩m

Joint San匹 mGewi.vimnm:ntal Engim:ring, w.106-114, 2001. 

嘉門雅史，遠藤和人，小林誠司：水ーDNAPU相流における間

隙四Lの挙動項刊屈，平成13年度関西支部年次学術講演

会講演概要，土木学苛薙匝超紙 m-68,2001. 

痴囃史，乾徹佐々木和憲：海水環境下における重金厨覗と

廿叩汐濫璃性馘13輝菌西女鰤索疇顧

会講演慨要，土木学会関西支部， m-69,2001. 

三村衛，延山政之，T.S.Tan, GR Di渾恥い迫証屈皿涵麒

土塊で造成されたシンガポール・埋立人工島基礎地盤のRI

コーンにK召封嘘ffl，第36回地盛工学研究発表会叩戎13年
度 w.133-134,2001. 

咀衛〖臓雄瑯：大這頓立による更新四古土層の究f禦

析一過剰間隙加王の伝播範囲と境界排水条件に関する検討

ー，第36回地盤工学研究発表会平成13年度発表講演集，

w.951-952, 2001. 

三村衛，大島昭彦，武田弘一，吉川正敏諏訪靖二，山ね告司，

臨淳一：大阪湾埋辺也における洪筒晉の沈下現象，第双司

地盤工学研究発表会平成13年度発表講演集， m．1007-］008,

2001. 

三村衛小田和広，宮川悟，中井章山本浩司，藤原照幸，

金山政民：大阪湾洪積粘士の長期圧密特性， 36回地盤工学研

究発表会芦13年度発霙衛暉w.1009-1010,2001. 

嘉門雅史，下野段朋患諏訪靖二，福田光治：拘束圧によるPBD

通水量の低減効果，第36回地盤工学研究発表会平成13年度

発 w.1049-IOSO,2001. 

片野田栄一，伊藤譲嘉門雅史，野村忠明，伊豆田久雄：凍結

融犀よる卸王密促進エ法土槽実験第36回地盤工学研究

発表会翠13頸翠顧集，pp.l<Xi5-10Ci6,2001. 

嘉門雅史，溝口孝芳，井真宏：石灰系安定処哩を用いた道路交

通振搬緩和特性，第36回地盤工学研究発表会平成13年度発

表諒鰈， pp.1137-1138,2001. 

主寸衛，卿り雅史，西村註，瀾廊研：重力丸鞄飼噸網

翰に関す硯釦—遠心摸型疇と梃鵡断ー，第治回地盤

工学云13年度発表諏鵡，pp.1359-1360,2001. 

嘉門雅史，乾徹簡文星，森本哲夫：廃棄物処分場ライナー

の水分上昇特性と構造安趙生ゞ乃影響，第％回地盤工学研究

発表会平成13年度発組紺彫lpp2523-2524, 2001. 
卿囃史，勝見武週爵n人，伊藤圭コ凡土居亮：海面処分

堀字ける矢板志勘は眉卸没詠性評価，第％回地盤工学研

究発表会羽戎13年度発表諏鰈pp2531-2532,2001. 

蓋囁史，乾徹遠藤和人伊藤圭コ謂，勝見武：海面処分場

におけるケーソゴ尉御湿沐性評価，第36回地盤工学研究発

表会諏13囀疇訊集pp2533-2534,2001. 

M Kamon, M Bootouil, J.-H Jeoung, T. J:mii:T四四of曲細

sludge using low alkalinity ooditives,第％回地盤工学研究発表

会 13年度発表講質集pp2573-2574,2001. 

勝見武長谷川真也，鬼形正伸，近藤三二嘉門雅史：天然お

よび耐化哨世ゞントナイトの遮水性能に及ぼす電解質溶液の

影響，第36回地盤工学研究発表会平成13年度発表講演集，

pp25'J7-2598, 2001. 

嘉門雅史，乾徹，MBootouil,鄭載衡，佐々木和憲：重金諏弓

記のセメント封じ込め疇嗅期安定性に関する艇瞬滸

価，第36回地盤工学研究発表会平成13年度発表講演集，

pp1h25-あ26,2001. 

嘉門雅史，遠藤和人，小林誠司，勝見武：DNAPLに汚染された

輝地盤における水郷揺隠靭順，節6回薗紅蝦醗

発表会翠13囀翠暉鵡pp平 7必28,2001. 

嘉門雅史，稲積如哉勝見武乾徹遠心模型実験による処分

場ベリアとしての丙即浪期紘•国朝甦第沼那阻江学

研亨13頸繹鵞集叩655-碑，2001.

Kamon,M，極W.,Jnui, T.叫紅T.：函疇血vierof 

two Jar饂 clayJin匹， Proc:mling;of 1he Third血m皿ional

Sunnner Symposium, JSCE, pp.181-184, 2001. 

Kamon, M, Bootouil, M, Jeoong, J．丑叫Jnui,T. :Envirrnmental 

血 vierof sludge solidificatirn/曲国(11bylow alkalinity 

血 tives,Prむaxlingsof 1he Third血口滋ional 函皿四

Symposium, JSCE, pp24 l-244, 2001. 

野津厚井合進 I畑 n,W.D.：範厨近傍の地震勁乃方岡生に

関する研究とその応用，港研報告Vol.40,No.I, pp.IITT-167, 

2001. 

井合進，杉山弥， ,j堤治，竹島康人，沢田俊一：19'J3年4頃豆
暉洒削暉で被災した河川塀放潔棚禽布事例，第％回地

震工学研究発表会講演論文集，土木学会地震工学委員会，

pp.545-548, 2001. 

井合進，竹島康人，沢田俊一，杉山弥，小堤治：1995年兵庫
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県靡闘痕で梃及した河川塘坊の解析検証事例，第あ回地震

工学研究発表会講演論文集，土木学会地震工学委員会，

pp.549-552, 2001. 

井合進，龍田昌毅， ,J堤治，溜幸生，山本裕司：地盤の初

期応力条件が矢板式岸壁の地震時挙動に与える影響の解析

的検討，第ぁ回地震工学研究発表会講演論文集，土木学会地

震工学委員会，W・009-S12, 200 I. 

中雌谷章酒井久和，金子浩士，足立雅飩井合進，森浩章

龍田昌毅：FLIPによる矢板式岸壁の耐震性評価について，第

26回噸婁工哨形翌表会計饂文集，土木学会地震工学委

員会，w.817匁0,2001. 

佐藤成林家祥，亀山和弘佐藤清彦，飯田典生，大塚夏彦，

森浩章小堤治，井合進安田進：非排水有効応力地震

応答解析における捨石材のモデル化に関する検討（そのI),

阻6回嘘エ諏認疇這，玩詮嘘エ学

委員会， w.677.(>00,2001. 

井合進：土木分野からの区ンヽの貢献―国際小委員会への活

動，第26回地震工学研究発表会講演論文集，パネルディス

カッション，土和岩迎塊紅学委員会，wJI-34,2001. 

Iai, S. et al : Seismic de咤n即 f“四虫直血-es,Rqx,rt of 

Worlcing Group 34 of 1he M血皿 Na咆細 Cornn涵 <11,

PIANC,w.143,2001. 

横山修，千木良雅弘：南九州に分布するシラスの風化について，

日本応用地質学会平成12年度研究発表会講演論文集，w．瑶，
2(XX)． 

諏訪陽子，千木良雅弘：花閾岩の球即風化について身頭県柳生

花閾岩体を例として—，日加芯用地質学鈴匝反12年度研究発表

会文w.13-16,2000. 

千木良雅弘：199碑三広島県豪雨災害による斜面崩壊と花閾岩の

マイクロシーティング，日本芯用地質学会羽戎12年度研究発表

会文m.45-48,2000.

千木良雅弘：流動性崩壊源頭部の風化特性東北豪雨災害およ

び広島災害，第39回日本地すべり学会研究発表会講演集，．

pp.513-516, 2000. 

諏訪浩：インダス川上流バルチスタン地方における斜面災害，

平成13年度瑚坊学会研究発表会概要集， w.78-79,2001. 

諏訪浩：晴刃峙にインダス川上流で繰り返す土石流，第加回日

本自然災害学笛衛寅会高割即要集w.119-120,2001. 

諏訪浩：インダス川上流バルチスタン地方で繰り返す士石流，

地形，22(3),p.411, 2001. 

Suwa,H:＆平疵mof delris-fl⑱曲涵erm sunny days in N<I1h-

四和 Transadi匹 J叩正文 Gmw血 logicalUni<11, 

22(4),C-231,2001. 

S喚 H:ilin匹血 of~ events of咀 inch.J叫

畑 Tra四 ctims,lat渾匹GeomaJnologicalUnirn, 22(4), 
C-231,2001. 

諏坊浩：地輿ユる斜面崩壊事例切比餃検討，乎戎12年度郷方

学会研究発表会概要集m.12-l3,2000. 

諏訪浩，遠藤京子：インダス川上流バルチスタン地方における

斜面災害，第19回日本自然災害学会講演会講演概要集，

pp.127-128, 2CXX). 

齋薦伽志，奥西一夫：山地昇竜域の土層構造と流出特性の関墾

性，地形，第21巻第3号，p．9,2<XX)．

佐々恭二，福岡浩，守漣治雄：世界遺産インカのマュピチュ都

市遺跡（ペルー国，クスコ州）の地すべり庖険度調査，平成12

年第39回日本地すべり学会研究発表会講演集， m．51-52,

2CXX). 

臼血Wang& Kyoji Sassa :Flui血 (11behaviorof silty soils in 

ring shear蕊翠12疇 9回日回サベり宕濁冠蛾会

講演集， W凶7-2①,2CXX)． 

岡田康彦，佐々恭二，福岡浩：非排水リングせん断試験による

砂質土の過剰関隙加王発生と有効垂叩芯力の低下，平成12年

第39回日本地すべり学会研究発表会講演集， Jl)291-292,

2CXX). 

今村幸史，佐々恭二，福岡浩：リングせん断試験による結晶片

岩土砂を用いたクリープ挙勁双祀究，平成12年第39回日本地

すべり学笛形密環会闊宛に w293-2%，2<XX)．

福岡浩，佐々恭二， i王発武：地震時の高速地すべり現象，平

成12年第39回日本地すべり学会研究発表会講演集， Jl).441-

442, 2CXX). 

佐々 恭二：べり面液状化と流動咀鉗褻び発生・運動幽青，平成12

年第39回日本地すべり学会研究発表会講演集， pp.511-512,

2002. 

古谷元，佐々恭二，日浦啓全徳島県善鄭也すべりで発生した

小規摸流勁柑鉗紅前兆現象平成12年第39回日本地すべり

学附饂w.529-532,2CXX). 

F狐 uWang,佐々恭二：⑤如加icalSimulati(11(11加 Surr血畑

~Flow. 平成12年第39回日本地すべり学会研究

発表会講演集，Jll.533-536,200). 

注発武佐々恭二：異なる誘因にK召波砕性長阻酷匪伽世すべ

りの共通隈構，叩戎13年8月第割司日本地すべり学毎祀昭琵そ

会閣鵡w.121-124,2001. 

Dmitri AV ANK.OV,沖昇覚福岡浩，佐々恭二：リングせん

輝に切砂質士試粋房掛財繰り返しせん断試験におけ

るせん断／位の振幅お韻暉り隙水圧発生の関係，平成13年8

月第叩回日本地すべり学会研究発表会講演集， w.161-164,

2001. 

Googhui Wang, Kyoji 函逗＆国面 F曲泣血~ Pere 

徊 Buih-up呻 m加珈巫ofSilty Soils圏 (11
Rings涵 Tess.翠 l3毎月靭回日様すべり筈翠発

表会靡鵡w.167-170,2001. 

今村幸史，佐々恭二，福岡浩：リングせん断試験による結晶片

岩土i!)O)通水クリープ試験における細拉土砂脱落の影響，平

成13年8月第40回日本地すべり学会研究発表会講演集，

pp.171-172, 2001. 

伽述V.，函K,and Fukuoka, H :Failure Mechanilm Analysis of 

加 B血叫俎叫匹£函eRockU哄直血比匹IMethod.

Procarling; of加 Confen匹 ofJ叩m I叩和＆x:iety,

-359-



Mmlslli, Japan, pp23 l-234, 2001. 

古谷元，末峰章佐々恭二，福岡浩，日浦啓全，小山内信

智：結晶片岩地すべり地で発生した斜面崩壊と地下7鴎叙）関

係，平成13瑕月第廻日和酎べり学築形溌表盆罰諷

pp243-246, 2001. 

玉利吉章，福岡浩，佐々恭二：三次元せん断変位計を用いた結

紡岩地すべりの稜珈晒，晋戎13熙月訟回日本地すべ

り学会研究発表盆面鰈，pp251-254,2001. 

岡田康彦，佐々恭二福岡浩：粒状体試料の自然排水条件下で

のせん断ノーンにおけ硯立子破砕五顎問隙7灼王の蓄積平

成13年8月第40回日本地すべり学会研究発表会講演集，

pp.45M56, 2001. 

G叫；v.，函翌 K,叫 Fuktd:a,Il :M面taingof 1he B紬 u-一羹rockProc. of加叶AnnualCm(of J四

しiSocieiy,M西迩祉Japan,pp.5切釦，2001.

奥西一夫：神崎川下流の輪中における地形改変閥歴とl”5年の

瞑疇，第2巻第3号，pp.40鴻， 2001.

Kazuo Okunishi:J叩~~ to I..aoosli<h; -Sarukuyoji 

且：T皿四屯<I1SofJ叩 Geom<IphologicalUnion, Vol. 

22, No. 4, C-178, 2002. 

Kazuo Clrunishi:Fn四mm叫 h平以 ofDnn Construction in 

Tedrnically Active Areas, T皿匹カ<I1S of J叩匹妃―logical Union, Vol. 22, No.4, C-178, 2002. 
(G2)学術誌
佐々恭二：氏客蕊ofIGCP425in 1999，l...an<Elide N畑 No.13,

pp.37,200)． 

佐々 恭二：l”碑切IGCP425(文化遺産と地すべり災害予測如

活動，匡際地すべりニュースレター‘丘吐ilideNev.ざ'No.13和

訳版 w.19-21,2(XXl 

佐々恭二，福岡浩，守晦台雄：ペルー国・マチュピチュにおけ

るインカの世界遺産の不安定斜面調査，国際地すべりニュー

スレター＇丘 nlslideNews痢訳版No.13,pp21-24, 200)_ 

鄭—夫，諏訪浩，斉藤崖志：文咆rグロセスとしての山地りら

の物質生産月刊海洋， Vol32, No. 3, w.13&-144, 200)_ 

奥西一夫：開発と地盤に関する国土問題研究会のの早D調査を

郷返って，国丑嘩，第3街叫19,2002 
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7.2.4 水災害研究部門

(Al)完全査読論文
Tak血mi,T. and Tsttjimdo, H :A Mechanical Mo:lel. fer Merapi 

T炉忘血cFlow, Joumal. of Volamology叫紐加m叫

Rf93"Ch, Vol.98, Jll.91-115, 200). 

中川ー：河川氾濫ながれ，Jll.88-95,2000. 

武藤裕則，中川一，戸田圭一，市川温：中4咋可川の洪水氾濫
嘩に記筑院自然災害科学， w.257.:J.71,2000. 

中川一，戸田圭一，牛山素行：2001年台風0108号「桃芝」による

台湾での土砂災害，自然災害科学，w.353-360,2001. 

T曲細址 T.:M由血叫 Simulationof Snow A叫叫区

忘逗icFlow.;叫叫Flo砥 Sp!cialPublicatim No.31 of 

加 JntanatirnalAssociatim ofSooimentology, Jll. l l-43,2001. 

N如 H,Takahashi, T.叫 Satofuka,Y.:AnAml芦 of如

Deliis Flow Di滋虹 in恥 HanbaraRi四•Basin, S{Xll:祉

PublicatimNo.31 of1heJntemationalAssociationof泣血血logy,

pp.4沼，2001.

Tak由屯 T.: Proc= of CkcurreMlce, Flow叩 Dep<Eitionof 

Viscous氏坤 Flow,Ri四， Q逗叫叫函urine:Map比

m匹血ics,S}Ii哩er,Jll. 93-118, 200 I. 
T血細址T.，油畑郷a,H, Satofuka, Y．叫Ka畑 K:Flocxl

四認d血ヰD涵 :asTriggenxl by 1999 Rainfull in Vi叩匹血A

River恥 onPlan fer an Alluvial Fan, Journal of Natural 

証 Science,Vol23,No2,w.6逗 2001.

立川康人，椎葉充睛：共分散行ダ防平方根分解をもとにした正規

確率場および対数正規確率場の発生法，土木学会論文集，

w.39-46, No. 6碑~52., 200). 

寧凪M 叫口匹11,X叫 T叫皿 ¥.:Real細 stage

discharge efunation by a泣d迩血也四血Cflood rooting model, 

Hydrol.ogicalfroc=, 14,Jll.481-495,200) 

市川温村上将道立川康人，椎葉充l胄：流域地形の新たな数

理表現形式に基づく流域流出系シミュレー注3ンシステムの開

発土ボ岩ず正頃~ no.691/II-57, pp.43-52, 2001. 

立ll陳沐，太田裕司，賣馨：東海豪雨寺項序並地区における浸

水災害と浸水シミュレーション，河川技術論文集，第7巻，

pp.53-58, 2001. 

賣馨牛山素行，立川康人他：mが回月東海豪雨災害の実態
と教訓，水文•水資源学会誌 Vol.14,No.5, Jll.411-432, 2001. 

立ll陳，賣馨田中賢治，水主崇之，市川温，椎葉冠青：中

国淮河流域における河川流量シミュレーション，水文•水資源

学 no.3, w.130-145, 2002. 

戸田圭一，井上和地村瀬賢市川温，横尾英男：豪雨による

獅椒誌囮器浙，土炉子会論文集，No.(i63/Il-53,土木

学会，w.1-10,200l. 

Inoue, K，Ka¥¥wke, K 叫~ H : Numerical Simulatim 

Modelsm血社細Flowin UibmArea, Journal ofH油函ience

叫 HydraulicF.ngireering,JSCE,Vol.18,No.l, w.I 19-126, 2000. 

T曲，K,Inooe, K., M血 0．叫Tanino,T. :Amlr-,is of 0v吐叫

Flcxxl Flow Jntrusicn into Urn屯mi年ヰ inU切nArea, 

JoumalofH池⑱0年叫HydraulicFI咄~JSCE, Voll 8, 

No1,w.43-54,2(XX)． 

武藤裕則，中川一，戸田圭一，市川温：中I」河川の洪水氾濫

嘩に関柊涌究—1998瑕月紺昂下越地方は3i柊濠雨災

害を例として一，自然災害科学， Vol.19,No1,日本自然災害

学会，w157勾 l,2CXX)．

川池健司，井上和也，林秀樹，戸田圭ー：都市域の氾濫解析モ

デルの開発土木学築自文集 No.698/Il—58, 土ボ岩ミ，印1-

10, 2002 

間瀬肇幸正一伯，永橋俊二，高山知司，井上雅夫：一様勾配

海底上の円柱橋脚への不規則波の打上げ高に関する実験的

研究土ボ群論文集No.663/Il-53,w.79-88,2000. 

角野昇八，細井由彦，竹原幸生，朝位孝二，杉原裕司，中村由行，

吉岡洋，平口博丸，江繭騨台，中山忠暢：水表面での気体輸

送に関する研究の最新の動向，土木学会論文集， 65612.-52,

pp2£J9-2切，細．

MH叩 iKitano,T.：、一jialictionmodelfocrandcm 
wave血函｀四icno四孤は項ybottom tqx>graphy, Cc邸叫匹

Jour., Vol.42,No.l,pp.lll-151,200.J. 

贔瀬肇沖和哉，高山知司，酒井固姻：高次精紀飴汁ヰ吋立

相平均不規則波浪変形計算モデルに関すな祀究，土木学会

論文集，No.684/II-56,w.w.57⑱ ,2001. 

綱洋：田遥弯の海水交流や崇朝に対すな毎且嵐り影響につ

いて，海と空第n巻第2号，pp．83-”,2001.
Hua-Jun Li, Sau-I.on J. Hu and T四函血Takayama:叩血dadive

control of wave-imucai vilration foc o伍如 platf<IIIlS,China

Q四nB幽四匹Vol.15,No.I,w.I-14,2001.

S比喰Hua-JunLi叫 Tomoo血 Takayama:河 onof

叫四函曲血ofo晒 mplatf血 byuse oftmoo liquid 

damp=, China四 B四m0哨， Vol.IS,No1, pp.165-176, 

2001. 

Kitano, T. and M匹ら H:Wave-iru叫 m匹血m逗 irein a 
泣血呻 inhomog0-,Q四匹， Vol.28,

No.28，pp179-2%,2001. 

M匹;H，比血，KandN喝伍並S.:Wavenrupof匹虹nwaves

on a small cir叫賓芦mnsl匹泣Jour.W碑 y,P屯

Coostal, and 0c四匹，Vol.127,No.4,w.192-199,2001.

Ma.<e, H :Mult:i-<lireciirnal匹血wavetransf<Illllllicn modelほ叫

on m::rgy balance txllJ3tion, Cc叫匹 Joor.,Vol43, No.4, 

pp.317-337,2001. 

(A2)一般査読論文
T曲担shi,T. : Initiatim匹 :iFlow ofVariws Types of氏面叶1ow,

DowHMon,Balkema,w.15-25,2<XX)． 

T鉱磁 T.，滋wa,H叫 Satofuka,Y. :Nt™Ollian Fluid 

Model for VISCOUS因心How,nhi甲 owHa叫証呻血

Balkema, w295-262, 2<XX>. 

N心 H,T如 T．叫 Satofuka,Y. : A叫 F1⑱
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以滋如・m加 Fanof 1he Harihara River, J得辺し D力℃打ow

丑 M辿却on,Balkema, w.193-201, 2⑬.  

N血邸砥 H,T曲坤並 T.,Sa咀祖 T.叫 Isln涵並 A:

Simulation of Evacuation Actim of臨血 UsingGIS -

Appli叫 onto 如泌如口丑四匹 Area—，邸． 4th

Jntm匹四ICmference m Hydroinfcmiatics細， Io吼 CD-

ROM,2<XXl. 

T虹咸 T．叫 Satofuka,Y. : Simulatim M心 forChannel 

Variati(l1.in Braidoo Channel晒 h,邸．12th“籾叩fAPD-

碑 Bangkd<,Vol.I,w.45-S4,2⑬.  

刀 xandT血固m恐徊r函芯叫Percentageof Initiating 
Parti心 m 如邸，邸． 5thIn回珀onalSymposium on 

Stoclmic Hydraulics, Beijing, w.325-331, 2⑬.  

中川一，戸田圭一，里深好文，長尾昌友，坂之井和之，畠此勇

ー，高木茂知，平川了治：カスリーン災害の経験を今に活かす

平瓶川の危機管理施策，河川技術に関する論文集， w279-

284, 2<XX)． 

中川一，高橋保，里深好文，川池健司：砂防施設の効果の評

価に関す砂院水工学論環， W妬5勾70,2001. 

高橋保，中川一，里深好文，王浩民：格子型玖坊ダムの閉塞

モデル，水工学論辺屁第15巻， W・703-708,2001. 

高橋保，井上素行，中川一，里深好文：山岳流域からの土砂

洵峠デルを用いt速泳池幽籾汗測，水工学論文集第45
巻 w.841邸， 2001.

中川一，高橋保：大野川から別府湾に流出した流材岸り挙動

鰤紅匹這，卿5巻， w.931-936,2001. 

Satofuka, Y., T鉗咸 T.，渇字吼 H:邸 lictiooof ―0和 ina比主voir:，fux:.2n:l IAHR Syn平泣皿
onRiver, Q迩叫叫証血mM叩叫泣四rics,w.m-782, 
2001. 

N釦 H,T祖 T.,Satofuka, Y.叫 Kawaike,K: 

Rqnx虹淑nofFlooding andD:J泣 i叩証::resofDemsFlow 

on1heFanof如 CamuriGraIKle River, 1999, Vi叩匹祖邸．巫

暉 Symposiumon River, C<u直叩 E皿mM叩ho-

D}nmnics, w.m-782, 2001. 

立川康人，福満匡高，市川温椎葉3tJI青，賣馨：パラメータの

空間分布が流出シミュレーション結果に及ぼす影響について，

水工学論文集w.43-48，第U巻 2<XXl.

市川温小椋俊博立川康人，椎葉剋青，賣馨：山複斜面流出

系における一般的な流動・部服拭の集判ヒ 7虹学論匁に，

第， w.145-150,細．

立川康人，川上貴裕，市川温椎葉充清・賣馨：中国淮河流域

へのマクログリッド型流出モデル◎毅月，水工学論文集，第15

巻 w.127-132,2001. 

Ra  SHRES1HA, Y匹血 TACHIKAWA 叫 Kami 

TAKARA:Effects of fCicing data resolution in river discharge 

sinrulatim, Amrual Journal of Hydraulic en邸k:fling,No.46, 

w.139-144,2002. 

市川温椎葉剋青，堀智清，立川康人，賓馨：流出計算で考

慮すべき降水分布スケールに関する基礎的検討水工学論文

集第繹， W・133-138,2002. 

Inoue, K, Toda, K叫匹 0.：伍叫叫血曲唸 F1⑱

AnalysislいMek四油 inVi四 HydraulicEngineaing 

Softw.ire VIII, WIT忘配23-132,2⑱

Toda, K, Inoue, K, 1:訟虹M 叫 Hirayama,K: Study m滋血

Overlapping of a Stmn Surge叩 aRiver Fl叫 Hydraulic
Engineaing Softw.ire VIII, WIT珈研373-382,2CXX>. 

Kaw.like, K, Inoue, Kand Toda, K：血叫曲nFlowM心 lingin 

U畑 AreaB on如U MH叫皿血

-So爪畑eVIII,W汀忘w.457邸，2⑱

戸田圭一，井上和也：郁鵡蒻法に認移箭凶散解折：水工学論

文 5巻土木学会・水理委員会， w.61邸 18.2001. 

川池健司，井上和也，戸田圭一，中井勉：流出土砂が急傾斜都

市油勤斯に及ぼす影響，水工学論文集第l5巻七ド岩ャ

水理委員会,w.883-888, 2001. 

Kaw.iike, K，恥lll!,K, Toda, K 叩 NakaiT・：血皿虹ionFl⑱ 

Analysis Cc函cbing加＆ Effect,Proc. 29th JAHR 

Qnc，碑w.385-392,2001.
Toda, K, Inoue, K, Kuriyama, K叫 M血 0.:Inurmtion Fl⑱ 

Analysis in Urlm Arem Cc函 wingStr血叩iu
S匹 Effeds,Proc. 29th JAHR Congres,, Th:m! C,喚

pp.416423,2001. 

戸田圭一，井上和也，徳永智宏，川池健司：豪雨寺D河）I槻水域

の庖倹度解祈，水工学論文集第柘巻土木学会・水理委員会，

pp.355-3(i(), 2002. 

川池健司，井上和也，戸田圭一，坂井広正，相良亮輔：低平地河

川流域における内水氾濫解析法とその寝陶II流域へ◎魁H,

水エ霜文集訟巻，蛛学会・繹委員会， w.367-372,

2002. 

高山知司，高橋英紀，永井紀彦：御前崎沖波浪観測における多

峯型方向スペクトル波の出現頻度特性，海洋開発論文集第

1磯， w.93-98,200)_ 

高橋籠焦直裔浩之，下迫健一郎，姜閾求，善功企，高山知

司：大聰懃翅柚嘘け路の建設とその利用，海消鼎窓命文集，

第1錢g,w.421426,2CXX)．

高山知司，高橋英紀，永井紀彦：御前崎沖における多峯型方向ス

ペ外ル波の出瑯耕L海岸工消崖辺貼7,w.76-80, 2cro 

間瀬肇由比政年，北野科ー，目見田哲：実海底地形を対象と

した不規則波のマッハ反射に関す研形已海岸工学論文集，

第47巻 w.36-40,2000. 

北野利一，間瀬肇中野晋：周波薮鉗羊工学論文集スペクトル

に基づく有総脚麒防理論，第17巻 w.71-75,200)_ 

間瀬肇北野利一，森副智史：波浪圏韻冠惰靱釈おける一般

化パレート分布の適用性に関する研究，海岸工学論文集，第

47巻 m.221-225,2CXX)．

MA油嘘疇肇高雌司，藤樗男：淘碑防に作用

する南皮力の夷検と剥直シミュレーション，海岸工学論文集，

第47巻，pp.371-375,2⑬.  
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芹沢鄭享，茜面洋，高山知司，松本昌章：田辺湾の長期波浪特

性に関すな祀兌海洋開発論文集第1錢き，W・381-386,2:<XX)． 

國富将嗣，高山知司，川池健司，井上和也：台風”18号による広

島湾における齢朝とそれによる氾濫の再現計算，海洋開発論

文集 Vol.17,pp.13-18, 2001. 

董勝李華軍，高山知司：液体ダンパー(TID)による海洋構

造物の波浪振動制御に関する研究，海洋開発論文集， VoLl7,

pp.339-344, 2001. 

徳油饂，高山知司：衝撃張力の低減における刑生チェーンの

効果に関する数値計算第16回海洋工学シンポジューム，

pp.343-350, 2001. 

間瀬肇叩尾博樹，国富将嗣，高山知：SWANを用いた日本

沿階皮潤饉システム構築頃餌生の検証海岸工学論文集，

第， pp236-240,2001. 

由比政年，菊本詳子，間瀬肇石田啓：水路湾曲部における

饂波のマッハ反射に関す研競，海岸工学論文集，第侶巻

pp.11-15, 2001. 

由比政年，中鳴光浩，間瀬肇，石田啓：分岐水路における孤

立波の透過，反射特性の数値解析，海岸工学論文集，第侶巻

pp.16-20, 2001. 

北野利一，山本陽平，喜岡渉，間瀬肇：時間領域における入

謡頒琺の試み，海岸エ弔命文集，第招巻， pp.166-170,

2001. 

栢痢ー，疇肇銅渉：→樹頃小自醗による確朦

高の最虹妍杯偏推碑，海岸工学論文集，第褐巻 pp.186-

l刃，2001.

高山知司，固岡洋，田辺義隆，大和剛：波浪・潮流による大阪

湾底泥のまき上がり特性，海洋開発論文集第17巻 m.117-

122, 2001. 

高山知司，吉岡洋，大栗剛，村山英俊：透過型防波堤を有す

る港湾の海水交換糊生海洋開発論文集，第17巻 pp.363-368,

2001. 

(A3)アブストラクト査読論文
Shii廷 M 叫匡m皿 X叫 Tachikmw,Y. :Real如~ stage 

discharge ts:iinati(1lbyaruヰ函“枷皿icflood rooting model, 

Hydrological Proc=, No.14, pp.481-495,2CXXl. 

TACHIKAWA, Y., Y. ICHIKAWA, K TAKARA叩 M

SHIIBA:Devel叩 Jel1tof a Macro Scale滋迦Hydrological

Model Using an叩 -orientfXiHydrological Modeling S匹

Proc.of4th凪m直i叫 ConferenceHydroinfonnalics細，Iowa,

USA, CD-ROM, p.8,2(XX)． 

ICHIKAWA, Y., Y. TACHIKAWA, K TAKARA叫 M

SHIIBA:Object-crientfd Hydrological Moo如gS焙皿Proc.of 

41h血皿血叫ConferenceHydroinfonnatics 2(XX),Iowa, USA, 

CD-ROM, p.8,2(XX)． 

Y. le血 Y.Tadiikawa, M Shii血 v函紳(1lofRainfullSpatial 

Variati(1l滋 eto h! Coosi如 iin Runoff Simulali(1lUsing 

Distn四 Model.叫証迪 Proc.Fiflh Jntanational 

Sympo血nmHydro!咽calApplications of W,叫ロ Radar-

Radar Hydrology—,Nov. 19-22, 2001, Kyoto Jaμm, pp.439-444， 

2001. 

戸田圭一，井上和也，栗山健作，前田修：大都市の地下空間の

氾濫浸水シミュレーション（その2)，地下空間シンポジウム論

文•報告集第港，土木学会地下空間研究委員会， pp.109-115,

2001. 

Hamzah, MA, M武 Hand Takayama, T. :Bore nmup叫一

on coastal structure, Proc. 4th Int Conf Hydrodynamics, 

Yokohama/J叩叫p.683-686，2⑬.

油皿血MAぶ底H皿lTakayama, T.:Solitary wave ireaire 

on a oo:匹，Proc.1001 Int Of証匹Polar匹 Conf,pp.519-
523,200). 

Takayama, T., Ikesuke, S. and渾皿遥ci,K:Effi四 ofdirecti叫

-disln血 mof改 Irenewaves m co四m如 h口hm匹

reliability in sliding failure, Proc. 27th Int C直 Coastal匹 ,ASCE,

pp.1738-1750, 200)_ 

YaSI.屯 T.,M匹 H叫 Takayama,T.：泣血calcharacteristics of 

~ walls damagoo by stmn waves, Proc. 27th Int Ccnf Coastal 

Eng，虞E,pp222.9-2239，細．

Hamzah, MA, Mase, H 叫 Takayarna, T. : Sirrrulatim叫―ofh泣m加皿nicireaire m a tsunami血 er,Proc. 
27th Int Conf Coastal Eng，心CE,pp.1501-1507, 2CXXJ. 

Yuhi, M, Ishida, H and Mase, H：珈匹ical叫 ofsolitary wave 

moninCllIVOO中皿吐らProc.27th Int Con[ Coastal Eng, 

ASCE,pp.519-532,2CXXJ. 

螂 H,Yuhi,M andKi1ano, T.：珈血血onof rarmn waves, 
Proc. 27thint. Ccnf Coostal遍料直pp1306-23l 7, 200)_ 

Y呻 iokaH, Takayama, T., 1血 Y.and痴呻址 N.:ADCP

applicatim fcI I匹にmm直匹匹ofcoastal water quality, Proc. 

27thJntC叫：Coastal匹，心CE,pp.3884-3891, 2CXXJ. 

S四 Dong,Hua Jun Li,叫 TomotsukaTakayama:~cs 

oftuooi liquid由平fcr-wave-血虹叫Vl血 rn,Proc.

11th Int⑳油reand Polar Eng Conf, NC1Wc1y, pp．班3,2001.

Hua Jun Li, Sh咤 DoogandT叩心速aTaka~ 

invest培nimof 11D fer mitigating wave-in加にd由立加叫

Vl涵 on,Proc.llthInt.⑳淑reand Polar Eng Conf, N叩 ay,

pp.84-89,2001. 

Y函rioka,H, T. Takayama叫 T.Oguri：凶皿血csof加 Sea

W血恥changein a比如噸W血恥changeable転血畑:i-,

Proc.Asian叩 iPacific Coastal匹 2001,D:曲an,China, pp.731-

740,2001. 

吉岡洋，田辺糊隆，高山知司，白石修集：沿岸水質のモニタリン

グに対するAOCデータの活用，日本沿岸域学会研究団命会

2001閣鵡醜渫，第1判~. pp.12-17, 2001. 

Y呻 oka,H叫凶四m匹細sTideI遥血inT血

Bay.OIRrwtion, 11th P AMSIJECSS, Chtju, Kcmi, P知 CD-

ROM),2001. 

Mase, H, Takayama, T．叩Kitano,T.：呻catimofoo皿l四
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methodto--Proc.JnauguralInt.CoofooPa 

and Marin! R&D and Technology, S蒋和町:y.393-398,2001. 

Mare, H, Takayama, T. and K血no,T．均五カ祉wvetrarnfmnatioo

model wi1h畑 vediffiactioo effect, Proc. 4th Int S匹匹

Wave ~and analysis, ASCE, 11).814-823, 2001. 

Kitano, T. and珈 e,H Tony of significant畑町mod血 OO

spedral皿 Proc.4th Int s匹.Ocean Wave m碑 m四
and analysis, ASCE, w.414-423, 2001. 

Yuhi, M且曲， H叫 Mare,H: Collisioo of solitary畑 vesin 

h:abc枷gdiamds,Proc. 4th Int s匹.Ocean Wavem匹 m四
andanalysis,ASCE,w.824-833,2001. 

(B）解説•総説
饂保：瀧沙系を筍哩する，環境伎術， Vol29,No.12, I祉 9,

2⑬.  

高橋保：ベネズエラ水害一日本の災害との共通点—,21世紀の

水防災を考える一最近の水災害から見えてくること一， i:y.1-12,

2⑬.  

T蘊直 T.:T炉;and訟：hanicsof暉 F1ow,Proc. 

In臼呻叫 Syn平泣皿 m Laoo血臨 Mmand

氏虹如 ofCultural and Natural Heritage, Kyoto, i:y.60邸 24,

2002. 

Takah血 T.: M:tfaological Ccnlitions as Shallow Landslide 

加 d,Proc. Intanational s四磁皿 m Landslide Risk 
Mitig;itim and Pr心血ofCultural and Natural 出~Kyoto,

m．匹34,2002.
賣馨血I康人他：自然災害防止・軽減のためのリモートセン

シング技術呵紺生自然災害科学，i:y.131-160,2001. 

井上和也：都市水害の特徴（地下空間の水害対策），河川，

No.641，日点可川協会，i:y.15-21,1999. 

戸田圭ー：都市水害の変遷と今後の動向，自然災害科学，Voll9,

No2，日本自煕災害学会，i:y.139-143,200). 

井上和也：都市の水害とその対策総合工学，第13巻中部大学

総合工学研究所，i:y.155-l(i(i,2001. 

(Q著書
高橋保（分担執筆）：防災学ハンドブック，京都大学防災研究所

編集，朝倉書店， w210-214,w.347-349, w.364-366, w.369-

370, pp.379-383, w.364-366, 2001. 

中川一（分担執筆）：防災学ハンドプック，朝倉書店，w.371-379,

2001. 

賓馨，立川康バ分担）：防災学ハンドプック，朝倉書店， w.645-

647, 2001. 

賓馨（分担）：防災学ハンドプック，朝倉書店， w.57-60，318-

321, 2001. 

井上和也（分担執筆）：防災学ハンドブック，京都大哨瑚足研究所

顧，輝駆，w240-24I,w謳 275,w.652-653,2001. 

戸田圭一（分担執船：防災学ハンドブック，京都大学防災研弼所

編集朝倉書店， w275-280,2001. 

賣馨（分抑：水理公式集例題プログラム集（平成13年版），土木

学会，丸善株），第1編例題1-1,1-2, 2002. 

立川康人（分担）：7灼哩公式集例題プログラム集（平成13年版），

土木学会，丸善株），第1編例題1-9,2002. 

牛島省（分担）：7./<j里公式集例題プログラム集（平成13年版），土

碍会，丸鍬掬，廊編親昏3,64, 2002. 

材吟，井上和也（分担）：水理公式集例題プログラム集（羽戎

13年版），土木学会，丸善株），第耳面殖短-3,2002. 

高山知司（分担執筆）：防災学ハンドブック，京都大哨席及研究所

編集，朝倉書店， w.94-98,w130-234, w199-301, w.304-306, 

2001. 

間瀬肇（分担執筆）：防災学ハンドブック，京都大学防災研究所

編集，朝倉書店， w1切—298, 2001. 

譲洋（分担執筆）：際学ハンドブック，京都大学防災研筍所

編集，朝倉書店， w.98-100,pp288-29L 2001. 

土木学会，間瀬肇（分担）：水理公式集例題プログラム集（叩戎

13年版），七木学会，丸善株），第5編例毯5実用-4,2002. 

(D）紀要・報告書
高橋保，中川一，里深好文：貯水池の水を利用した堆砂防止

認翠，京都大罪方災硫筋眸報，第l3眸 2,pp275-285, 

2cm. 

高橋保，中川一，里深好文，王浩民：格子型畝坊ダムの閉塞

モデル，京都大判籾扮院所年報，第13引辺， pp287-294,

2cm. 

中川一，高橋保：湾内に流出した沖冴字助挙動解折，京都大

奔旅翻荒嘩第3弛 2,pp295-郎，2000.

T必細並T.,Nakagawa, H叫 Satofuka,y.：函血細of坤

flowh泣 intre Canruri Granle river oosin, Rt芯叫1四双t

on''flood叫邸皿ヰ汲磁ぉ Cawwby加 1999Heavy 

Rainfull in Ven皿幽',pp.41-50,2CXX>.

T血畑址 T.,N血 :wa,H, Satofuka, Y.叩 Ka暉 ke,K: 

Rqn:吐ヰrnof加 flooding叫 depc遥ionof del:ris flow on 1re 

血 ofCanruri Grande,恥 hreport on''f1oo:l叫ぬ油四

Disasters Caww by tre 1999 Heavy Rainfull in Vme'Zll!la", pp.51-

61,細．

T曲細並 T.，匹:wa,H, Satofuka, Y.叫知直ke,K: 

Countenreasures by Sabo dams叫 riverirrpovClllfヰfocdel:ris 

flow dm;tas,恥 h呵双t<I1''flood叫ふ血四n函如s
Cawwby加 1999Heavy比 inV叩ュ辻1",pp.63-75,2000.

張 Ij姐し中川一，許全喜：→痴坦風差分格式句随野口噴且武

漢大学輝（エ哨，pp.6-9，細．

高橋保： l匁~12月にベネズエラで発生した洪水・土砂災害，

京都大将祁拘研究所年報，第牡号A,pp.59-69,2001. 

高橋保中川一，里深好文，王浩民：透過性砂防ダムによる

土石流唯積シミュレーション，：京都大学防災研究ヨ形F報，第

44号B-2,pp.185-191, 2001. 

高橋保，中川一，里深好文：貯水池における混合粒径材料の

堆積とその排除法，京都大学防災研究所年，第叫号B-2,
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pp.193-2<Xi, 2001. 

中川一，高橋保，里深好文，川池健司：l咬消シ心ネズエラの

カムリグランデ洵或に発生した土砂災害について一数値シミュ

レーションによる再弘斗算と砂源籟呟裸の評価ー，京都大学

防災研究卯百私第叫引匁，w.2(J1-228,2001. 

市川温 ,J湘殺博，立JI康人，椎葉充睛，賓馨：数値咆f術牌i
を用いた山腹斜面系流出Eデルの集判岱ミに関す禎形t京
都大哨坊災研究所年報，第43号B-2,:w20I-215, 200)_ 

金，澤井信宏，椎葉充睛，立川康人，市川温大気・陸面

過程を内包した鴎餘稲泳文モデルの河川洵域へ◎紺礼都

大学防災研究茄暉，第43引辺， w.217-223,200). 

立川康人，川上貴裕，市川温賓馨，椎葉剋青：中国淮i哨葡或

を対象としたマクログリッド型流出モデルの構築京都大哨坊

災研究那芦位，第43引辺， w.177-191,200)_ 

牛山素行，賓馨立川康人，市川温椎葉充晴：血口口を活

用した豪雨災害関連情報の整備と課題，京都大学防災研究所

年報，第43号B-2,pp.193-200, 200)_ 

中村行雄賓馨立川康人，市川温牛山素行：大戸川にお

ける長期ウオッシュ・ロード観測について，京都大消坊災研究

所年報，第43引辺，w225-274,200). 

立川康人，太田裕司，賓馨：東海豪雨時の野並地区における浸

加その対策に関する考察，京都大哨坊災研弼那芦位，第U

眸 2,:w267-275, 2001. 

井上和也，戸田圭一，市川温，多田彰秀： 199~甜届岡市におけ

る都市型水害について，京都大判祁拘隈預年報，第43爾シ
2, w.3(J1~323, 200). 

川池健司，井上和也，戸田圭一，中川一，中井勉：急傾絆都市

における土砂•i鴎談害り解折，京都大学防災研究那平報，

第13罪 2,:w.333-343, 2⑬.  

井上和也，戸田圭一，川池鑓司：東海豪雨災害胡邪市水害，京都

大学防災研究ヨ形鳴第衿号i'¥,pp.71-79,2001. 

Inoue, K, Ushiyama, M，血函，T.，T心 K叫 Kuriyama,K : On 

Heavy Rainfall Dima-in T曲滋ictin油皿印細，暉

大将籾頃究所年報第印狙ー2,w.277-2切， 2001.

井上和也，戸田圭一，川池健司，徳永智宏：豪雨時の河川親水工

リアの危険度評価手法，京都大挙糊俎形窃悔報，第U引辺，

pp.289-2勺， 2001.

川池健司，井上和也，戸田圭一，坂井広正，相良亮輔：低平地河

川流域における都市域の氾濫7虹里モデルの開発京都大学

防災研究所年報，第“号B-2,w.299-311, 2001. 

高山知司，安田誠宏：波浪に係わる7灼堂起験の変遷，京都大学

防災研究所年報，第43号B-2,w.345-355, 200)_ 

高橋重雄，河合弘泰高山知司：1”碑切台風18号による災害と

今後の高潮•高波対策について一高潮対策施設ぴ労記照査と

性能設計ー，土木挙笛志 Vol.85,0cぇ， pp.67-70,200). 

暉頁肇羽尾博樹，国富将嗣，高山知司：SWANはる波測惟

算システムー閉郷労弯内における波紺笛箪へ◎魁H，京都大

学第号B-2,w.333-351, 2001. 

(E)講義・講演会テキスト
N血師砥 H : SABO WORKS, JICA TEXT:Conslructi(11 

M匹 gement(CivilW西叩．1-52,2000.

中川ー：海外緊急調缶の課題と展望，土木羊会平成13年度令匡l

大会研究討論釜資料， w.3-5,2001. 

中川一：変貌する都市と水害，叩戎13年度奈良県防災講演会，

pp.13-26, 2001. 

N如 H:W血 R匹匹恥血屯心 Mi寧 (11

M匹岨四m)Chapter 4, Lecture Text邸 JICAPrc紐 fCIM傘 of

Sci叩cein Water Resources函血皿邑 TnbhuvanUniv⇔,
Institute ofEnginmng, Deμirtmnt of Civil込嘔mヰ屯w.4-1-4-

95,2001. 

川上貴裕，立川康人，市川温，椎葉充青：Adem-Avnirデータ

を用いた中国史潅川の河道網データの作成と流出シミュレー

ションシステムの構築，第2回水文過程のリモートセンシングと

その応用に関するワークショップ，w.35-44,2000. 

Y. Tachika畑，KTakara, Y. Ichika畑叫M 痴 1廷 TestSimulati(11 

ofaM四 :0Scale Distri四 Hydrologi叫 Modelfor 1be枷血

River極 inin China, Proc. of血直直 GAMF/HUBEX

Worlcshop，函平ro,w.139-146,2⑬.

TachikaW<I, Y.叫 KT曲皿R匹 ntirl畑匹四offlood runoff 

血血g叫 runoff回 iction,Proc.of2001 Symp.onA~ 

曰 cti(11匹 dPreventicn of Gt吐四叫Co-organizclby Group 

forN血出如叫Preventi(11に立叫1beKcrean Society of 

EngimrilgGeology, T;吋直k四 w.142-I55,2001

TachikaW<I, Y., K Tanaka, K Takara, Y. le凪⑳叩 M

s袖ioo:Simulationof River Disdlarge in 1be晒 RiverBasin in 

China, Proc. of 5th血口皿四晒Conferenceon GEWEX in 

Asia叫 GAMEvol.3,Nagoya, w.734-737,2001. 

Y. Tadlikawa, R Shrestha, K Takara, Y. Ichikawa叫 M

S袖ioo:DischargeSimulati(11in 1be Huaire River Basin using 

HUBEXEEWB直函叫GAME晒畑直函，Proc.

of1be Third GAME-HUBEX Wakshop cnMe&>-scale S沼叩in

Mei叫迦Frrnt叫 itsHydrologi叫 Cycle,Kumning, China, 

2001. 

井上和也：地下空間での水害ー福岡水害から学ぶー， 21世紀の

7燭災研究を考える一最近の水災害から見えてくること一要旨

集京都大容腺・コ―形嘩会12S-2,w.1-6, 2000. 

井上和也：地下空間の浸7災：その対策第10回河川講習会一水

寧如丑都市型水害対策（社）建設コンサルタンツ協会，

pp.3-1-10, 2001. 

高山知司：新しい設計法の確立に向けて一防波堤冽謎糀謡器t
ー瓜囀（節6回紅哨年暉躙麟蛛

学会， B::zース， w.B-8-1-Bふ17,2<XX). 

(Gl)講演会概要集
高橋保，中川一，里深好文，岸上直之：幅広い流度分布から

なる河未の浸紀剖変に関すな形ヒ平成12年度関西支部年次

疇術J平．Il-34-1-2，細．
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高橋保，中川一，里深好文，成沢光弘樫本真也：斜面崩壊土

の流動化に関する実駒刃泥兒平成12年度関西支部年次招村

諏，JY.Il-35-1-2,2⑬.  

高橋保，中川一，里深好文，鈴木信昭，根岸秀和：土砂移動が

活発な領域における流路のコントロールに関する研究，平成

12年徊眸改学席衛割翠，印•Il-36-1-2, 2⑬.  

高橋保，中川一，里深好文，鈴木信昭，石井友博：降雨による

土砂生産を考慮した土砂流送モデル，平成12年度関西文部年

次彫郎該， w.II-42-1-2,2⑬.  

高橋保，中川一，里深好文，安本大地，三輪剛大：貯水池雄差

砂のトンネル排砂システムに関する実験的研究， 2001関西支

剖針芍た学術計U寅概要，pp.II-43-1-2,200). 

牛山素行，中川一，戸田圭—:2001年7月台湾豪雨災吾調査報

告，河川災害に関するシジ怜えウぷ衛苑l,w. 15-24, 2001. 
中川一，高橋保，里深好文，川池健司：数値シミュレーション

による砂防施設効果の評価，砂防学会研究発表会概要集，

pp.ll&-119, 2001. 

高橋保，中川一，里深好文：バイパストンネルを用いた貯7灼也

堆砂の排除について，砂防学会研究発表会概要集， pp.162-

163, 2001. 

沢智征，高橋保，中川一，里深好文，三輪剛大：豪雨弗吋可川

親水エリアの危険度評価に関すな祀究，叩戎13年度関西支部

年 'JY.II-44-1-2,2001. 

立JI康人，賓馨川上貴裕，市川温椎葉剋青：マクログリッド

型流出モデルの中国淮河流域への適用，水文・水資源学会

2001年研究発表会要旨集， 9m.94-95, 200)． 

永谷言，立川康人，賣馨，市川温：モデルパラメータの空間

分布が流出計算結果に及ぽす影響に関する一考察，土木学

会第55回年次学術講演会講演概要集， Discl,pp.II-96,200).

4松良光，如II康人，賣馨市川温：レーダー雨量計を用い

t溝雨の空彫沖葱性に関する一考察，土柑岩ミ第55回熙欠
学 会Discl,pp.Il-120, 2000. 

賣馨丑芍蹟反，立川康人，市川温：IH票本への両恨賄界分
布の適用，土木学会第55回年次学術講演会講演概要集，

応 1,w.II-154, 2cro. 

児島利治，杉田明弘：森材GISデータを用いた樹種分類手法の

検討，日本写真測量学会平成12年度年次学術講演会発表論

文 w.227-230,2000. 

4掠俊博，市川温，立川康人，賣馨：山腹斜面系流出モデル

の集中伯誤恕こ関す召錨寸，土木挙笛西反12年度関西支部年

次 集JY.Il4-l~II4-2,2⑬.  

4松良光，立川康人，市川温賓馨：レーダー雨量計を用い
這雨の空彫流班に関する—碑，七炉子鈴賊12僻変

関西支音牌吹学廂顧会！衛鵡題諷JY.Il-5-1~II-5-2, 2000. 

端野典平，賣馨中尾忠彦：地上雨量とレーダ雨量を用いた

D疇，土木学会平成12年度関西女部年次学術證寅会講

演 JY.II-6-I~II-6-2,2000. 

絣戸、吉菰卸醐，宝馨：知祠禰および当日最対蔀欄

雨量と土砂災害発生の関係に関する一考察，土木学会叩戎12

年町畑§支部年次学韓翻姪講演概要集， w.II-7-1~II-7-2, 

2⑬.  

永谷言，立川康人，市川温賓馨：モデルパラメータの咀閉

分布が流出計算結果に及ぼす影響に関する一考察，土木学

会平成12年閲ヨ鼎匝翅僻日欠学術講演会講演概要集 w.II-16-1

~II-16-2, 2⑬.  

川上貴裕，立川康人，市川温賓馨：マクログリッド型流出モデ

ルの中国淮河流域への適用に関する研究，土木学会平成12

年叩問屯浮術諏寅会諏鉗麟集w.II-47-l~II-47-2,

2⑬.  

牛山素行，賣馨中山大地市川温：既往豪雨―録との対比を

考慮したインターネット豪雨表示システムの開発水文・水資

源学会双）1年研究発表会要旨集， R).82-&3,2001. 

佐山敬洋，賣馨如II康人，中山大地：インドネシア・ブランタス

川上流域における分布型土砂流出モデルの構築土木学会

第56回年次招栂衛寅会闊測即要集，Discl,w.II-54, 2001. 

太田裕司，如11康人，賓馨：東海豪雨寺項刊蝕駆における浸

加その対に関する考察，土木挙会第％回年次学韓顧会

講集Discl,II-221, 2001. 

水主崇之，立ll陳人，宝馨田中賢治：中国濫可流域を対象とし

たマクログリッド型流出モデルの検証土木学笥応6回年次学

術講演会講演概要集,Discl, II-243, 2001. 

Tohharu KOJIMA, Kaau Takma 叫 Y匹血

T叫血wom平irisonof1hree flood runoff models in the Shonai 

Riverh匹リ叩皿 Ra五吐屯~of JSPS--VCC ::a:血四cnW:年

Envirannental Planning, 15 & 16 0:叫五 2002,血m直icn叫

Islamic University M血池w.13-1-13-14,2002.

仲野公章雌都紘皇清水孝一，森田真一，池田暁彦，児島利治，

山本里美：衛馳モートセンシングを用いた土砂災害調査に関

する一考察，乎如3年度畝坊学会研究発表会概要集 w218-

219, 2001. 

児島利治：高解像度衛星画像を用いた立木本糾曲辺女び材醐唯

定，水文・水資源学会2001年研究発表会要旨集， w.234—235,

2001. 

中井勉川池健司，井上和也，戸田圭ー：土砂を考慮した市街

地氾濫解祈に関する研究，乎戎12年度関西支音昨屯洋術講演

概要，w.II-45-1-2,2000. 

栗山健作，前田修，井上和也，戸田圭ー：地下空間を考慮した

都市域の氾濫解析，平成12年度関内文部年次学術講演概要，

pp.II-46-1-2, 2000. 

戸田圭一，井上和也：郁賄罪琺の河川の移流分散への適用，

土木学会第55回年次学術講演会講演概要集'2000.

栗山健作，井上和也，戸田圭一，前田修：地下空間および街路を

穏した都市域り洒簡断，土木学会第55回熙侭莉醐顧会

講演概要集2000.

中井勉，川池健司，井上和也，戸田圭ー：急傾斜都市における土

砂・洒問斯に関すな形E,土木学会第55回年次羽稲鞘員会

講 2000.

相良亮輔，川池健司，井上和也，戸田圭一，坂井広正：低平地河
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川流域における内水氾濫解析モデルの開発平成13年度関

西支音眸屯浮術講演慨要，pp.II-5-1-2,2001. 

徳永智宏，川池健司，井上和也，戸田圭ー：豪雨卑研可）I陳水域

の庖狗虹編に関す砂醗将戊13朋難栖苺眸次勃椙髯

演概要，pp.II-76-1-2,2001. 

相良亮輔，川池健司，井上和也，戸田圭一，坂井広正：低平地河

川洵痴コ3ける内水氾濫解析，土木挙会第56回年次学術講演

会講演概要集，2001.

徳永智宏，川池健司，井上和也，戸田圭ー：豪雨時の河川親水工

リアの疇閉編に関格諏，土木学会第56回欧渤暉

演会講演慨要集2001.

高橋英紀高山知司：鎖測裔沖における多峯型スペクトル波の出

現特性，平成12年度関西支部年次学術講演概要 pp.II-77-1-2,

2<XX)． 

永橋俊二，幸正一伯，間瀬肇高山知司，井上雅夫：一様海底

勾配上に設置された円柱橋抑への波の打ち上げ特性に関す

る実駒奴形已平成12年度関西支部年次学碗衛鉗的要， pp.II-

82-1-2, 2000. 

幸正一伯，永橋俊二，間瀬肇高山知司：円柱圏腺文が不規則

波の打ち上げ高算定式平成12年度関西支部年次学術講演

概要，pp.II-83-1-2,2000. 

高山知司，茜岡洋，大栗剛：透過型防波堤によ召貼K交換の

向上化に関すな形已平成12年閲関西支音陪屯浮術講演既要，

pp.II斜 1-2,2000. 

田邊義隆，高山知司，封副洋：沿岸水質のモニタリングにおけ

るADC防←ータの活用に関すが形巳平戎13年度関西支部年

次，pp.II-53-1-2,2001. 

醸犀司，間頼肇高山知司：流れを考患した位相平均波浪変

形モデル，平成13年度関西支部年次学術講演概要 pp.II~

1-2, 2001. 

餡暉司，高山知司：非定常波浪の造波法，平成13年度関西支

部 ，pp.II-81-1-2.,2001. 

平尾博樹，間瀬肇國酎箱伺，高山知司：台風9918号による広

島湾陪芭波露推算ーWM化SWANの相印埠炉乎戎

13年度関西超眸サ浮術諏創麟， pp.II-83-1-2,2001. 

対 n剛，高山知司旦調洋：波浪・潮流による底泥の巻き上が

り特性に関すな泥究，叩戎13年度関西文部年次学術講演概要，

pp.JI祉 1-2,2001. 

村山英俊，高山知司，吉岡洋：オイラー・ラグランジェ法による

閉鎖性銀鰤海水交換過程に関すな祀兒平成13年度関西支

音僻臣欠学哨掃衛寅概要， pp.IIー101-1-2,2001. 

(G2)学術誌
牛山素行，石垣泰輔，戸田圭一，千木良雅弘：2000年9月11日―12

日に東海地方で発生した豪雨災害の特徴自然災害科学

Voll9, No.3,日本自然災害学会，:w.359-373,200). 

中川一，戸田圭一，牛山素行：2001年台風0108号「桃芝」による

台湾での土砂災害，自然災害科学 Vol20,No.3，日本自然災

害学会，:w.353-3(:0,2001. 

戸田圭ー：平成12年9月東海豪雨災害における地下空間の被害，

西音似也区自然災害資料センターニュース No25，九州大学西

剖地区自烈談害資料センター4炉7-29,2001. 
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7.2.5 大気災害研究部門

(Al)完全査読論文
U血 H,T.Takemoto, YP.Kim叫 W.Sha:Behavicrof volatile 

血屯aniccompments in叫皿四函ls,At皿XFn咋叩mt,

Vol34, pp.353-361, 2<XXJ. 

U曲， H叩 ーvin-Helmholtzbill⑪ -wi1h 

doublediffusioneffects,T呻此ia:,Heat叫珈Trarnfer3，泣

by Nagano, Y., K比中此叫 T.T吋~Aichi Sh導四Nagoya,

印291-295，細．

Qian, S., KOkada, Y.Ni宅匹叩iHUwa忘 nunmcalsimula1im 

ofblufflxxly flo硲区匹¥11<Il-b1aggere, grids, Clロ11.Eng. Connn, 

Voll78,w.157-183,2⑬.  

U曲，H,ZWang叫 HTerada:A皿四迫叫onacid rain叫―m by yellow細 in胆 Asia,Air Pollutioo, V ol.8, 
w.119-128,碑．

Wang, Z, W.Sha叫 HU曲諌皿血i皿迫聰 ofpollutant 

transpcrt and chemistry during a hi釦-OZCO!event in N<I1hm 

Tai¥畑 1,Tellus, Vol25B,w.II89-1205,2<XXJ. 

Wang, Z, HU曲叫 MHuangAdetlatim module fiロ匹 in

modeling I匹立咆3血壻双tof yell⑱名nlover £.rut A咄I,J. 

G叩hys.恥 Vol.105,No.D22,w・あ947妬 959,2<XXJ.

Ma, Y., 0.1:遥叩蜘， XWu,lTamagawa, J.Wang, H固畑峨

ZHu and HGao, Charactfrisics of en叩血er叫

microm:teaulogy in the sudiJce layer of the曲m＃匹 above

匹蕊ytnar.iJlarrl of the万圧QJ.ASci.，

Voll4(5),W・715-7)2,2⑬.

⑪畑， T., H匹 TRa叫 AW血血叫

Jlv紐出血加•:Diurnalvariations of convective adivity and rninful1 in 

訳叫Asia,J.M土． Soc.J叩m.,Vol. 79, No. lB, pp.333-352, 

2001. 

T匹紐 K, Hishika匹 T•Hayashi, 1T皿咽坦畑叫 Y.-

MMa:Sur知 0叩匹aatA凶omthe Tiretan Plateau using 

GAMI刃証IOP98血 J.M凶江． Soc.J叩 Vol.79,No.lB, 

china,W血•9Air，皿lSoil Polluti直 Vol.130, pp.1781-1786, 2001. 

Terala, H, HUeda, Z Wang峠皿血珀enof acid rain by yell畑

血 inF.ast Asia孤匹i叫叫y-,Proc. 7th Int Joint Seminar en 

加 Regiona1D平函enJ>rooo;w, in如 A皿珂:hre,pp.115-122, 

2001. 

Kannari, A, T.Bahi, HU曲，Y.Tcnc心幻ふ呻・氏咄和四

of皿血m恥血いm函 onsin四 myin坑皿Proc.7th Int Joint 

Seminar en如 Regiona1D衣函m-in加 A皿珂れ屯

pp.136-141, 2001. 

U曲，H，HT匹知叫ZWangN皿叩叫叫ontransbo匹恥

血呵xltof acid rain叩 iyellow潤 d叩 iinteraction臼泣mh皿

Proc. of 12th Wcrld Clean Air皿lFn血皿四＠喝蕊，Seool,

Aug.26-31,pp201-206,2001. 

Ma, Y.， 0.T咄皿血 J.Wang, Hishika畑叫 1

Tamagawa:Analysis of 匹辺m血 c叫虹mm切四nic―m此熙蕊y皿母細dsurface of Tibdan Plateau, 
~ in Natural Scienre, Voll2, No.l, pp.36-40, 2002. 

N雫 H,T.K曲述H函畑如叫J.T呻血如四lysisof soil 

moisture叫 e呵 onatagn函叫血onofG心佃頂屯

Amdo函加BBHmodel, J. J守 nSoc. Hydrol.叫 W釦

Res:江-ces,Vol.15,No.l,pp・3-12,2002

Y. a血 J.Katsura叫HI<av.証~csof躍 CPreNJre 

on加 G叫 Journalof Wi叫血血ヰ屯＆皿泣祉

Aerr..屯皿nics,Vo;l.89, 1525-1537,2001. 

HKa直訟址pk匹四e叫 coni叫 vortexon ruilding, Joumal 

ofWi叫国血血唱＆皿泣祉A血枷血cs,Vol.92,251-263, 

2002. 

Y.Tanrura, KSwa, A函血K.Mi燐血Y.Iwatani, T.Maruyama, 

K.HbandR血呻：Smwmovertwo

呻!>IBing DqJpler scxlars, Journal of Wi叫血血泣屯叫
InmmialAenxly四 nics,No.89,pp.1647-1656,2001.

(A2)一般査読論文
奥田泰雄石）I裕彦，藤井健：台風況m号の中心後面に発生し

pp.505-517,2001. ・ t:.呻諷第16回風工学シZ兌功ム論文集， w.19-24,2cro. 一H， 田迫血w.i, Y.Y okoochi 叫 H Ka四如平meof Structure during a T沖畑 Wmd,:

Ht.Jex出油叫曲yde叫釦m如 <rganicsin rain叫 snowin

〇加lJ叩直Qm江碍加re,Vol20,w.611-ol6,2001. 

U吐 H:T叫 ofacidrain叫四呻碑nbyyell畑匹iinF.ast

底匹迅叫study-, Proc. of如 1stJoint W曲抑釦比

囚粗咤TrambouimyAir PollutiminNcrtl四 Asia,24 Aug, 

&nll,w.7泣，2001.

Carrnic涵 GR,H出血G.Cal直 lUno,SY.Cho, M.&lgrdt, S.-

B.Kim, Y.Ichika吼 Y.lk曲 HUedaand MAmannModel 

血ぃ叫辺―ismstudy of1匹 mnge血呵双tand sulfur depositim 

inEastAsia(MICS-ASIA汎W匹，Air，叫SoilPolluli屯 Vol130, 

m.51位 2001.

An, J., M出咤 ZWang, XZhang, HUeda叫 XCh咤：

Nunロi叫 regionalair quality foo匹 te&sover如 mainlanlof 

―of 8th ASCE Specialty四 exmceon Prol:祉藝c
M叫四血sandStructural Reliability, PMC碑 336,}-Q, 2000. 

H Kaw.ril.ocal Peak l'res;ure on a Flat Roof -M中呻m叫

R辻立ion-,I切coo:ling,of血口直i叫 s-(11W叫叫
Structures fcr1he21~ Ca血ry,pp.91-98, 200)_ 

HKawai:Aeroelastic恥叫油lyof a Redangu1ar Cy証噸Side

Ratio of 1/2 in Sm<遥 1Flow,氏双叫迎;,of加 Fourth

In血幽直 Coll暉 umonB皿 BodyAerod),narnics叫

Applic:ations, pp255-258,2000. 

河井宏允，藤波潔：一様流中の辺長比2の効5漁柱の空力不安

赳鴫第16回虹L学シZ詑功ム論文集pp285-2知， 2000.

HKa直 KF咄inami:Wi叫 F叩 een a Two-韮四⑬lSquare

Cy呻呻G-on匹 iConu Ro~ in Smoo1h 
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F1ow:，氏心吐理sof加 FifthAsia-Pacific Cooference on Wi叫―ll).489-492,2001. 
須囲建一，佐々木淳，石橋龍吉，藤井邦雄，日比一喜丸山敬

岩谷祥美，田村幸雄：ドップラーソーダーを用いた都心音防自

麟鵬，第16回風工学シ涼芳ム論文集，w.13-18,2<XXl. 

丸山敬林泰一，前田潤滋，桂順治，藤井健：台風”18号

による八｛せ毎沿岸の建物被害について，第16回風工学シZド

ジウム論文集， ll).89-94,2<XXl 

(A3)アブストラクげ国論文
T. Maruyama叩 Y.M叩砕皿辻雫曲 simulati⑮ arounda ーimnlEing artificially翌1匹固皿切l叫 flo砥
Aほ皿お ofrepers at the 3rd血皿血直 sympa,iumon 

oomputati叫 W―w.11-14,200)
(B）解説•総説
河井宏允：風の力学一基本から学ぶ「風」のすべて，建築雑誌

No.605, 24-129, 2000. 

河井宏允：改正建築基準法と風荷重ー建築と風の基礎知識ー，

JSSC, No.41, w.1-4，2001. 

河井宏允：風と生活，こうしょう（自動岨劫居謀凍支部報），No.37,

l-4，2002. 

(q著書
植田洋匡：1.3(1濠頭の発生維朋据得， 1.3(2渫中豪雨のメカニズ

ム， 9.2(l)it!味温暖化による災害とその対策， 9.2(2~甜頭問題

とその対策翻足学ハンドプック，京都大邦方災研弼所編集

朝倉書店，東京， w.54-57,w.530-542, 2001. 

林泰ー，石川裕彦l.2(2温温帯低知王， 1.2(3病固雲に伴う強風，

12(4)地形と強風防災学ハンドプック，京都大学防災研究所

鵬朝倉書店，東京,w.51-54, 2001 

石川裕彦：9.3G心巫mはにおけるフラックス観測，地表面フ
ラックズ則定法（気象研究ノート，第199号，塚本修・文字信貴編

集），日本気象学会,w216-222, 2001. 

石川裕彦（分担執筆分担編集）：防災事典築地書館，2002.

分担執筆：京都大判方災碇筋庸醜，郷婢：翻及ハンドブック，

朝倉書店，w.443-465,2001. 

盛川仁，丸山敬：条件付き確率場の理論抄芯用，京都大学学

術出版会，w.109-191,2001. 

(D)紀要報告書
岩嶋樹也，寺尾徹村松久史：都市域とその周辺における大気微

量とその変動(II）一バックグラウンド大気メタ冴劉変

ー，京都大判宛及研究那酋位第43号 B-1,pp.169-183, 2000. 

岩嶋樹也，寺尾徹村松久史：都市域とその周辺における大気微

量成分濃度とその変動(II)ーバックグラウンド大気メタン濃度

ー，京都大消窮俎形窃涛報，第糾号B-1,i:p25-36, 2001. 

幽醐也，村松頌，寺尾徹：都市域とその周辺における大気微

量成分濃度とその変動(m）~辺における大気メタン

濃度の長期変動一，京都大学防災研究所年報，第45号B,

pp209-220, 2002. 

暉統訊醐也愧聰暉大気中コ紐炭菊翻壇増モ

デル実験における全球的料又支と降水量極値に関する解折，

耀虚麟硼囀，卿5蔀，w245-259,2002. 

久保田拓志，寺謹，臨翡地：疇饂圏気温の指笥生に関

する数十年規模変動，京都大学防災研究所年報，第15号B,

pp必1-273,2002. 

田中正昭，宮田賢二，米谷俊彦，林泰一，伊藤芳樹，堀口光章

寺尾徹岩田徹大橋唯太：三次盆地における霧の集中観

測，京都大咀瑚足研究5形百a.VoI.43 B-I, w.1ss-209 200J. 
対靡夫，植田消呈林泰ー：アジア熱帯域における対流活動

と降雨の日変化，京都大学防災研究所年報， Vol.43B-1, 

pp.221-228，細．

藤井健，林泰ー，石）I聡彦，植田洋匡，奥田昌弘：台風”18号

の気圧分布と海且慰笛箪について，京都大哨宛足研究那芦凡

Vol43 B-1, w273-282, 2000. 

田中正昭，宮田賢二，米谷俊彦，林泰一，伊藤芳樹，堀口光章，

寺尾徹，岩田徹大橋唯太，大原真由美，宮下晃一，橋口

浩之，手柴充博：三次盆地における霧の集中観測（第2報），京

都大消坊災研究所年報， Vol.44B-1,Jll.37-69, 2001. 

薩摩林光，鹿角孝男，西沢宏，横内陽子，植田洋匡：大気中に

おけ召社子状有機物質濃度，長野研衛生公害研究荊冊怒弼昔，

Vol23, pp.7-13, 2001. 

板野稔久，石川裕彦：負の渦度を持つ準地衡流円形i尚り線型安

定性，防衛大学理工学研究報告，第3就杖I),pp.切—93,200)．

林隆，茅野政道，山澤弘美永井靖康，森内茂，石川裕彦，安

遵鯉，雌勝美，岡野博小田川文明，大場良二，岡林一

木：風洞及ぴ野外拡散試験から求めた放出源有効高さ，

JAERI-Tech2001-034,日本原子力研究所，p.137,2001. 

河井宏允：建築物に作用する局部負圧と円錐渦，京都大学防災

研究形暉， Vol.44B-l,pp.129-136, 2001. 

河井宏允：超高層建築物の空力不安定振動に伴う崩壊機構に関

す灰形已平成13年度科学研究費補助金報告書，p.45,2001. 

林泰ー，丸山敬藤井健，奥田昌弘：台風9918号による強風

被害について，平戎11年度科学研究費補助金（特別研究促進

費）研究戎果報告書， W・Tl-94,200)．

丸山敬林泰ー，前田潤滋，桂順治，藤井健：台風”18号

による八イせ毎沿岸の建物被害について，平成11年度科学研究

費補助金（特別研究促進費）研究成果報告書， pp.111-118,

200). 

田中健路，林泰一，丸山敬：台風”18号に伴う地区スケール

の被害分布について，叩戎11年度科学研究費補助金（特別研

究距輝）研究彰野皓書， pp.119-134,200). 

西村宏昭，丸山敬，林泰ー：台風”18号による鹿児島県下の

被害，平成11年度科学研究費補助金（特別研究促進費）研究

成果報告書， w.135-142,200)_ 

山本清彦，鈴木賢士，早川誠而，丸山敬岩谷潔：山口県,j蜀；

田市において1咬痺こ台風18号の通過時に発生した竜巻被害
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の概要平成11年度科学研究費補助金（特別研究促進費）研

究成果報告書，pp2o9-276,200)_ 

丸山敬田中孝義：乱流境界層内の高温熱流場の気流，温度性

状に関する実駒祁醗，京都大肖旅研究稲F報，第H号B
-1, pp.147-157, 2001. 

荒木時彦，鈴木祥之：条件付確率等価線形化法をもちいた不確

諷纏答およ暉麟程ば寿柊研究京都埒

防災研究那百凡第科号，m．l-6，2001.

(Gl)講演会概要集
岩嶋樹也，村松久史，寺尾徹：都市域とその周辺における大気

メタン濃度とその変動一知多毛島・伊吹山における大気メタン

麒—，日桟象絵秋季大譴演頭集， p236, 2CXX>. 

福山薫，宮谷真由子， Sangaぶgoiぷ皿直木村郁彦，岩卿針也，

村松久史，寺尾徹：伊勢湾と熊野灘におけ砂卸K中の溶存メタ

ン濃度の測定，日本気象学会秋季大会講演予稿集， p237,

2CXX>. 

福山薫，宮谷真由子， Sanga-Ngoiぷ邸吐，木村郁彦，岩嶋樹也，

村松久史寺尾徹：伊勢湾と熊野灘におけな届K中の溶存メタ

冴劃度の測定(n)，日本気象学会春季大会面寅予稿集p.324,

2001. 

福山薫，宮谷真由子， Sanga-NgoieKazali,木村郁彦，岩嶋樹也，

村松久史，寺尾徹：伊勢湾り閲刊雛におけ科毎K中の溶存メ

タン濃度の測定(m)，日本気象学会秋季大会講演予稿集

p.1'X), 2001. 

暉紐，岩嶋樹也，鬼頭昭雄：大気中二酸化炭素濃度漸増モ

デル実験における降水量極値の長期変動，日本気象学会秋

季大会靡寅粁彫lp.59, 2002. 
久保田拓志，寺尾徹岩嶋樹也：熱帯対流圏気温偏差乃季節依

存に関する気候シフト前後◎塾ヽについて，日本気象学会秋

季大会諏寅予稿集p.383,2002. 

Jguchi, T.四 lH.KidaA邸 SIBLESJNK OF CO2 DUE ID 

芦 ATION IN MID-IATII1JDE CONTINEN1S 

INFERRED FROM A GLOBAL C021RANSPORT MODEL, 

6th凪口皿四CmbonDioxide Conference E,匹血A迪匹ミ

VoU,i:p.931-934,2001. 

河井宏允藤蟷：陸圏我の局部鉗王低咸に対する軒欠きの効

果日木建兜学会大会常稲鞍祖囲形息i:p.155-156,2000. 

河井宏允藤波潔：2次元正四角柱に作用する風力について，日

本建築学会大会学綿粒苑囲翡~ i:p.157-158, 2001. 

丸山敬桂順治，前田潤滋：台風”18号による八代海沿岸の

建物被害について，日本建築学会大会学術講演梗概集，

pp.111-112, 2000. 

佐々木淳，須田健一，石橋龍吉，藤井邦雄日比一喜，丸山敬

岩祖誤，暉暉：ドップラーソーダを豚洸地表面粗度の

異なる地点の風速鉛直分布に関すな形迂その15)，日本建築

学 紺i:p.127ー128,2000. 

丸山勇祐，丸山敬：人工的に生成した流入変動風を用いた高層

軸周り嗅椒計算日本建築学会大会学網薗筒囲輝，

pp.225-226, 2⑬.  

丸山敬田中孝義：二次元火炎後流の熱気流性状に関する実

験的研究，日本建築学会大会学術講演梗概集， w.227-228,

2001. 

西村宏昭，丸山敬：台風”18号による鹿児島県下の建物被害状

況日本建策芋会大会学術面須甦形tw.83-84, 2001. 
岩谷捨美，須田健一，丸山敬宮下康一，叫中隷阻菅沼信也：

ドップラーソーダを用いた地表面粗度の異なる地点の風速の

鉛直分布に関すな祀究その17,日本建築芋会大会学廂紺員

梗 w.93-94,2001. 

(G2)学術誌

I畑 T.,R Yamamoto叫 Y.Sakurai.long-四n血 of

な匹my比 vyJIWIItl凶ioo.血m滋yinJ叩min recent 100 years, 

Rwヰ臨mel.凶 ogy,Vol.I,w.1-9,2002. 

石）I裕彦：l労碑三9月24日の豊橋市の竜巻（多重渦），天気第l7

巻7号），w.48四90,200). 

林泰ー，滝川清，石川裕彦：台風”18号にともなう高潮災害•

竜巻害，自然災害科学，第1謎杖4号），RJ.441-448,200)．

植田洋匡石川裕彦，堀口光章：ヒートアイランドのメカニズムと

モデリング，エネルギー・資源 Vol.22,No.4, w279-285, 

2001. 

植暉饂，堀口光章：甜流の構造および拡欝饒に及ぽす密度

成層の効果，日本航空宇宙学会誌， Vol.49,No.575, w293-

299, 2001. 

醜林光直角孝男，西沢宏，樹陽子，植田呻：噸にお

ける大気中粒子状有機物質の光化学生成，大気環境学会誌

VoL36, No.3, pp.174-184, 2001. 
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7.2.6 災害観測実験センター

(Al)完全査読論文
函 S.四iSekigudri, H :Analysis of畑 ve--in虹叫恥止血力onof

叫血Geotechnique,JP. l 15-126, 2001. 

函 S.,Se辿~H 叫 MiP血， J.:Analysis of~ve 

1ique虹ooasamoving如叫mmb畑，心虹五巴印•847-

857,2001. 

石垣泰輔，武藤裕則：河沫形状と高水敷粗度が糊新面詑行流れ

の構造に及ぼす影響について，応用力学論文集， Vol.3,

pp.821--828, 2000. 

石垣泰輔，由藤裕則：高水敷上に帯状粗度を設置した櫻新面蛇

濯加椰船嘩諏，7.kI.鴇這卿5巻 pp.86却 0,

2001. 

Ishigaki,T.，Shiooo,K,F咤 T．叫S平血，RN.:Effect of Stable 

Demity S1ratification on Se.ca血 H⑱ inQmFQ

紅顎蝶卿5巻，w.535-540,2001. 

Fujinawa, Y.,K Takahashi, T. M曲江碑，T.Nakayama, T. Sa呻

叫 HSakai油畑喝凶Cfield anomaly碑直dwi1hthe

1998 seismic swmrns in ca:血lJ平 111,Fhys. a口n匝直A1
Vol25,pp247-253,2000. 

Nining Sari Ni呻 TakaoYm叫血LotfiAou:Tu叫油碑直

Sirrrulation of W.釦 Circulatiooin the Java Sea:Jnfluence ofWi叫

Wavesoo泣紐叫政血m函傘訊aturalHa祖屯涵立/3,

Vol 21, JP.145-171,2000. 

山百翻，馬場康之，中川勇樹：波浪浅水変形海域での高潮モ

デルー台駆18永り高潮への適用一，海と空，第76巻第l

号， JP.93-98,2000. 

凶 wa,T.，T.Ha直叫Y.Mi匹山匹傘叫 variatiooof 

MoosoonAdi面幻函咋囮wi1hthe囮卓over厖咄血

during如 1995Slmnner rnmsoon Sarori, J. Gt袖 ys.臨，

Vol 105, No.D24, JP.445459, 2000. 

Okwa, M, T. Gd皿 Y．碑正T.Fujii叫 T.Hay.mi:E如叫n

ofWi叫囚逗年こ四byT}Pl匹 JSStriking如 Main辿油of

拘J•Natural広述 Science,Vol 22,Nol,w.53-65,2⑬.  

Olmwa, T, H Uooa, T.油咸 AW幽血叫 J.

紬匹匹0:DiumalVariationsof畑 vediveActivity叫邸嘩

inT四Ji.calAsia, J. M血xSoc.J叩111,Vol.79,No.IB,JP.333-352, 

2001. 

痴競一，宇民凪且謄現：開俎器協講靭勁翔餅切ヒ‘

デオ醐饒断，水エ霜這，卿5巻 JP.487-492,2001. 

武藤裕則，中川一，戸田圭一，市川温：中小河川の洪水氾濫

嘩に謝蒻院ー1998郵月饂下越地方唸戊濠雨災

詔穀して，自煕災害科学， Vol.19,Nol, IP.257-271, 2000. 

(A2)一般査読論文
宮本顛司，佐々真志，関口秀雄：波浪によな研翻幽如液状化と

鴫蜘鴫醗エ芦這，卿7巻 w.921-925,2⑱ 

Ij淋俊一，高橋屏捻〖，関口秀雄：双訂V透視装置による粒状

体地盤一流体系の勁的相互作用の可視化実験法について，

応用力学論文集土ポ岩im52l-531, 2000. 
金夏永，関口秀雄：強麟による而跛構喝勿ー地盤系り塑琴

形，海岸工学論文集，第裕巻 w.%1-%5,2001. 

Ishigaki, T.,晒 Y.叫 Muto,Y.：V心 M直onaroom a Plate 
with Footing in如凶nnrlFlow皿 lits Effect on Local 

Scouring, Proc. of 4th Int Conf(11Hydro-Science叫 B-

Korea, Vol. N,p.169,2000. 

Jshigaki, T．叫 Muto,Y. : Flow Structure叫 BedFenn in 

Compourrl Sinuous Channel, Proc. of 12th ~ of APD-

IAHR,呵叫Vol.Lw211-217,2000.

Jshigaki, T．叫 Muto,Y.：泌m的 Flow叫 BedFcnn in 

Compourrl Sinuous C函nel.fer~畑加rrlU磁叫Ho砥 Proc.

of 29th Cc碑~of JAHR, Beijing, Tome D, Vol.L w.143-149,. 

2001. 

木下篤彦，水山高久，藤田正治，澤田豊明，吉清守：ヒル谷に

おける人為的即欧りイワナヘのインパクト，河川技術論文集

第7巻 w.363-368,2001. 

藤田正治，澤田豊明，水山高久，木下篤彦：砂紡ダムからの排出

土靭稜とそれが渓流環境に与える影響，水工学論文集，

第， pp.1215-1220,2000. 

Y— Itakura,T呻函匹ima, Kyoum Fndo叫 Toyooki

Saw.ida:A new dooble dual巡es-年 flowdetecticn 
平叫—flow 比m叫sM面穿lion:Mechanics, Prediction 

叩~w.319-324,2000.

Y IN.llllaS!l Itakura, Ncrikatsu F可ii叫 ToyookiSawac出涵c

c畑皿如汲icsof邸叫Vl血 onse:i四 f口加detectionof年

flow，胚ys.Cl皿五曲訊Volli,r.p.717-720,2000.

EiichiSh血qima叫 Toyooki Saw.rl.i:Rainfall-Runoff氏双傘ina
Small Moor血匹W血如:I,Proc. of 3rd Jnt'l Hydrology叫

W血趾江匹,S皿匹血n,w.1090-1095, 2000. 

新井場公徳末峯章：すべり面の形戎と士塊内応力について，

射べり埠斗面廊爵こ関するシ汐詑功ム， Jl).93-102,2000. 

末峯章：結晶片岩地すべり地における道路建設の地下水に対す

る影響について，地すべり埠稲i崩卿こ関するシZ詑ジウム，

w.71-78, 2000. 

古谷元，末峯章日浦啓全，福岡浩，佐々恭二，小山内信智：
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(G2)学術誌
牛山素行，石垣泰輔，戸田圭一，千木良雅弘：速報：2000年9月

11日～12日に東海封サ穴？発生した豪雨災害の特徴自然災害

科学，w.359-373,2000. 

山下隆男：高潮の数値シミュレーション，月刊海洋／Vol.32,

No.11, w.752-762, 2(XX)． 

田中正昭，宮田賢二，米谷俊彦，林泰一，伊藤芳樹，堀口光章

岩田徹大橋唯太：三次盆地における霧の集中観測，京都大

等邦爛咬所年報第13号珀， w．185-2()C),2000.

大夫，植田洋匡林泰ー：アジア熱帯域における対.活動

と降雨の日変化，京都大学防災研究所年報，第43号B-1,

pp.221-228, 2000. 

藤井健林泰ー，石川裕彦，植岡判呈奥田昌弘：台屈的18号

の気庄分布a毎且財賂箪について，京都大哨宛俎形窃洋報，
第13号珀，w273-2&2,2⑬.  

田中正昭，宮田賢二，米谷俊彦，林泰一，伊藤芳樹，堀口光章

岩田徹大橋唯太大原真由美，宮下晃一，橋口浩之，手柴

光博三次盆地における霧の集中観測（第2報），京都大学防

災研究所年報，第衿号珀， w.37-09,2001. 

岬厖林泰ー：台風辰発生する氏逗正年4始沈性

質について，京都大学防災研茄祁平報第U号刃， w.159-

169, 2001 

(H)観測データの貢献
安田孝志，水谷夏樹，板野誠司，井坂健司，西部義彦，小林智
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尚因疇浪錮鰤，肉差流の発達と流速分布に及ぼす風波

馘の麟屑こついて，海岸工囀倫文集，第17巻 w.1246-1250,

2⑬.  
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7.2. 7 地震予知研究センター

(Al)完全査園紋
比泣血双o,M, S. Miyazaki, and DD. Jackson:A block-fault mo:lel 

for defmnaticn of加 J叩辿daivedfrom continuous 
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2⑬.  
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皿日Planets叫 Sμire,Vol.52,w249-259,2001. 
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匹 Sμice,Vol.54No.8,W.3-4，2002. 
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in intraplate earthquake匹 NEJ平 n返karc, Geoμlysi叫

凡主叫山血s,Vol.28,No.19,w.3741-3744,2001. 

山口覚村上英記大志万直人：1995年兵車県南部地震に伴う

発光現象についてのアンケート調査，地震，第2輯 54,

w.17-31, 2001. 

Hcnkura, Y., A M碑皿N.Oshiman, A Ito, B. Uc.er, S. Baris, M 

K Tur匹，MMa皿細ia,R Pektas, C．嗚 S.B. Tank, F. 

Tak由函1MNakanishi,RY呻匹1Y.Ikerla, 叫

T.Komut:Pre1imin results of m画曲油町由m叫(I]S因屯
during叫年Kocaeli(Jzmit）口ein加匹血匹tof加
North Anatolian F叫t巫血油叫Sμice,s2, w293-

298,200). 

N函 k：応叩叫は四g西 alongand around恥 San

Andreas fault碑 mincenlralCalif四叫itsrelation to加

-rn,J．呻ys.Res., w.7983-7998, 2⑬.  

T吐＊oro,K, M 池，叫 K NJShi.膵出直血口的年

一如迫平on~at加 N~imafault 

zone,如 Seismicity叫 itsmigralirn, J．呻ys.Res.，印•6089-

6104,200), 

N函 K,MAndo，叫KTOOO血：Seismic由四cnin如

DPRI 1血 bcreholedrilloo into如 Nqima誠 t匹m四 h匹
J叩 Ill,The岬 Arc,w288-295, 2001. 

西上欽也：コーダ波エンベロープの解祈による散乱強度非一様

分布の検出，地震，第凍tIl).185-191, 2001. 
T血 oro,K, K Ni函釦n,M 細， N.Hirata, T. Iidaka, Y. 
丑 KSl血四血s.a皿 Y.Kano, M Koizumi, S. M曲双＼

皿 lH W:曲・畑icityclmges年 toa畑 lfrirtjedi(1l 

吋泣nentin 1he Nqima皿皿血IslandArc, w235-243, 

2001. 

Hun此匹 N.,N.泣o,H Inooe, K Ni函 gami,l M立 lUk,A 

MEM丘螂HMurakami, M Nakamura, T. Hamla, 

S. Sugiyruna, T. a虹立Fujii,HM  Hu.mn,A S. M達叫H

F.M曲皿叫，RAbdelギattah,M Mizru; S.玉抽匹o,M

Koooyasi叫 D.Stmigu:Seismological Ohuvations in叫

arouoo 1he叫血岡ofthe Gulf of Suez, Egypt, Bull. Seismo1. 
Soc.Am,印．708-717,2001.

池田隆司，,M帷似鳴月，飯尾能久，石井紘，小林洋二，西上欽
也，山内常生：南海トラフ地震に向けた臨痰での地穀芯カ・歪

測定，地学雑誌 w.544-556,2001. 

Ito, K 叫 H Wada:ot匹直ionof micro咀的uakesin 1he 

A匹哄郷叫faultregion, central Hcnshu, J平虹-Sei&nicityin 1he 

ばヰ匹血(1lof1he血此ふ西c和 Mcnitoring,

Oga81Wc1ra, H, T.Yanagidani叫 MA心（d),恥血叫皿

Ntfu:rla叫w.229-243,2001. 一Y.,N. Ha畑址MF四匹叫HKatao:T呵匹l
Changes in C<Xla Q-1叫 b-寧 dueto1he渾 c涵 Change

Associated with 1he 1995 Hyog吐enNanru五虹血 J.
呵 ys.Re., p.11, 2000. 

Ooona, K, H Katao叫 M呻寧oorP函匹S燐IDwith 

GPS-Acoustic Link for Cn匹 IDynamics a匹遥i(1l--a 

-resu1tfrom-in1he立，証PlanasS匹

p.9,200). 

Y四吐T.,M呻叫HKatao.：叩clmgesof the叫m虹吐

P四 3years年 1he1995 Hyogo-ken Nauru(Kobe）口
呵 ys.臨 Lat,p.4,2001.

田所敬一，安藤雅孝，佐藤一舟t，山田卓司，奥田隆，片尾浩，
岸本清行：音響測距-OPSリンクに奴滋祗問披姻濁蔵測システ

ムの開発地判据志p.8,2001. 

Yoo血皿a,R，叫N.ぼ血皿囚客捻叫finite中四屯mヰ

to the simu1ati(1lof翌沿amm四 cin:虹カ(1lina3-0s内エ，

向 hysical恥こ正hK血 s,VoU9,No.3,p.9,2002. 

Q抽皿N.,Ry,函血皿T．KlNlya,Y. Honkura, M血函皿，S.

Baris, C. Celik, M K Tuna:r，叫AM碑皿匹re,istivity

structure aro叫 1hefault ~ with 1he 1999 K“袖

四 e,T西， fuSeismotectooics in Cmver容ntPlate 

Boundmy,血 Y.Fuj血畑叫 A Y呻血 T叩 Scientific

Publisl血gCorr平my,Tokyo,w.293-303,2002. 

Matru<iliiim, M, Y. Honkura, N.直血皿S.Baris, MK  Tuncer, 

S.B. Tank, C. Celik, F. Tak血 &ri,M湿叫近RY呻匹畔

P改底 T.Komut, E. Tolak, A Ito, Y. Tio, and AM  

lsikara:出血m如:trom咆ヰC effect ~ with 1he Izmit 

日加迅e叩 iits叫fOOOCk,Bullelin of 1he Seismological Socitty 

ofAmeriほVol.92,No.l,w.350-籾，2002.

Ohya, Fumio, M臨螂 Tw函エ T叩畑Fun四 W 叫 Yasumi
＆皿岬ロー of国 T迫 Tiltswith a Liquid-ture 
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T伽匹ofHalf-細 type,J. Geode. Sci. J四 w.58-63,2001. 

匹珈TamOOOF匹 FumioCliya, Wataru Mcrii. 

and Masaru Y暉土M函血叫 of涵 T直 strainin 

--，J•Gecx:le.Sci.Japm,m.47臼81,2001.
餅亙：坦図覧答函数を麟しtびぺ外ル推定の試み，地
震，第疎見第53巻w.1⑰ ll3,200)．

森井亙：天ヶ瀬観測室の鉛直成分伸縮計で記録された常時地

球自由振動の日周変化について，地震，第2輯，第53巻，

pp231-240, 2001. 

Watru M面 ANewM細 ofSpectrnl Analysis極叫 on加

Tedm町ueof如 AMRereiver, Journal oo. tll! Geoddic Society of 
地 :w294-299,2001.

森井亙：長大トンネル内の知王変化に伴う気温変化，測地学会

誌第17巻第l号，w.773-786,2001. 

Shito,位図 andShi涵皿 Takuo:U匹 mantletransition Z(ll! 

structure 00:呻如印lippireSea regirn,呻 ys.Res.ほ，28,

pp．切1~4,2001.

大見士朗：羽戎12隼鳥取県西部地熊乃余震分布一震篇堕懃沿月

数としての観測点補正値を用いた震源決定ー，地震2,54巻

w.575-580, 2001. 

大見土朗，和田博夫，伊藤潔：1998年飛騨山脈群発地震後の深

音附り司波苅現諄羊発活動，地震，第源見父巻 w.415-420,2001. 

大見士朗，中川渥：京都大学防災研究ヨ屑敗小地震観測網データ

の伝送遅迫瑠日喉縮ー汎用K：とUNIXぽによるデータ伝送

装置の試作ー，地誤第凋t53巻 :w.IOI-105,2000. 
Ohmi, S．叫 H直 S.:Seismic皿 ve四 V西 (1lnear如屯

切匹恥 of加和呻Cplate beneath如 Kanto知 ct,J叩皿

呵 ys.J. Jnt.,No.141,:w.136-148,2000. 

T血 oro,K,1'迫哩皿k，呻，M,Hiram, N.,]idaka, T., Rashida, 

Y., s袖 K,auni, S., Kano, Y., Koizumi, M,峰血，S.,

andW吐 H：泣血cityclla喝コ叫血 toa畑肛曲点(1l

- in加 NgimaFault皿 The岬 Arc,No.IO, 

pp235-243, 2001. 

永井悟』雌秒青之，田所敬一，水野高志，山中寛志，大見士朗，

西上欽也，平松良浩，平田直：2000年野島新層注水試験に伴

う微小地震活動冴聡則，地震研究所彙報，No.76,w.163-186, 

2001. 

梅田康弘松村一男，澁谷拓郎，大見士朗，片尾浩：2000年鳥

取県西部地震前駆的群発地震•本震•余震，自然災害科学，

194, pp.501-512, 2001. 

Xu P.L. : Random Sirrrulation and GPS L¥xm由血 Journalof 

G迅忍No.75,W如 23,2001.

Xu P.L., S. Shimada, Y. F可ii叫 T.Tanaka:Invariant Geod)四 nical

Infonnation in Gtn西 CGt血CM曰 ysical

Journal Intematirnal, No.142, :w.5％紐，2⑱．

Xu P.L, S．函皿屯 Y.F可ii叫 T.Tanaka:The Ge述四nical

W血 ofHilmical Geoddic Meast.irem:ntsA Thooretical 

Analysis,涵咋面匹No.52,w.993—切， 200)．

XuP.L叩 S.Sh血土L函均四~Estimation in Multipli叫 ve

No匹M心 Is,Cormnunications in Statistics, B29, i:p.83-96, 2(XX)． 

(A2)一般査読論文
森谷武男，岩崎貴哉オウス・オゼル，酒井慎一，武田哲也，大

塚健，吉井敏剋伊藤潔，伊藤明彦，田中明子，大久保泰

邦：屈折法地震探査によって見出された地殻中間層，地震研

究所彙報，N0.76,pp.105-114, 2001. 

KcrJS血 Qioue,紐呻叫叫Shu:zoT曲血：Tidal函郎

0如 dwithE-inD四 urubo01:匹 vatcly,Nara, 

J四 JoomalofGt双廷C＆心::tyofJaμm, p.7, 2001. 

(A3)アブストラク日註磁区
Bogdan,五如叫KIto：泣町如呵加1omenaof恥 1995

Hyogo-ken函加四均血泣city,b-血叫 fractal

曲 on,T匹m叩hysia;,338, (3-4),W・2切—314,2001.

(B）解説・総説
大志万直人：トルコ・イズミット地震，地震ジャーナル，第29号，

pp.I-IO, 2.CXX)_ 

梅田康弘 7鴎予高志，伊藤潔：2001年芸予地震の概要，自然災

害科学速報 Vol.20，No.I,pp.103-110, 2001. 

梅田康弘西上欣也，NelsonPULIDO，川方裕則：コロンビアの

地震テクトニクスと本震の破嗚猷呈 199碑年ロンビア・キンデ

イオ地震の現地調査報告(2)，自然災害科学， Vol.18,No.4, 

pp.465476, 2.CXX)_ 

梅田康弘松村一男，澁谷拓郎，大見士朗，片尾浩：2CXX)年鳥

取県西部地震一前駆的群発地震•本震・余震ー，自然災害科

学， Vol.19,No.4, w.501-511, 2001. 

(q著書
橋本学：「防災学ハンドブック」(2.2地震発生），朝倉書店，

pp.105-124, 2001. 

(D）紀要・報告書
橋本学，梅田康弘片尾浩，尾上謙介，細善信，伊藤潔，渋
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シZRジウム（平戎12年IO月，研究代表者：梅田康弘）」報告書，

pp.18-21, 2000. 

橋本学，他25名：鳥取県西部地震麗原域における槻密q吋載則
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（研究代表者：梅田康弘）」研究戎果報告書， m．55-56,2001.
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13年芸予地震による都市地震災害に関する総合的調査研究
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矢部征，大志万直人，中尾餌祁：鳥取観淮所での全磁か囲贖乱
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Oshirnan, N・， Y.Hmkura,M珈図細ia,S. Baris, C. Celik, MK  

T1.111ca", and AM蕊己河西両tystructure aroond 1h:日 t
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｛主友則彦，箆匹諺：山醐層の総合観測釦椋冴附庸，西播磨

地研究会報告諏芦12年7月），pp.I5-28, 2CXXJ. 
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細号A,pp.47-58,2001. 

西田良平，渡辺邦彦：活断層周辺の地震活動の定勤約公評価一

GISデータベースの侑戎と活用一，京都大学宛俎形朋洋報，

第H号B-1,pp.171-176, 2001. 

柄文朗，中村1圭重郎，渡辺邦彦，松村一男，河野芳輝原宏
史，駒澤正夫西田良平：山甜祈層系安富断層周辺での重力

測定，京都大学防災研究所年報，第牡号 B-1,pp.177-184, 

2001. 

板場智史，松尾成光，浅田照行，和田安男，渡辺邦彦，根岸弘

明：山醗環大沢観測卵直における伸縮計観測，京都大学防

災研究所年報，第M号B-1,pp.185-190, 2001. 

大見士朗渡辺邦彦，澁谷拓郎，中尾節郎，平野憲雄，中尾愛子，

竹内晴子，竹内文朗，三和佐知栄，志藤あずさ，金亜伊，

Bogdan ENESCU：平成12年艇取県西部地震，一微小地街E常

鵬網による和巽と余聡鵠炉，京都大哨坊災研弼祁F報，

第凶号B-1,pp273-282, 2001. 

梅田康弘西上欽也， N.Pulido，川方裕則：199碑三ロンビア・キ

ンディオ地襲乃現地調査報銀l戸ロンビアの地震テクトニクス

と本詭叫滋痴菌呈自然災害科学， w.465-476,200)_ 

永井悟，力陳剌肛之，田所敬一， 7俎預5志，山中寛志，大見士朗，

西上欽也，平松良浩，平田直：200肖理予島新層注7~趨庚に伴

う微小地孵鵠加海測，地孵形拐頑園，w.163-186,2001. 

樹寸一男，例藤潔，大見史朗，和田博夫,Anshu JIN微小地震

親廃嘩呼ィジタ防ゴータベースの侑戎，京都大学防災研

硼眸報第H号B-1,pp217-224, 2001. 

和田博夫，伊藤潔，大見士朗：飛騨山脈の群発地~その2)，京

都大哨坊災研究所年報，第43号B-Lw.11s-121, 2roJ. 

伊藤潔：1993年能登半島沖地震，地震予細担各会刃年のあゆ

み,w253必5,200)_ 

山岡耕春伊藤潔：長野・岐阜県境の地震，ー飛騨山脈りも御

嶽南東部まで，地震予細座絡会刃年のあゆみ， m243-252,

2⑬.  

和田博夫，伊藤潔，大見士朗：跡津川断層系周辺における桐密

地 IJ,京都大哨宛俎形窃洋報，第科号B-I,w.229-236, 

2001. 

吉井弘治，伊藤潔，松村一男，和田博夫，角野由夫，藤澤判甫：

輝川断層系における人工地震による地渕衛盟躙t，京都大

等邦俎形〶形嘩第払号 B-l,w237-250,2001.

疇潔勘：微小地翫も推定される1995年印寵県南音闘痕の

発 wl30,200l.

片尾浩：中規模地震に先行す召哉卜地震活動の静穏化につい

て，京都大哨坊災研究那芦及， p.8,200)_ 

梅田康弘松村一男，澁谷拓郎，大見士朗，片尾浩：2000年鳥

取県西部地震ー前駆的群発地震•本震・余震ー，自然災害科

学，p.12,2001 

梅田康弘松村一男，澁谷拓郎，片尾浩，大見士朗，渡辺那彦，

伊藤潔：200:痒鳥取県西部地震，京都大学宛及研究ヨ形芦凡

卿号A,pp.47-50,2001. 

片尾浩，吉井弘治：鳥取県西部地縣直後の緊急余震観測による

疇分布，暉大判腺研短牌報，靭号B-1,w.283-292, 

2001 

JFJ!牒樹，平松良浩，片尾浩：丹波地域におけるbf直の空間分

布，京都大消席俎形窃洋報，第H号B-1,pp2£,3-272, 2001. 

塩崎一郎，大志万直人，足立英二宇都智史，平井理華子，前田

和彦，吉村令慧村上英記山口覚西山浩史，松山和也，

野口竜也，矢部征：広帯域Mn苺弗いた2~巨鳥取県西部

疇蹴深部比眼龍青屋昭飢齊），京都大郭方災研究

所年報第H引刃， w293-303,2001. 

森井亙，山田勝：天ヶ瀬観測室の新データ収録システムにつ

しヽて，麟碇筋眸報卿4祀 1,w.225-228, 2001. 
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澁谷拓郎，伊藤紫，松村一男泥且邦彦，根距払明，藤睾鴇甫，

高橋繁義，西田良平，野口竜也，余田隆史，吉川大智，安岡修

平：四国における人工地輿ユ：る四国•中国也方の地渕衛塑菜

査，京大防災研竿報， w.85-93,2000. 

山崎純一，許斐直：丹波地方の地震活動と周辺地威乃大地展と

の関連について，京都大学防災研究所年報第叫号B-l,

pp251-262, 2000. 

許斐直松村一男，新井聡郎，松波孝治，片尾浩，近藤和男：

四国東部及び周辺地域における地震の発震機棟2)，京都大

学形暉第15部，w.517-523,2001. 

寺石箕弘古澤保：酋崎観測所における強震戴則，防災研年報，

第U部ーI,p.7, 2001. 

大見廿視蜘邦彦，澁祖榔，中尾節郎，平野憲雄中尾愛子，

竹内晴子，竹内文朗，三和佐知栄，志藤あずさ，金亜伊，

BogdanENF.SCU：叩如2年鳥取県西部地震ー地震定常観測網

による本震と余震活動ー，京都大学防災研究折年報，第凶号

B-1, pp273-282, 2001. 

大見士朗，中川渥：SATARN微小地震データの伝送遅廻瑶閉

の短縮について一沖電知認放小地震テレメータ装懺乃デジタ

ル出カデータ利用ー，京都大学防災研究茄百凡第13号B-1,

pp.103-114, 2000. 

和田博夫，伊藤潔，大見士朗，小泉誠＇平野憲雄：跡津川断層

系周辺における桐密地震戴則，京都大学防災研究所年報，第

44号B-1,W.229-236, 2001. 

梅田康弘松村一男，澁谷拓郎，片尾浩，大見士朗，漉a邦彦，
疇潔2⑬罪諏県酪隠震，蘭紺寺紡災硫筋眸報

第U号A,w.47-58,2001. 

樹寸一男，例藤潔，大見士朗，和田博夫,Anshu JIN：微小地震

痴寧ディジクルデータベースの侑戎，京都大判坊災研

究形，第H号B-I,w217-224, 2001. 
中村佳重郎，伊藤潔浅田照行，松尾成光，テディY.P．，ドゥ

ディD.，ミピAK，ハサヌディ'./LA.:バンドン盆地およびグン

トゥール火山周辺（インドネシア）における重ガ架査，京都大学

防災研究那芦凡第“号B-2,w.10, 2001. 

(F)新聞・雑誌記事
橋本学：伊豆•東海そして南毎ー21世紀の地震災害を考える一，

しずおかJoomal,Vol.IO, pp.35-42, 2001.1.1. 

橋本学：読冠睛化夕刊），p.5,2000.12.4. 

橋本学：京都親凱p.28，2001223.

(Gl)講演会概要集—,M :A sirrrulatim of activity of large ~ in叫

叩叫如J叩辿呻呻血口凶埋血貞郊如nm<心

"Active Fault Research fer the New Millemum", Pre双叫匹~of

恥 HOKUDANIntanational S畑 um叫 Schoolm Active 

Faulting", w.99-102,細．

松村一男，伊藤潔，大見史朗，和田博夫9AnslruJlN：アナログ

地震波形記録乃ディジタルデータベース侑戎地球惑星科学

関連学会2呻合同大会予稿集 Si-007，2CXX)．

R Yool血ura叩dN. Oshiman:Devel叩叫ofa匹面叫血血ロ

by FEM using alge-element fi“ 士由m四~cmuction in a 3-D 

sphere, IAGA-IASPEI 2001 ABS1RACTS, pp.85-86，2001. 

N. Oshiman, R Y ool血ura,T．知珂a,Y. Hmkura, M珈四如巴

S. Baris, C. Celik, MK  Tunw-, E. Tolak, and AM磁

re,istivity mucture in加双咄皿匹tof加 n<IthAnatolian fault 

zone, T西，IAGA-IASPEI2001ABSIRACfS,p.74,2001. 

Joint Groop fer如匹AftershockObs.: Vcry Ix匹 Aはむ汰

0匹涵m of 加 2CXX) T匹 i-ken 窪OO 函和曲

(M-JMA=7.3) in the泌直m改fffiHm曲l,J叩lll- Aftecllock 

凶 n油叩四枷hanisms,3-D Structure in恥 SoorceRegion 

and Their Relation<hip to加＆江C氏立芯，恥 Transactirns,

AGU,2001 FallM泣 1g,Vol82,S41A-0595,2001. 

2岬鳥取県西部地震合同聘密余震観恨1ttループ：桐密余震観

測による200)年鳥取県西部地震震源域の3次元速度構造につ

いて，日本地震学会講演予稿集2001年度秋季大会， C43,

2001. 

2岬鳥取県西部地震合同欄密合導権眺W‘ループ：欄密余震銀

測による2CXX)年鳥取県西部地震の精密余震分布について，

2001年瑚総涅科哨栂胆岩冷同学会刊鵡lS3-005, 2001. 

澁’拓郎，中尾節郎，西田良平，竹内文朗，渡辺邦彦，梅田康

弘：mU巨鳥取県西部地震に先行して発生した198呼合 1奴）

年および1997年の群発的地震活動， 2001年地球惑星科学関

連学会合同学会予稿集， S3-003,2001. 

許斐直松村一男，新井聡郎，松波孝治，片尾浩，近藤和男：

四国東部の地震のげ知カニズムの精密決定（序報），日本地

震学会講演予稿集，Al5,2001．秋季

大見士朗：西南日本内陸り活断層に発生する深音晦凋波地震，

日本地震学会講演予稿集2001年秋季大会，印14,2001. 

大見士朗，小原一成：鳥取県西部地震に先行した深部l臥司波地
震，地球惑星科哨赴堅丘ム2001年合同大会予稿集 S双m,

2001. 

大見士朗，和田博夫，伊藤潔：飛騨山脈群発地震t姿り深部低司

波微小地震群発活動，地球惑星科学閲座学会頌D年合同大

会予稿集 SK-015,200:J. 

Nakanrura, K, KS.Ony, MGamal, Y.P．Tedy, 1S., Wtdhie, 

AK.Mipiand and ZAHasan血 GravitySurvey aroond直匹

Volamo,Al泣四ofIAVCEI Gen:r叫知如bly2000, p.l, 2000. 

駒衛E夫庄村街饂，西柑放一』松純平：トルコ・アダパザリ

の重力基盤構造第19回自然災害学会年次学術講演会要旨

集 pl,2000. 

吋招遁郎志知龍一，中井新二大久保修平：茜裔平野におけ

る重力の鴫憤叱について，日本測地学会第94回謡寅会要旨

集 pl,2000. 

(G2)学術誌
布蔵義守，伊東明彦，大志万直人：観恨欅切なかでおこっtゴ勝［，
科学，刀， No2,m.109-112, 2⑬.  
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村上寧，橋柑誌，大志瓦臥，山口覚：注水奥卿飼爾滋

気観測(2)一流動電位計測ー，月刊地球， Vol.23,No.4, 

m250-255, 2001. 

山下太，柳浴俊，大志万直人：GPS技術を利用したダイポー

ルーダイポール法にコこる野鳥痴慟出芳での大地四困充モニタ

リング，月刊地球 Vo123,No.4, 11>256-259, 2001. 

蜘邦彦：鳥取県西部地震と兵庫県北部の地震，地震ジャーナ

ル， Vol.31,W.22-31, 2001. 

西k謁魚の概要，および野島新層浅部胸告とその回衡甑呈，月

刊地球11>232-235,2001. 

水野高志，西上欽也：注水実験における断層トラップ波の観測，

月刊地球w.281-285,2001. 

田所敬一，力障咽＇之，西上欽也：注水試験にともなうクラスタ的地

孵鵠月刊地球w.264-267,2001. 

澁祖筏凡片尾浩：禰密余震繭則による2ぽ痒鳥取県西卸概屡

の余震分布と切ニズム解について，日本地震学会デュースレ

ター， p.5,2001. 

澁谷拓郎：レシーバ関数解折による四国如那梱痴り地投および

スラプ構造月刊地球23,w.708-713, 2001. 

澁’拓郎」顧直平瞬嘲：中国大陸下の最下部マントルに

おける不均質分布，月刊地球23,w.4fi6.470, 2001. 

尉謙介，細麒，藤田安良土居光，田中寅夫：中央腑彗泉

虚ける沿蹄臆京都大判籾掲険所瑕賊，第l5那， p.9,

2002. 

(B)観測データの貢献
中村佳重郎，赤松純平，尾上謙介：Gravity恥s:archGroup in 

SoulhWJ叩 GravityDi叫迩eof&J叩直 Bullof 

Nagoya Univ. Mt匹皿泊岬，No.9,CDROM,2001. 
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7.2.8 火山活動研究センター

(Al)完全査読論文
Iguchi, M, Saito, E., Nishi, Y叫 Tameguri,T. :Evaluati(1lof recent 

activityatSatsuma-I叩 jima-Felt eartlY.}U8ke(1l螂 8,1996 -, 

辛 PlanasSpice, w.1&7-195, 2002. 

Kama, w.,u沼血111,M, Makris, J.，⑳皿Y．且文H,Nagao, T., 
Uyeda,S.：団ヰicfield poiarizati(1lm血 IoaminaVAN幽 iC11,

Greece, infemrl細 a西直vity匹匹：Ph畑csof暉叫

孔m五ylntericr,Vol.119,w269-283,2000. 

Kaooa,W．叩Mn,s.: Self.拉皿址皿皿lyof Satsuma-Iwojima 
Volamo,：五也団血皿iSμice, Vol.54，炉31-237,2002.

Koike, K, Onrura, M, Jguchi, M, M細疇N.,TomiyamaN叫

RES1ECD(1lofDistri血 (1lof恥 1998Pyrex細 cFlow.,, 

Asian Journal ofGeoinfcrmati逗pp.9-17,2002.

M哄 T.,Tanaka, Y., Wi血虹D.s.，細述，E.M, Puspito, N. T., 
N寧，T.,Kanda, W., Uyeda, S.：心血cpotential difference 

- in匹血ヰ函匹血，虹h心 ia-Cむ迂叩血 change-,

芦狂叩S}Rl!,Vol52,w245-252,2000. 

N直 K:A如叫m西叫曲荘cray血江紅volcani.c

regiom,辛狂Sμice,pp.IO I-囮 ,2001.

周藤殴，石原栢払巽好幸：姶良カルデラ地廊り先カルデラ

火直鵠史，火山，第15巻，w.1-12,2(XX)． 

T四巧皿T.,Igudri, M叫血匹，K：臨四血血ofmoment 

臼四fc.-initial Ill(血 ofexplぽon咀加匹細IBingbcrehole 

- at Sakurajimavolcano, J叩皿辛和S匹

印．6璃，2001.

Voight, B., Young K.D., Hidayat, D.，油血0,岡螂呻，MA,

Ratdomq>Ulbo, A, Suhama, Panut, Sayudi, D.S., Lah匹 R,

M匹， J.,Murray, T.L., ~em, M, Jguchi, M, Jshihara, K : 

Defcrmatim叩 S::ismicpa:tmm, to ckme<ollaμle and foontain-

co駈四n工SmdentsatM呻 volcano,Java, Indaci!, 1994-

1998, Joor. Vole. Gee血皿転刈炉61—蕊7,2(XX)．

Y叩四血， K,Ishihara, K, <l血 S.,Akito ArayaAccurate 

切址血mof ocean tide I直血ge伍 fergravity in oo母me

region.加 FG5m:arurem:nts at Sakurajima volcano in知g呻血

Bay,J平 11,Geqcy.,ical証立由Lettels,w. I珈~1810,2001.

(B）解説•総説
石原和弘：この1澤妍こで何が得因tたか？火山防災では，自然災

害科学，第1躇象Jll.401---403,2(XX)．

石原和弘：九州の火山，国立科学博物館ニュース， 386号， Jl).12-

13, 2001. 

(Q著書
井口正人：防災学ハンドプック（分担執筆），朝倉書店 pp.170-181,

pp.661-667, 2001. 

石原和弘：防災学ハンドブック（編集・分担執筆），朝倉書店，

pp.152-170, pp．伍邸1,pp.667巡，2001.

石原和弘（総監修）：火山ハンドプック，鹿児島市街所， p.30,2001. 

(D)紀要・報告書
山本圭吾，井口正人，高山鉄朗，神田径，大島弘光，森済，佐

藤司，増谷文雄，奥田隆：諏訪之瀬島火山における地盤変

動観測，第3回諏訪之瀬島火山の集中総合観測（平成101¥10

月），pp.19-26,2cm. 

井口正人，山本圭吾，高山鉄朗，前川徳光，西村太志，橋野うは黒

）沐原寛平野舟一郎：口永良部島火山における火山世瞑尾

の糊生2000年集中総合観測—，京都大学糊災研究祈年報第

44号B-1,pp.317-3ぁ，2001.

木股文昭，宮島力雄高山鉄朗，山本圭吾，内田和也，中村めぐ

み，松島健平野舟一郎，｝口源寛，立花憲司，上田英樹，

佐藤峰司，植木貞人，辻浩，小山胞巡寺田暁彦，鈴木敦生，

森済，中坊真：岩手火山における水準測量による圧力源の

癖 (1998卸月ー頂碑5月），京都大判籾蒻隈所年報第H

号B-1,pp.353-363, 2001. 

神田径森真陽，橋本武志，大島弘光：諏訪之瀬島火山の自

疇位笛肋謬〗判祖輯貶瀬島火山の集廿給観測—

1998年10月ー， pp.41-54,2(XX)． 

森真陽神田径井口正人：陶釦祖責島の自然電立，京都大

蓉方災研究所鴨第43号B-1,pp.7-14, 200). 

神田径，森真陽：自然電位力も推定される＇挙紘拭島の浅部

熱水系火山の浅瑚衛告と火山流体 pp.139-147,2001. 

神田径，田中良和，宇津木充，井口正人石原和弘：衛星通信

を利用した口永良部島火山における地滋気全磁ガ竪贖珈IJ,

京都大哨宛足研究所年報第“号B-1,pp.327-332, 2001. 

井口正人，山本圭吾，高山蜘朋，削I臆光西村太志橋野弘憲，

）沐原寛，平野川 郎：口永良部島火山における火』世囮屡

の糊生丑双痒集中齢羅1/-，京都だ翔災砺硼悔報第

44号B-1,pp.317-3ぁ，2001.

味喜大介，宇都浩三，内海茂，石原和弘：桜島火山代ーリングコ

アのK-ん年代と古噸敷胤餌続鞘，癖邪大判籾硼弼秤

報第13号B-l,pp.14,2(XX)．

周藤正史，宇都浩三，味喜大介，石原和弘巽好幸：姶良カル

デラ周縁部に分布する火山岩のK-心年代測定ー爆発的な姶

臥祠炒人前の火直鵠史ー，京都大肖祁蒻院祁嘩

第43号B-l,pp.15-35,2CXX)．

周藤正史，宇都浩三，味喜大介，石原和弘：姶良カルデラ周縁部

に分布する火山岩のKーん年代測定（続報）ーカルデラ西縁，

北西縁部及び桜島火山の形史史ー』蒲汰学防災研究所年

報，第U号B-1,pp.305-316, 2001. 

為栗健，井口正人石原栢弘：桜島火山におけ召驀砲か範Kの

力学過程ー爆彩四郎孵原過程と空短国加）関係ー，京都大

学斥暉第45号B"沼郎16,2002. 

(E)講義・講演会テキスト
井口正人：ハザードマップ(l)，火山学および欧沈工学鮨弗洲甑

2⑬.  
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井口正人：ハザードマップ（1),火山挙および瞑坊工学鮨弧刑多，

2001. 

石原和弘：桜島火山の最近の活動伏況，日本火山学会第8回公

開闊巫 m.l-4，2001.

石原和弘：離島の火山活動と噴火予知， 7迂締斤技術諒寅集，第15

巻 w.69-78,2002. 

(Gl)講演会概要集
Kmrll, w．叫 Mm,S.: Self.ゃ四址皿血監 (Ilvolamoesin 

一 戸ofJ叩 Arnt皿おofIAVCEI General Assembly 

2(XX)，2(XX) 

Suantika, G., Iguchi, M: S函 Ccrisis in 19” 叫 1999at Guntur 

volcano, West Java,切h呻， Arnt皿お ofIAVCEI Gtヰ叫

Assembly2(XX)，p.31,200). 

T皿 T.,Igudri, M，直匹，K:Longゃ iodRayleigh畑 vesof

叩ぽ(Il-relatoowi1h generati(Ilof air-mocks at 

Sakmajima volcano, Jaμm, Ab3tracts of IA VCEI General 

Assembly2(XX),p.38,200). 

Voight, B., Hiday.It, Young, K Iguchi, M,. Ishihara, K et al: 

Prea.m;as to pyroc亙 ctlo硲 atMa.q:i volcano, Java, 1994-1998, 

A涵匹ofIAVCEI Gel四紐叫細，p.48,200).

比迅血，Iguchi,M, Ishihara, K, Suantika, G.：血四如匹虹匹

for Strombolian aurti(Ilat Anak Krakatau volamo, Sun担由叫in

血 Abmadsof IA VCEI Gei四 Assembly2(XX)，p.59, 

2(XX)． 

Ishihara, K: Cha皿血涵csof volamic邸江"rldeforrnati(Il容双訓d

wi1h volcano seismic events, A函匹sof IA VCEI General 

ん丈叫y2(XX)，p.59,200).

H四加iro,M，函叫虹G.,Karim, A, Iguchi, M Inflation碑心因

wi1h seismic increa<l: at Guntur volcano, West Java,血叩迪つ

A函 ofIAVCEI Gel四極呻ly200l,p．ffi,200).

神田径橋本武志網田和宏，半田駿長谷英彰，生駒良友，

鍵山恒臣，小山崇夫，増田秀晴，茂木透，宗包浩志，小河

勉，小野博尉，坂中伸也，下泉政志，田中良和， pjediS. 

Widarto：阿蘇火山におけるIDEM法電滋気構造調査，地球惑

星科哨堀墜差盆①呻三合同人ー会予稿集 Vb-OOi,2(XX)．

神田径，田中良和：桜島およびその周辺における長基線電位

差 lj，地球惑星科学関連学会2CXX)年合同大会予稿集 Th-

P009, 2(XX)． 

神田径田中良和：桜島およびその周辺における長基線電位

差観測(2)，日本火山学会講演予稿集200)年度秋季大会，

p.132, 200). 

神田径森真陽：南九州の活火山における自然電位異常，地

球惑星科哨郡墜拒盆001年合同大会粁鵡~ Jp-002, 2001. 

神田径，田中良和，宇津木充，坂中伸也，森真陽， Wahyu

面四mn浅和員青紀鍵山恒臣，井口正人，石原和弘：口永良
部島火山における霞滋気観測丑双痒口永良部島火山の集中

総合観測—，日本火山学会講演予稿集2001年度秋季大会，

p.165, 2001. 

神田径，田中良和，宇津木充，坂中伸也，森真陽， Wahyu

Srigutomo，浅禾IJI青紀鍵闊罪，井口正人，石原和弘：鼈影気

観測から推定される口永良部島火山の浅部熱水系第110回

瑚躙諏•孵撼星圏学会i顧会講演予稿集 C4I-Pl23,

2001. 

味喜大介，宇都浩三，内海茂い石原和弘：ボーリングコアを用い

た桜島火山の形成史の解明：その3，地球惑星科学関連学会

2呻合同大会予稿集， 2<XX>.

周藤正史，宇都浩三，味喜大介，石原和弘巽好幸：姶良カル

デラ西縁部吉野台地域7)K-ん年代と火山地質層序，地球惑星

科哨嵐廊岩祉m年合同大会予稿集 2<XX>.
周藤正史，宇都浩三，石原和弘味喜大介：K-AI年代測定による

姶良カルデラの火直鵠力史，地康惑星科学閲塵学会2001年合

同大会予稿集， 2001.

味喜大介，宇都浩三，周藤正史，石原和弘：桜島火山・白浜観測

井ボーリングコアの古咀滋気，日本火山学会講演予稿集2001

年度秋季大会，p.132,2001. 

為栗健，井口正人石原和弘：桜島火山における爆発地震の震

源過程り約粒げ駄の力学過程地球惑星科学閲塾学会講演

甘諜， CD-ROM内，2001.

Tak西 T皿巧皿iMIguchi,叩比m血図血四：珈氾me

of long-periOO与estmotirn of叫暉n- at 

Sakurajima volamo, Jaμm,狐） WesternPacific呻 ysics

Mw.224-225,2⑬.  

山本圭吾，岸本優子，石原詞ム西潔，古澤保：南加州の地震

痴願講造(I窪赳訊恙乃検討，地球惑駐蒋堪漣学会

2呻合同大会予稿集， ¼-roll, 2CXXl. 

山本圭吾，井田喜明，辻浩：山頂地震観測網を用いて推定され

た浅間山の地震挙刃衛危日本火山学会講演予稿集2000年度

秋季大会，p.69,2<XX>. 

山本圭吾，大久保修平，石原和弘新谷昌人，古屋正人，高凶快

朗，大木裕子：桜島火山周辺の重力測定におけな館翔附分甫

正，地球惑星科学閲堅学会2001年合同大会予稿集 Jp-035,

2001. 

(G2)学術誌
山廷吾，石原和弘，大久保修平，新谷昌人古屋正人大木裕

子，高山肪明：桜辺即ヅ火山甜動に伴う重ガ変化と絶対重ガ則定，

月刊地球w.578--582,2001. 

西潔，山本圭吾，井口正人，石原和弘古澤保：南九州の3次

元月刊地球m.573-5Tl,2001.

神田径田中良和，宇津木充，坂中伸也，森真陽， Wahyu

Srigutomo，浅甜齢し詞吼賠，鍵llrt亘臣，井口正人石原和

弘：口永良部島火山の集廿叙讀頗1}--電磁気繊贈福， CA研究

細 1年論文集，w.48-53,2001. 

井口正人：火山性地震の発生と火山爆発発生場としての火道内

の状態変北月刊地球w.315-323,2CXX)_ 

石原和弘：プルカノ式噴火の特性とその発生場，月刊地球，

pp.308-314, 2CXX)_ 
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西潔，山本圭吾，井口正人，石原和弘古澤保：南九州の3次

元月刊地球pp.573-577,200 I. 

井口正人：薩摩硫黄島火山における最近の火山活動ー1975年—

2001年—，薩摩硫黄島火山・ロ永良部島火山の集中総合観測，

pp.1-12, 2002. 

井口臥，高雌醐為栗健西祐司，松島喜雄：酋諏流糞島

における火山也四籾）糊数，陶組流黄島火山・ロ永良部島火

山の集中総針載則，pp.13-24,2002. 

斉藤英二，浦井稔，井口正人：薩摩硫黄島におけるGPS観測，

陶鵡火山•口永良部島火山の集中総合観測, pp25-28, 

2002. 

井口正人，高山醐視味喜大介，斉藤英二，西祐司：鬼界カル

デラの地盤変動，陶諏流黄島火山・ロ永良部島火山の集中総

合観測， pp29-32,2002. 

井口正人，鍵山恒臣：薩諏流黄島火山における空中赤外熱測定，

陶鵡火山・ロ永良部島火山の集中＇合観測， pp.43-50,

2002. 

井口正人：口永良部島火山における火山活動—1992年—mび平—,

薩潰島火山•口永良部島火山の集中総合観測， pp.77-86，

2002. 

井口正人山本圭吾，高山瞼明，前川徳光，西村お志橋野引憲，

｝疇寛，平野舟 郎：口永良部島火山における火山労囮晏

銀測，薩摩硫黄島火山・ロ永良部島火山の集中総合観測，

pp.99-108, 2002. 

井口正人，山本圭吾，味喜大介，高山鐵朗，寺石真弘園田保美，

鬼澤真也，｝ロ塀じ寛，平野舟 郎：口永良部島火山における

地盤変動観測，薩摩硫黄島火山・ロ永良部島火山の集中総合

観測，pp.109-12[),2002. 

井口正人，鍵山恒臣：口永良部島火山における空中赤外熱測定，

薩摩硫黄島火山・ロ永良部島火山の集中総合観測， pp.137-

142, 2002. 

石原和弘：調査の概要と総括（薩摩硫黄島火山），薩摩硫黄島火

山•口永良部島火山の集廿釣讀廟u, pp.73-75, 2002. 

石原和弘：調査の概要と総括（口永良部島火山），薩摩硫黄島火

山•口永良部島火山の集廿唸針載則， pp.179-184, 2002. 

大島弘光，水橋正英，井口正人：口永良部島火山の地下水，薩摩

硫黄島火山・ロ永良部島火山の集中総合観測， pp.153-158,

2002. 

神田径森真陽：＇．出貨島における自然電位•比眼冦彫t,

陶墳火山・ロ永良部島火山の集中総合観測， pp.3341,

2002. 

神田径田中良和，宇津木充：口永良部島火山における全磁力

遵 l，爾紺炉心鴇火山・ロ永良部島火山の集中総合観測，
pp.109-119, 2002. 

宇津木充，田中良和，神田径，松島健：口永良部島火山にお

ける空中磁短則量，薩摩硫黄島火山・ロ永良部島火山の集中

総合観測，pp.121-127,2002. 

神田径森真陽，坂中伸也， WahyuSrigutomo，浅祖l青紀鍵

山恒臣：口永良部島火山におけるM弁却頃坊湘駐環抜，薩

摩硫黄島火山・ロ永良部島火山の集中総合観測，pp.129-135,

2002. 

味喜大介，井口正人，江頭庸夫'Agu<;Solihin:口永良部島新岳の

溶岩流の古地磁気学的年代推定，薩摩硫黄島火山・ロ永良部

島火山の集刊鈎讀賊IJ,Il).153-168, 2002. 
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7.2.9 水資源研究センター

(Al)完全査読論文
Toshiharu k叩iriand Kunio T <XIl<Nlgi:Pattem clim.ficatioo of 

hyetograJh; and its applicaticn into flood cmtrol planning, 

~c Hydraulics 2000, IAHR, pp.579-586,2000. 

Shie-Yui Li喝 Woo-HanLim, T呻蜘 Kqjiri叫 Tomooaru

HOO:Advanre flood fi匹涵匹ferflood strickmBang)alesi with a 

釦勾＇四 m ⑩ ROLOGICALPROCESS, Voll4, 

pp.431-448，2000. 

大石哲，中北英一，池淵周一，島田誠：大気遅延量のパワー

スペクトルを用いた小規模水蒸気擾乱の変動特性解析，土木

学会水工学論文集第暉，pp.67-72,2000. 

中北英一，鈴木喜晴，池淵周一：降雨分布の地形依存特性にお

ける晦取ケー叫陪層栖危土ポ若詠工笞合文集第叫き，

pp.91-96, 2000. 

片岡幸毅，大東秀光角田恵，池淵周一，中北英一，大石哲，

藤田暁，高田望：山岳域の気象・降雨特性に関する実験的

研究土木平会杖E学論辺に第出咎，pp.103-108,2000. 

中北英一，矢神卓也，池淵周―:1998那須集中豪雨の生起・伝播

糊土木吟紅学論這，第暉，pp.I⑫ 114,2000. 

田中賢治，中村忠則，椎葉冠青，池淵周一：臨面過程モデルに

おける土壌水分暴呪躙，土和芸詠エ匹這，翻巻

pp.157-162, 2000. 

唐、L強大瑕暖焦藤原拓，石井将幸，岡太郎：海岸帯水層

におけな炎塩境界面の変動と電知榮査による境界面の推定に

関校研究日本地下水学会誌第12巻第3号，pp.223-233,

2⑬.  

南条吉之，細井由彦，城戸由能，｝ロ諺身，稲葉一穂：湖山池に

おける藻類増殖の制限物質について，日本水環境学会誌

Vol23, No.11, pp.3642, 2⑬ 

T曲皿 Y:The叩迫ヰvebehavioor叫皿logyof 一平m辺伍内コー）：
implicati<llS虹awriatioo in COi辿 durati直 Lirrmology,I, pp.47-

56,2000. 

竹門康弘：長即,,河口堰におけるモクズガニ⑮i心ajapooica) 
の潮上量分析に基づく魚道の評価，応用生態工学， 3,pp.153-

168, 2CXX>. 

Tsutonru TAKAHASHI, Yuya KAWAMURA, Noookazn Sakata, 

Gamal E Ehmmy, Yasuhiro TAKEMON", Kazumi TANIDA, 

S涵 MINOfilIIMA,Noruyoshi SfilMlZU叫 MikioKATO,

N血 de呵 ofBamHI family satellite DNA and its unit 

h咽hpoi),tnorplmm in blut苓l匹曲hLepo血Slll!血油
Molecular Biology Repcxts, 28, pp.I I 9-122, 2001. 

Nakakita, E., Y.如血叫 S.血江出如叫血l血む叫e

structure in the dep::心血ofrainfull dislri血 CllCll回刈呻y,

Journal ofH)吐m土叫Hydraulic&嘔mヰ屯Vol.19,No2, 

pp.I-IO, 2001. 

葛葉泰久，岸井徳雄早野美智子，友杉邦雄：DAI消荊虹よる少

雨の時習彫洲裔性に関す砂統，土木争叙肛学論文集，

第15巻 pp.181-186,2001. 

田中賢治，中村忠則，椎葉充晴池淵周ー：地表面温度情報と

Kalman F函を用いた土壌水分データ同化，土木学会水工学

論文集第15巻 w27l-276,2001.

鈴木善晴，中北英一，池淵周ー：標高依存直線に基づいた降雨

分布の地f須寸升財也湧朝，土木学会7KE学論文集，第15巻

pp.301-3<X5, 2001. 

浜口俊雄：不良な計測情報下でのCdcrigingによる地下水位分布

の最適推定と相互相関的補間効果，土木学会水工学論文集，

第15巻 pp.343-348,2001. 

Soidriro Sugimrto, Eii中心砥血叫Slruichilkeoochi.A血担直c

叩 to細畑直誠頑dionusing a physically涵

一面嘩m<Xle1,Joornal. of Hydrology, Vol242, w.137-

155,2001. 

大石哲舛田直樹，池淵周一：定営枯蔀部性餌打測手法によ

る洪水制御支援手法の開発土木学会論文集J廊9巻57号，
pp.13-23, 2001. 

暇麒薦，福島面彦，原沢英夫，小尻利治，河嶋克典：異なる時

間スケールの気温降水量，及び日射量の変動が河川水温に

及ぼす影響，土ボ柴笛命文集Nぷ7!WII-I9,w.93-103, 2001. 

Hosoi, Y., Kido, Y.：伍叩血veRe1iaWity Anal~ of如

Distn血(IlAreasofaW血泣杓System,.W血•Science叫

T erlmology:W:血＆q:μy,Vol.l,No.4,w.217-226,2001. 
慈葉泰久，友杉邦雄，岸井徳雄，早野美智子：水文レジムによる

河川流域区分，水文・水資源学会誌，第14巻，第2号， w.131-

141, 2001. 

葛葉泰久，友杉磁但岸井翠鹿早野美智子：少雨の窃間分布に

関す研形E，水文・水資源学会誌第I~き，第2号， Jl).142-150,

2001. 

慈莱泰久，友杉邦雄，岸井徳雄：降水量データの代表性，水文・

水資源学会誌第1雑象第5号，w.461-471,2001. 

大石哲，松井光弘池淵周ー：詳細な雲物理過程を含む酸性

雨・醐鐸予測モデルの開発土木学会水工学論文集，第桁

巻 w.1-0,2002. 

鈴木節青，諸橋真琴中北英一，池淵周―:3次元構造および降

雨タイプを荊慮した降雨分布の地f視反存剛生の解析，土木学

会水工学論這第，w.13-1&,2002. 

中北英一，沖村俊郎，鈴木額胄，池覇司一：降雨の標高依桐晒

を導入した1RMM/PRによる時間•空間平均牢雨即消誤:,土

木学卸紅学論文集第囮咎，w25-30,2002. 

中川勝広，中北英一，鈴木善睛，大石哲池淵周―:1RMM/PR

を用いた山岳域における地上降雨量分布推定，土木学会水工

学論文集第拓巻wJI-36,2002. 

岡太郎，東博紀：植物の成長と茎内流量を考慮した蒸発散特

性と土壌水分鵡に関柊研究，土ボ桧水工学論文集，第

繹，w．5沢£>,2002. 
靱態虞岸腹雌：翫鰤翌岬疇造七愕

会水工学論文集第繹，w.127-132,2002. 
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立川康人，賓馨，田中賢治，水主崇之，市川温椎葉剋青：中

国淮河流域における河川流量シミュレーション，水文・水資源

学会誌第15巻第2号，w.139-ISI.2002. 

(A2)一般査読論文
中川勝広，中北英一，鈴木節隋，大石哲池淵周ー：地上降雨

レーダによる1RMM/PRの検証研究，第2回水文過程のリモー

トセンシングとその応用に関するワークショップ論文集， pp.53-

60, 2000. 

大石哲，中北英一，池淵周一，島田誠―:GPS大気遅延量のパ

ワースペクトルを用いた小規模7怜蒸気擾乱の変動附生に関す

る研究，第2回水如脈呈のリモートセンシングとその応用に関

するワークショップ論文集，i::p.69-78,2000. 

迦 yukiIshii,T匹 Oka叫 Kunio暉如V-OOofSaline

W血 Jntrw,ioninto Aquifer by U咤 Resistivity油回，Proc.of 

血m叫irnal.Syrnprnium2000 oo GrooniWc匹，JAHR,pp235-240, 

2⑬.  

Taro直 Mutsumi紅珈叫晒ori晒：Changesin Rainfall 

Runoff Charactfristics Causoo by Urlmiz.ation, Prむ〇加答 of

T叫伽“靱:ssof加 APD-IAHR,pp.917—瑯， 2000.

恥 Oka,細 yukiIshii, Mak:iko Jguchi and Syed M曲嗚

Ahrool:Estimation of &血趾l血mu匹 GMSJrnages皿d
Artificial N皿叫 Nかds叩 iRunoff Analysis in＆匹虹因し

氏双叫雫ofT¥¥I:雌hCc咽如ゞof恥 APD-IAHR,i::p.1073-1082, 

2⑬.  

細井由彦，城戸由能，飯田菜穂：水道における ・実施効果の

暉碑に関する瑯，環境システム砺匹文集， Vo128,

pp215-226,細．

T oshiharu K~iri:Appli叫iwof Ad畑 1oodTechnologies into W,年

Resoorces Systans, Proc. of血m叫i叫 ConferenCOO Civil 一Vol.I(Jn嘩山勾匹叶平母i::p.178-191,2001
MN. Islam, T. T匹， T．Ha咸 J.Matsumoto叫 T.⑪

Estimation of m匹 xnrain叫如useofBMDra::lardata,珈 3td-口i-umooAsiaIIlOl1SOOil郊 w298-303,
2002. 

戎信宏，西川敦，近藤昭彦，中北英一，田中賢治：森林地に

おける正規旧植四報製負葎贖指数蒸発散の季節変化に関

する研究，第3回水文過程のリモートセンシングとその応用に

関するワークショップ， i::p.59-68，2002.

(A3)アブストラク団滋論文
Tosi曲皿岡iri,Shin1aro Hanatani, T akurna Tak匹ぬ andHi呻

Goda:Decision函匹Systemof Sta-age Reiervoir恥叫虹i噸

Knowl雫 Acquisition氏心;s,Advance, in H油硲中江叫一VollV(CDROM),2.CXXl. 
k吋iT叩 SlruichiJke血 MichiharuShiiooApplication of 

Kalman F釦 toSiB foc Soil M~匹極細晒onby Satellite 

Data,細 wegffil.Pacific呵 ysics迦咤w.WP35,H21A-

05,細．

k叩iTanaka,知呻 Tsuboki,Michiharu漏 OO叫 Shuichi

lkeb.吐nN口江叫 simulatimof JSM-SiBuc mand  

ぷ血叫yfm.:ed by GAME re叫燐sdata, Proc. of Jntanational 

GAMF/HUBEXW血 op函 2000,w.39-41,2000. 

k吋iTanaka, Hiroki Ha~ Eiichi Nakakita and Shuichi 

lkebuchi:Eoogy叫 WaterB吐点ofPadly Field in the Lake 

恥極皿Jaμm,Proc.oftre血油暉Wcmhq)on GAME-

AAN凩叫皿ion,w.55-58, 2001. 

Osamu Kozan, Kenji Tanaka and Shuichi Ike虹れ邸血細 of

血叩叫W匹珈寧in恥晒River証皿China,:Proc. 

of加 JntanatirnalWcrkshop(l1GAME-AAN/Raliation, pp.32-

35,2001 

Tanaka, K, OKozan, TNakamura, M痴ioo,S.Ike呻血迪

ふ onin Ire GAME-HUBEX, Proc. of tre Fiflh Jntl.蝸

Conference(l1GEWEXinAsiaandGAME,Jl).6CJ7-702,2001. 

直 S.,N. Cltgita, E Nakakita, S. Ike切中i:Eff匹 ofwi血m平町(l1

oovectim of convective rainfull cells, Proc. of Fiflh Jntanational 

Symposium m Hydrologi叫頌IicatiOIISOfW寧Radar—証

Hydrology-, Jl).171-176, 200 I. 

Sll2llki, Y., E N血血叫 S.駆叫岱叫yon1he勾m知ce

~es of rainfull distri血 mm叩四カyinmounlainous 

regi暉 Proc.of Fiflh血呻叫 Sympo,iumon Hydrologi叫

Applications of W叫証北由 Hydrology-,pp215-220, 

2001. 

Kitano, M, M 恥 E•Nakakita, A Y叩~ T. Fujii, S. 

Ike切中i:OnlineSystem of Short-te皿比血趾IPredicticn叫

Evaluation of Predictim Accuracy, Proc. of Fiflh血四直

Sympo,ium m Hydrologi叫叩cati⑮ ofW叫江証虹-Rooar

Hydrology-, W認 7-292,2001.

Kataclrn, K, H D虹 KKamisaka, S．恥奴ldJi.,E. Nakakita, S. 

Oishi, A Fujita, N. Taka.la:Stooy on Cxc郡面c知 cipitatim

Charactaistics叫 Short-TennPrediction Using証凶ain 

Mountainous Region, Proc. of Fiflh血皿血叫S畑匹如nen 

Hydrological,頌 licati⑮ ofW叫匹血Hydrology-,

pp.305-310,2001. 

N曲紐LE,T.Y嘔血， S.Ikebtdri:Analysisof凶皿血stiesof 

Gennition and Proμig;ition of Loca詞 HeavyRainfull utilizing 

m匹皿icIndices fer Short-Tenn lli血趾IPrediction, Proc. of Fiflh 
In血匹叫Sympo,iumon Hydrologi叫 Appli叫imsofW迫口

証虹証Hydrology-,Jl).341-346,2001.

Tanaka,K,KT辿 M痴註S．血血：The匹匹oflmx血

change m the meso-scale JRCir緬 onsy.如叫如mヰ叫stlrlyby
JSM-SiBUC, Proc. of Ire 3rd GAME-HUBEX W<Ik曲mon 
Meso-scale Systems in Meiyw'Baiu Frcnt叫 ItsHydrologi叫

Cycle, w.167-170, 200 I. 

Kozan, 0., K Tanaka, S.lkeoochi:Jmproverrmof曲叫面珀mof

do¥¥11.ward細畑ve曲細byGMS-5 data, Proc. of the 3rd 

GAME-HUBEX Werle曲p on Melo-scale Systems in 

M口匹晒FrcntandltsHydrologi叫 Cycle,pp.115-118, 200 I. 
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T函 Kgiri,S. 函 K Ito, Tom如 Hori:Flooi

-in匹 Ri四極畑，Proc.offu! W心 W血叩

En直mm叫 R玄江cesCcngres, (CDROM), 2001. 

Seung-Hwan SA, H⑧ LY.，血， Y.: Study of Runoff 

C-csfrums心畑丘如iin Lake KOY AMAIKE, Proc. 

of 5th Intl.直 of凶油ボq血 Polluticn叫 W血如

Managamtt(CDROM), ~on 2, w. l-6，2001. 

Yaruhisa KUZlJHA, Kunio TOMJ:叩GL 叫 Tokuo

KISHII:Evaluaticn ofFloods叫知ughtsby油函叫叫Scale-

related Analyses, Proc. of加 First血直叫 W血 on

Climate Change 叫 W血迅血i~逗m 趾立中叫

Develoi:m:ntBureau, M面myofECSST, W.Tl-28,2002. 

(B）解説•総説
福島武彦，東海明宏，小尻利治，池淵周一：水資源質に関す召冊

究の現伏と将来特にモデル，地下水，有害化学物質，地球

温暖化影響，量と質の統合管理に注目してー，水文・水資源学

会誌第13巻第3号，pp．186-l”,2CXX)．

池鵬—：水資釦大丈夫？日本の水資源Q&A, 土木学会誌

Vol85-l I, pp-4547, 2⑱ 

城戸由能，細井由彦：小規模地域における生活排水処理施設計

画の費用効果俎斤，水環境学盆志 Vol23,No.8, pp.466470, 

2⑬.  

城戸由能：市民と朝咤家をつなくもの(II）ー朝呵家り屯返る技術

と心ー，日本水環境学鑓志 Vol23,No.12, pp27-29, 200>. 

城戸由能：水環境を対象とした計画の課題と市民参加，水情報，

Vol20, No.12, pp.7-12, 200>. 

池淵周ー：緑のダムとダム貯水池，河川，第658号， pp.13-19,

2001. 

岡太郎都市水害とその対策都哺眼即院，第53巻第3号，

pp.43-56, 2001. 

冊暉弘：河川q建堡生一目摺可川の概含と評価莉却）開発D
ために一，応用生態工学，4,pp.1-2, 2001. 

綱真杉田倫明，安成哲三，鈴木力英，石川裕彦，田中賢治，

山本晋：各種プロジェクトにおけるフラックス測定，気象研究

ノート，第199号.ffi9章 pp201-234,2001. 
竹門康弘：日本の河川における自然環境保全•復元のための生

態，仏澗シZRジウぷ翻礫印闊生態巽工学乃墾

携ー総海滑理に向げて一』，pp.8-17,2002. 

竹f嗚臥：渓•河硝麟と河川生叙問勘関係第1回水文•水資

源セミナー，m．5邦 9,2002. 

(Q著書
池--(共訳）Niel.S.Grigg著，鴻闘濫訳，虫明功臣，池鵬

ー，山岸俊之訳：水資源マネジメントと水環境ー原理・規制・事例

研究技報堂暉w274-383,200)_ 

池淵周ー：水資源工学，基礎土木工学シリーズ12，森北出版，

p286, 2001. 

池淵周--(共著）：防災学ハンドブック，渇水災害と水資源計画・管

理朝倉枷舌，w.312-346,2001. 

友杉邦誼共著）：防災学ハンドブック， 1.4(1漂常少雨の気候学的

祝齢書店， w.64-65,2001. 

友杉邦雄共著）：防災学ハンドブック， 1.4(2県席少雨の時空間分

布糊生朝倉書店，印・面秘， 2001.

賣馨小尻利淑共著）：防災学ハンドプック， 1.4(3漢常少雨異

常少雨呼測，朝倉書吉，2001.

竹門康放分担）：ユスリカの世界，培風館，w.121-122,w.122-126, 

2001. 

竹門康放分担）：河川における外来種対策の考え方（素案M財）リ
バーフロン渭猾託ンター，w.56-58,2001. 

井村秀文，城戸由能，他：建設のLCA,オーム社,w.47-

57, W.239-252, 2001. 

怖嘩弘絋谷和漁村上興政分担）：外来種ハンドプック，地人

書館，W必9-271,2002. 

竹門康弘（分担）：京都府レッドデータブック，京都府， m．172,
pp.363-365, 2002. 

(D) 紀要•報告書
大石哲，創副知志中北英一，池淵周一，島皿減ー：G裕と雲解

像モデルを用いた梅雨期におけるメソスケール水蒸気動態解

明に関する研究京都大学防災研究所年報，第43号B-2,

pp.153-166, 2000. 

中北英一，鈴木罹晴，池淵周一：降雨菌り地形依存糊生に関す

る基礎刃形む京都大郭柿拘険所年報第13引辺，W・117-

136, 2⑬.  

中北英一，長澤光弥，池淵周一：降雨一蒸発過程における長期

鵬孵南め面代表性に関する一考察，京都大学紡災研究5形F

報，卿3引辺，JJ>.137-152,2<XX)． 

寺尾徹，林泰一，岡太郎：夏季モンスーン期のバングラデ

シュにおける大知治遺構造項臨l，京都大学席俎形窃洋報，

第43眸 I,wlll-220, 2⑬.  

城戸由能，細井由彦，齋藤賢一，福井伸之：インターネットで提供

される短瑶閉降水予副病眩活用した都市雨雑稽躙殴の実

鴫呻卿はる澁晒謝嘩の醜咸水資卿形牝ンター研

究報告，第め号，w.1()..19,2000. 

田中賢治，甲山治，池淵周―:HUBEXの陸面データセット，

2⑬年度GAME研究成果報告， GAMEPubli頃ionNo17, 

pp13-26, 2001. 

田中賢治，坪木和久，池淵周―:GAME再解折データを境界値と

したJSM-SiBUCの実行， 2000年度GAME研究成果報告，

GAMEPubli呻 onNo.Tl,w17-30, 2001. 

田中賢治，甲山治，池淵周―:SiBUCによるlIDBEX領域のエ

ネルギー・水収支分布， 2<XX)年度GAME研究成果報告，

GAMEPubli叫 onNo.27,w.150-153, 2001. 

鈴木廊青，諸橋真琴中北英一，池淵周―:3次元構造を考慮し

た降雨湯乃地形依存特性の解折，京都大学防災研究所年報，

細眸2,w.375-393, 2001. 

大石哲，松井光弘池淵周一：詳細な雲物理過程を含む醐生
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雨・醐繹予測モデルの開発京都大判籾湯究所瑕蘭，第

44加 2,w.395-410, 2001. 

扇田尚紀，大石哲，池淵周一：琵琶湖周辺におけるメソスケー

ル7k蒸気動態の解明に関する研究，京都大学防災研究祈年

報第H引匁， w.411-425,2001. 

田中賢治，石岡賢治，中北英一，池淵周一：水田・湖面における

熱収支の季節変化ー琵琶湖プロジェクトよりー，都大学坊災研究

所即部2,w.427-443, 2001. 

岡太郎，石井l乎幸，東博紀：ウエイングライシメータによ引脩勿

の成長と7J<Jl丈支に関すな祀究京都大学防災研究5形平報，第

44号B-2,w.445-454, 2001. 

浜口俊雄：地下水流況推定における地固郊や翔切アプローチの

効用，京都大学防災研究所年報，第叫号B-2,w.455-463, 

2001. 

小尻利治，寺村和久：ハイプリッド型最童化による流域総合管理

に関する基関刃祀完京都大明糊及研究所年報，第科引辺，

pp.465-475, 2001. 

朴珍赫小尻利治，友杉邦雄：流域水循環モデルを利用しt;:J:t

較水文学の提案，京都大学防災研究所年報，第叫号B-2,

pp.477-489, 2001. 

谷田一三，竹門康弘：木津川における河川の連続性とその分析

について，平成12年度河川生態菩即険芸成果報告戴木津

川研究グループ~ w2s1-212, 2001. 

竹門康弘加藤智子，谷田一三：木津川砂洲の副流路に沿った

粒状有機如分布と動態乎如2年度河川生態学術研究会成

果報告戴木津）I岡究グループ），w.273-335,2001. 

竹伊鰤ム西ふき野，谷田一三：木陶II砂洲における埋士種子と

水際植生の変動様式平成12年度河川生態学術研究会成果

報告戴木津II而陸ツループ），w.337-405,2001. 

三田村緒佐武安佛りをり，竹門康弘谷田一三：木津）I彫洲内

間隙水における生元泰乃分布，平成12年度河川生態判稲形E

会成果報告諏沐津川研究グループ）， W・の7-414,2001. 

中島拓男三田村緒佐武安佛かをり，竹門康弘谷田一三：木

津川の脱窒固生について，平成12年度河川生態判栢形E会

成果報告戴木淘 II研究グループ~ w.415-418, 2001. 

井上泰江竹門康弘谷田一三：木津川の砂洲上のタマリ動物群

集の動態ー自然タマリと人工タマリにおける増水前後の比較

ー，平成12年度河川生態判椋祀究会成果報告諏木津）I岡究

グループ）， w.419-467,2001. 

城戸由能，細井由彦，福井伸之：受水域乃水質影響を考慮した晴

天時，雨刃硼ljの洵訟もの流入汚濁負荷量の解折と評価，

水資源研究センター研究報告，第21号， w.1-10,2001. 

岡太郎，石井埒幸，東博紀井口真生子：バングデデシュに流

入する国際可川の雨水流出解折，水資源研究センター研究報

告，第21号，w.132-137,2001. 

岡太郎，杉尾哲，神野健二」幽名：地下水の利用と保全一人

謡動に伴う地下水環境への影響こ関す研形E-，水資源研

究ンター研究報告，第21号， w.149-152,2001. 

田中賢治，甲山治・池淵周一：淮河流域の水・熱フラックス分布，

アジアモンスーン地h こおけるエネルギー・水循環平成13年

郎 AME胴誠賭浩衛 GAMEPublicati.mNo.33, r.p.83-86, 

2002. 

(E)講義・講演会テキスト
池淵騎ー：水循環の健全化とそのプログラム化雨水貯留i灼祖支

術講習会芦スト,w.1ー10,2002. 

小尻利治：GISベースでの流域シミュレーションモデルの構成，

第2回水文・水資源セミナー，W・13-24,2000. 

竹門康弘：カゲロウの棲める川をと児どすために 1ー河川生態

系からみた下水処理水の意義と活用方法について一，月刊下

水道， Vol25No.5,pp.68-71, 2002. 

竹秤陳弘：カゲロウの棲める川をとりもどすために 2ー河川生態

系からみた下7捻墜財くの意義と活用方法について一，月刊下

水道， Vol25No.6,pp.74-78, 2002. 

竹伊昧弘：カゲロウの棲める川をとりもどすために 3ー河川生態

系力もみた下7炒陵財辺）意義凶舌用方法について一，月刊下

水道， Vo125No.7,pp.75-Tl, 2002. 

浜口俊雄：第3章土構造物の弾性溝造解析結果の図化と解釈，

第11回高度技術セミナー基礎編「有限要素法による粥廿衛告

解析•水理水質解祈」， pp.55-73, 200). 

浜口俊雄：第4章土構造物の弾性圏酋屏折結果の図化と解釈，

第14回高度技術セミナー「有限要素法による土構造物の弾性

構造解折」，pp.83-103,2001. 

(F)新聞・血認事
竹門康弘：特集「寄生虫から生態系をみる」に寄せて,ARRC

NEWS,p.3, 2002.4. 

池—：私たちが変える琵琶湖・淀川の未来「淀川水系流域シ

涼ジウム」，読売親閉，p.12,2002.729 

(Gl)講演会概要集
大石哲，創岡知志中北英一，池淵周一，島田誠―:GPSと雲解

像モデルを用いた梅雨期における犬ノスケール水蒸気動態解

明に関する研究，水文・水資源学会直り年研究発表会要旨集，

w.20-21, 2000. 

鈴木普l青，中喋一，池瀾司一：標高依存回帰直線を考慮した降

雨分布の地形依存性，水文•水資源学会200)年研究発表会要

旨集w.126-121,2000. 

中川勝広，中北英一，鈴木節渭，大石哲，池淵周ー：地上降雨

レーダを用いた1RMM/PRデータ検証に関すな冊究水文•水

資源学会200)年研究発表会要旨集， w.138-139,2000. 

中北英一，沖村俊郎，鈴木普l青，池淵司一：降雨の地形依存削生

を荊慮した1RMM衛星レーダにKる時空閉叩辞年雨最乃推定

と精度評価の検討，水文・水資源学会200)年研究発表会要旨

集 w.140-141,2(XX)． 

田中賢治，池淵周ー，椎薬充清：GAME-HUBEXのフラックス観

測小沿ヅF本観測より，水文•水資源学会200)年研究発表会要

旨 w244-245,2000. 
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畑中隆二，田中賢治，椎葉剋青：ARPSによる琵琶湖流域におけ

る水・熱エネルギー循環モデル開発のための基硼羽形t土
木学会第55回年次判稲鞍記遥衛測距要築：CD-ROM),11-114, 

2⑬.  

甲山治，田中賢治，池淵周一：陸面過程モデル構成上の気象

強制カメッシュデータ作成法に関す召祀究，土木学会第55回

年衛会講演概要集CD-ROM),11-115, 2000. 

大石哲，舛田直樹，堀顎青，／」サ和胎，池淵周一：定性社廂時

晶憎瞬予測卦却蜘化に関す砂醗土和岩嘩55回歌

渤疇饂翻霰疇CD-ROM),11-131, 2000. 

寺村和久，小尻利治，友杉邦雄：流域シミュレーションとGAを利

用しt滋冷洵蘭糎に関する阻羅憧院」沐学会第5醇
次集：CD-ROM),11-135, 2000. 

中北英一，長澤光旅池淵周一：降水—蒸硲脈呈における長期観

測情報の空間代表性に関する研究，土木学会第55回年次学術

寧 会CD-ROM),IIー161,2000. 

浜口俊雄長谷川高士，青山初衰：不十分な観測情報に基づく地

下水位分布推定時仄汰理哩効果第55回土木学会年次学術諏ーCD-ROM),w.478479, 2cm. 

史磁，細井由彦，城戸由能，金凡徹：昭脚I.(輻蜀流域ど湖

山字ける雨天時汚濁負荷洵観甜係が樹也埠交，土木

痒ミ第55醗改学緯誼釜顧疇CD-ROM),W-0')1, 

2⑬.  

飯田菜穂，細井由彦，城戸由能：水道事業におけるプロジェクト

のi鴨珈囲こ関する一考察，土木学会第55回伺知莉晨衛寅会

~CD-ROM),W-氾,2000.

浜口俊雄，長谷川高士，青山咸康：地盤統計学を用いた地下水

位分布推定に及ぼす観測データ数の影響，第35回地盤工学

研究発表会発表諒暉w.1527-1528,2000. 

井上一哉浜口俊雄青山咸康：地下ダム迂回流を伴う物質移動

解析，第35回地盤工学研究発表会発表講演集 w.1513-1514,

2⑱.  

浜口俊雄長谷川高士，青山咸康：叫咄血gが地下水位分布推定

にもたらす相互相関的効果平成12年度農業七木平会諏貸要

旨集w.464-465,2000. 

井上一哉浜口俊雄青山咸康：地下ダムを考慮した硝酸性窒素

はる地下水汚染解祈，哨戎12年度農業土木学会講演要旨集，

pp.468469, 2000. 

細井由彦，田村渉，城戸由能：水利用に閲座する生活時間は関

する考察第51回至蔀畑狗険究表釜衛宛i}l).38-39, 2000. 
踪由彦，飯田菜穂，城戸由能：プロジェ外の実施効果を評価

するため硝釦K事粟甦紗計測法に関す利舘寸，第51回毎国

水道'-発表会講演集w.52-53,2000. 

細井由彦，市平雅美，城戸由能：漏水調査の最適間隔灰央定に

関する考察，第51回封国7灼塑祀究発表会講演集}l).368-369,

2⑬.  

竹門康弘：長即IIにおける回囲虹臼濁怖の生息状況と河口堰

の醐旅との関系ーモクズガ二(Eriocheirjapooica淀中心と

した分析結果，河口堰の生態系への影響と河口域の保全日

本自然保護協会保護委員会河口咽ヨ眼配委員会， pp28-38,

2⑬.  

竹門康弘：長即II河口聡双輻貶運用が小卵型カジカ(Cotb.Jssp.) 

ならびばQ油ISkazika)に及ぼした影響，河口聡の生態系への

影響と河口，日本自然保護協会保護委員会河口堰問題小委員

会，Jll.79-89,2000. 

猷細青，中北英一，池淵周一：降雨分布の地形依存特性と時間

スケール効果に関柊涌究，叩如2年度水資源セミナー諏寅

集 }l).56-63,2000. 

田中賢治，甲山治，池淵周一：中国淮河流域の熱，水収支推定，

馘 12疇 k潤庇ミナー！輛渫， }ll.118-125,2000. 

浜口俊雄：情報量規準を援用した地下水位分布の地盤統計学的

最適推定に及ぼす観測数の影響，平成12年度水資源セミナー

講演集， w25-37,2000. 

浜口俊雄観測数の影響を荊書した地下水位分布の地盤統計学

雌綻とその備訛莉，ノ寮都共翔横研短『般共咸競

報告， llG-7,Ill紅 98,2⑬.  

Hana血iiS., T.Kqjiri, P.Smith:Decisi.on函nmtsystemf口凡文:rvoir

Op:xation呻 Kno丑 Acquisiti<Il氏叩

Accuracy offiood Prooidion, 水文•水資源学会加1年研究発表

会要旨，w24-25,2001.

浜口俊雄：不確定性を組み込んだ移動境界を伴う地下水流動の

モデル化と逆解析，水文•水資源学会2001年研究発表会要旨

集 w.38-39,2001. 

甲山治，田中賢治，池淵周一：衛星画像GMSSを用いた日射量

データ精度向上に関する研究，水文・水資源学会2001年研究

発表会要旨集 W•62-63, 2001. 

田中賢治，石岡賢治，中北英一，池淵周一：琵琶湖の熟収支の季

節変化，水文•水資源学会2001年研究発表会要旨集 w.144-

145, 2001. 

中川勝広，中北英一，鈴木棚渭，大石哲，池淵詞―:1RMM/PR

を用いた山岳域の降雨の鉛直構造解析と地上雨量分布推定，

水文•水資源学会双）1年研究発表会要旨集， w.180-1&1, 2001. 

鈴木節l青，諸橋真琴，中北英一，池淵周―:3次元降雨レーダー

輝に基ついた降雨分布の地形依存糊屯水文•水資源学会

2001年研究発表会要旨集，w.186-1切，2001.

田村機慶，小尻利治，友杉邦雄寺村和久：痴可洵或における分

布型水量，濁質シミュレーションモデルに関すな祀究，水文・

水資源学会2001 心一発表会，w.192-193,2001. 

戎信宏，山中新一，西川敦近藤l糊彦，中北英一，田中賢治：

地ヒ観測の正規旧直生指標ゆW)と森林の蒸発散量に関す

る研究一琵琶湖プロジェクト森林銀浪肱ら一，水文•水資源学

細 1年研究発表会要旨集,w2s2-2S3, 2001. 

大石哲扇田尚紀，中北英一，池淵周一：琵囮胡司辺における

降雨域の移動と水蒸気分布に関する研究水文•水資源学会

2001年研究発表会要旨集，w292-293,2001. 

浜口俊雄地下水の非定常流況に対する地監固怜珀浦錠；第

56回土木学会年次学術講演会講演概要集(CD-ROM),(II)-

001, 2001. 
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葛葉泰久，友杉邦雄岸井徳雄：simplesea蛉が成立する地或

での洪水流量のスケーリング，土木学会第56回年次学術溝演

会i衛 CD-ROM),II-239, 2001. 

甜拝畝，小尻利治，友杉邦雄，小笠原智行：7麻ll用を考慮した

広域甜葡宛慰梵ノミュレーションモデルの構築に関す邸形已

蛛絵第56回年次学備顧会講演概要禦CD-ROM),II-

240, 2001. 

水主崇之，賓馨立川康人，田中賢治：中国淮河流域を対象と

したマクログリッド型流出モデルの検証，土木柴会第％回年次

学韓靭絵諏鵡題幽CD-ROM),II-243, 2001. 

中塚隼平，小尻利治，近藤砂彦：共用データベースを利用した蒸

発散量分布特性の解折に関すな泥兒土木学会第％回年次学

術講演会諏創即要集CDROM),II-256, 2001. 

石岡賢治，田中賢治，中北英一，池淵周一：水田・湖面における

水・煎収支の季節変化，土木学会第56回年次学術講演会講演

概要集(CD-ROM),II-258, 2001. 

鈴木節清，諸橋潰琴，中北英一，池淵周―:3次元構造を考慮し

た降雨分布の地形依存糊生の解明，土木学会第56回年次学

術面測麟集CDROM),II-265, 2001. 

浜口俊雄：地下水流況の簡便化コクリギング推定精度に及ぼす

計測条件の影響第36回地盤工学研究発表会発表講演集，

w.1253-1254, 2001. 

浜口俊雄：状態遷移型時唱hb油igingの開発と地下水流況への

適用，平成13年度農業土木学会講演要旨集， w.486487,2001. 

疇猫風城戸由能，盛副通：環境会計を援用した多主体連携

システムの環境ペフォーマンス評価，環幽西斉・政策学会2001

年大会•報告要旨集 w.178-179, 2001. 

岡太郎，他11名：地下水の利用と保全地下ダムの設計と運用管

理，叩戎13甲菊K資源セミナー靡測晒暉，w．l-8，2001.

如多邦雄葛葉訟：異常少雨現象り糊型矛測に関柊研究，

翠 13囀氷資源セミナー閣暉瞑集，w.9-16,2001. 

田中賢治，中北英一，池淵周一：琵琶胡fロジェ外，平成13年度

水資源セミナー諏割蜀要集， w.11-21,2001. 

東 博紀岡太郎：植物乃成長に伴う蒸発散の変化を考慮した

土壌中の水・物質移動，叩戎13年度水資源セミナー講演概要

集，W・23-34,2001. 

釦諏青，中北英一，池淵周一：降雨の3次元分布構造と地形依

存に関すな形t，叩戎13年度水資源セミナー諒鉗印足集，
印．47-54,2001. 

Samg-H四 SA,Y. Kido, Y. H西 T..Ma.<m.i:PollutantRunoff 

Characteristics恥mSmall-W血如iinLake証翠l囀

水資源セミナーt鞘祖腑要集，m．55約，2001.
廊隷久，如芽虞岸譴雄：膨K御碑脚隠槌と｛壊性

翠 13疇 k資源セミナー諏鵡瞑集 w.61ふ， 2001.

田中賢治，坪木和久，池淵周一，椎葉充l青：JSM-SiBUCによ利海

雨前線乃数値シミュレーション，平成13年度水資源セミナー講

演 w.67-12, 2001. 

岡太郎，井口真生子：バングラデシュ東北地國コ3ける氾濫湖

の消長に関すな祀兒平成13年度水資源セミナーt鞘祖即要集

pp.105-115, 2001. 

浜口俊雄：地下水の時空間統計学翔街E手法の開発と平面地下

水流動モデルヘの応用，平成13年度7~筍源セミナー諏宛肥要

集， Jll.3545,2001. 

大年邦雄，藤原拓，松田誠祐，岡太郎，石井将幸，唐ヽL強：

海岸帯7炒員におけな位k侵入の時空間樹生に関すな祀兒京

都大郭方災研究所一般共同研究報告， 12G-10,Jll.21-38, 2001. 

藤原拓，大年邦雄，松暉齢右，岡太郎，石井将幸，唐、L咀i,

山辺敬介：沿岸施設園芸地帯における地下7灼k質の空間分布

糊京都大哨宛足研究所ー和哄同研究報告， 12Gー10,pp.39-

57, 2001. 

釦嘩典岡雄凡大年邦雄：高知県春野町における地下水流

翫叡1鯰の三次泊樅斤，京都大判方掲形菩斤哨妙歯研

究報告， 12G-10,pp．万蜀2001.

浜口俊雄：地下水位分布の地固起や翔浦誤:と観測数の関係，

京都大学防災研究所水資源研究センター研究報告，第21号，

pp27-40，2001. 
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7.2. 10 巨大災害研究センター

(Al)完全査読論文
比碑血Y.：村平q血幽叫呻forregional cfu涵口mve:ntiCllin

Asia Civil~ JSCE, Vol.38, pp.IO-I 7, 2000. 

Y函 KawandAki.hiroKimura:n江四立叫onBeach

Profile Evolutioo Inclwing S呻巫ReiriJtooFrom Coastal ー2000,w2536-2546, 2000. 
河田恵昭：神戸市社会統計を利用した阪神・淡路大震災後の生

活再建指憬RIゆ提案，地域安全学会論文集， No2,w213-

222,200). 

SigeoTatsukiandHaruoHa痘証amilySystem Aclju血日叫

岬 veReconstructim of Social Reality amoog the 1995 

比叫門叫reSurvivor.,, International Joornal of Jaμioo;e Sociology 

No.9,w.81-110,2000. 

Tanaka, T., F喚 T.and Yamagudri, J. :In~函呼minto珈T血

of Buoyant Fire正 Fronts,血口叫i叫 JoumalCllB-

Perl面mo氏函Fire,Code, Vol.2, No.I, wI4-25瓜m
久次米真美子，松甘放幸，田中孝義：附室加圧燈餅卸システム

における給気重の手計算方法日木建築学会計画系論文集，

No. 531, w.1-8，200). 

久次米真美子，松下敬幸，田中孝義：事務所ビルにおける附室

ヵ田理制御に対する扉の開口条件による影響，日本建槃苧会
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盛川仁，赤松純平，駒澤正夫，中村佳重郎，西村敬一，澤田純

男：トルコ・アダパザル周辺の坦劉衛毎昭記第IO回環境地質

学シZ臣功ム論文集，w.49-54,2(XX}． 

駒衛E夫，中村佳鄭訛西村敬一，赤松純平，澤田純男：トルコ・

アダパザリの重力基劉衛告，第19回自然災害学会年次学術講

演会要旨集 w.7-8，2<XXJ.

盛川仁，赤松純平，吉川大智，野口竜也，西田良平：余震記録

を用いた弓ヶ浜毛島D基盤構造， 200月三10月鳥取県西部地震
による災害に関する調査研究平戎12年度科学研究費補助金

（特月I厨険捉進費而陸茄果報告諏課題番号128CXXll3，研究代

表者梅田康弘）4p.128-131,2001.

盛川仁，赤松純平，駒澤正夫，中村佳重郎，西村敬一，澤田純

男：重力異常と脈動を用いたトルコ・アダパザル周辺の基劉青

寧疇膿エ鴇翠饂鵬埠第1暉，w285-

288, 2001. 

盛川仁，吉川大智，赤松純平，西田良平，野口竜也：鳥取県西

部余震言改尿に甚乞＜甚盈掛島告乃推淀い地震工学面形醗

表会諏鑓命文集，第1分冊，w.353-356,2001. 

赤松純平，駒澤正夫，中村佳重郎：トルコ・アダパザル周辺の基

盤構造調査そ奴）2，第11回環境地質学シZ氏況7ム論文集，

pp.43屯， 2001.

駒澤正夫，赤松純平，盛川仁，中村佳重郎，西村敬一，澤田純

男：トルコ・アダパザル盆地内配り調査と微動観測データの比

較，物理探査学会第1“囮羽戎13年度春季肖術諒寅会講演
論文集 11)278-282,2001. 

(G2)学術誌
河田恵昭：社会生態羊的都市防災論,CELNo.53, pp.55-57, 200). 

河田恵昭：津波防災と地域防災計画，月刊海洋号外， No.15,

pp碑 214,200)_ 

河田恕l召：津波発生メカニズムと研究り現伏，高圧ガス， Vol.37,

No.5, pp.425432, 200)_ 

河田恵昭：地域の「防災力」を高める，晨 Vol.19,No.9, pp.16-18, 

2cm. 

河田鄭：震災直後の効芯および情報の問題点，土木学会誌

Vol85, No.I, pp.38-39, 200l. 

河田恵昭ほか：巨大災害対策について，海岸， Vol40,No.I, 

pp.5-20, 200)_ 

河田恵昭：巨大津波・高潮に備えて，環境技術， Vol29,No.8, 

pp.12-17, 200)_ 

河田恵昭：社会生態学的都市防災論 CEL,Vol.53, pp.55-57, 

200). 

河田恵昭：防災に活用されるリアルタイムモニタリングの現伏と展

望地質と調査， Vol.84,pp.2~. 200l. 

河田恕召：パプアニューギニアの津波災害，国際麒郊籾tNo.9, 

pp.45-53, 2000. 

河田恵昭：パプアニューギニアの津波災害，国際輯郊翔及，No.9,

pp.45-53, 2000. 

河田恵昭：都市直下地震再考，予報時報， 201,wl0-29, 2000. 

河田恵昭：危機管理体制のあり方と消防への応用，ほのお， 1号，

w.4-7, 2001. 

河田恵昭：災害動乱期を生き抜く防災戦略晨13号， W23-25,

2001. 

河田恵昭：危機管理体制のあり方，セフティ（社）仙台市防災安全

協会， 13号， w.3-9,2001. 

河田恕召：防災と自己責任，波となぎさ，No.149,w.I0-11, 2001. 

河田恵昭：Naturalhas a mil,科学Vol.71,No.4/5, w.47&48I, 

2001. 

河田恵昭：大阪で想定される自然災害とその対芯策，ダれフアー

ク8月号，w20-25,200l. 

河田恕l召：巨大災害り様相とその対芯対策の考え方，地学雑誌

Voll IO, No.6, w.924-930, 2001. 

林春男，東田光宏：国土防災と情報技術←七ド美会誌， Vol.86,

pp.20-22, 2001. 

林春男，東田光宏：国土防災と情報技術，土木学会誌， Vol.86,

pp.20-22, 2001. 
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特 許

吹田啓一郎，竹内一郎，中島正愛：柱と梁の接合構造，

機械式継手を用いた接合法とそれから構成される構造，

2002.3.8出願

福岡浩，権利者：関西no：測量用三脚， 2脚をサーボコ
ントロールすることで短時間に高精度のGPSアンテナの

設置， RTK-GPS等の測量時間中の保持が可能，

2000.2.5．出願

ソフトウエア・データベース開発

間瀬肇高山知司：EBEDVersion 1.00,回折効果を考

慮した多方向不規則波の浅海変形予測を行う， 2000

中川ー：水理公式集例題プログラム集「例題2.6土石

流ハイドログラフの計算」， 1次元の河床変動計算に基

づく土石流ハイドログラフの計算プログラム，解説及び

ソースコード付き， CD-ROM,（土木学会）， 2001.

西潔：Fermat,火山地域での3次元波線追跡法(HPで公

開）， 2001

佐々恭二，汗発武（非常勤講師）：地すべり運動シミュ

レーションシステム，地すべり運動のシミュレーション，

2002. 

小尻利治： Hydro-BEAM(Hydrological river Basin 

Environment Assessment Model)，数値情報を利用して

流域を多層メッシュに区切り，各メッシュにおいて物理

則に基づく水量，水質解析を行うものである．洪水，低

水時，および大気ー地表ー地下水の3次元を連続的に計

算し，流域内の多年にわたる環境変化の評価を行う，

基本モデルは1999年に提案し， 2000年， 2001年に計算

過程の改良，要素の追加を行った．

井合進：FLIP(Finiteelement analysis of Liquefaction 

analysis Program)，地盤の液状化を考慮した地盤札！造

物系の地震時被害程度予測の数値解析法， 1997.

コンピュータ・ネットワーク管理

中川ー：日本自然災害学会，学会ホームページの維持

管理， 1996-2001

中川一：防災研究所自然災害研究協議会総務担当委

員協議会ホームページの維持管理 2001現在

加藤茂：土木学会海岸工学委員会海岸工学ウェプ

ページWG，海岸工学ウェプページの管理および運営，

2002ー現在

大見士朗：地震予知研究センターネットワーク委員会，セ

ンターのコンピュータネットワーク全般の維持管理，

2000.4.-2002.3. 

大見士朗：微小地震観測システム維持管理，センターの

微小地震観測システムのコンピュータシステム全般の維

持管理

岡太郎：学内・宇治地区・所内の学術情報整備委員会

委員およぴ委員長， LANの構築と運用管理， 2000ー現

在．

田中賢治：ノード管理，京都大学宇治新館におけるノード

(ERu-8-1)の管理 2000-2002.

田中賢治：ホームページ管理，アジア太平洋水文水資源

協会のホームページの管理， 2002ー現在

田中賢治：スーパーユーザ，京都大学防災研究所水資源

研究センター地球規模水文循環研究領域における

ワークステーション•PC·LANの管理， 2000-2002.

浜口俊雄：スーパーユーザ，京都大学防災研究所水資源

研究センター都市・地域水文循環研究領域における

ワークステーション•PC·LANの管理， 2000-2002.

浜口俊雄：ノード管理，学宇治本館5階におけるノード

(SRu-6)の管理 2000-2002.

浜口俊雄：スーパーユーザ，地盤工学会関西支部におけ

るPC型ワークステーション•LANの管理， 2001-2002.

福岡浩：社団法人日本地すべり学会の作成，運用，ホー

ムページドメイン取得，コンテンツの作成，運用， 1998-
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2000. 

福岡浩：社団法人砂防学会ホームページ管理者，ホー

ムページコンテンツ運用とアドバイス， 1995ー現在

福岡 浩：分野内IPアドレス管理，ワークステーション

landslide, I-news, ringhostの管理， TCP/IPアドレス管理，

ユーザー管理，メール環境管理，地すべりダイナミクス

分野，理学研究科地球惑星科学専攻環境地圏科学分

科， LandslideNewsホームページ，ユネスコ・国際地質

科学連合合同事業「国際地質対比計画」No.425

(Cultural Heritage and Landslide Hazard Assessment)お

よび斜面災害研究推進会議webの管理， 1994ー現在．

奥西一夫：administrator,傾斜地保全分野のメールサー

バー管理，ホームページ管理， 1996-2001.

奥西一夫：administrator,国土問題研究会のメールリスト

管理，ホームページ管理， 1998-2002.

国際学術誌

澤田純男：NaturalDisaster Science, Sub-editor, 

2001. 

高橋保：InternationalJournal of Sediment Research, 

Editor, Reviewer, 199＆現在

戸田圭― :Journal of Hydroscience and Hydraulic 

Engineering, JSCE,編集委員， 2000-2001.

間瀬肇：Journalof Waterway, Port, Coastal, and Ocean 

Engineering, ASCE,論文査読， 2000.

間瀬肇：CoastalEngineering Journal,論文査読2000-

2001 

河井宏允：Windand Structures, International Editorial 

Boad, 2000-2001. 

山下隆男：Coastalengineering Journal (World Scientific), 

編集委員（エディター）， 2000-2001.

澁谷拓郎：自然災害科学，編集委員会委員， 2001.

澁谷拓郎：地震，査読者， 2001.

澁谷拓郎：地震研究所彙報，査読者， 2000.

澁谷拓郎：Geophys.J. Int.，査読者， 2000.

井口正人：Jour.Volcanol. Geotherm. Res.レビュー， 2000.

井口正人：EarthPlanets Space,ゲストエディター， 2001.

石原和弘：EarthPlanets Space,レビュー， 2000.

石原和弘：Jour.Volcanol. Geothenn. Res.，レビュー， 2001.

石原和弘：Jour.Geophys. Res.，レビュー， 2000-2002.

神田径：EarthPlanets Space,レビュー， 2002.

千木良雅弘：EngineeringGeology, Editor, 199＆現在

佐々恭二：LandslideNews,出版委員長， 1986ー現在

福岡浩：InternationalNewsletter "Landslide News",出

版委員(199牛現在），編集委員，事務局主幹(1997ー現

在）．

奥西一夫：Zeitschriftfur Geomorphologie, reviewer, 1994-

2002. 

R.C. Sidle:Journal of Forest Research, Associate Editor 

(Charter), 1996ー現在

学協会賞

Nakashima, M. : American Society of Civil Engineers 

(ASCE), The Moiseiff Award, 2000. 

中島正愛：日本鋼構造協会，日本鋼構造協会論文賞，

2000年．

吹田啓一郎：AmericanSociety of Civil Engineers, oisseiff 

Award,2000.5. 

賣馨：土木学会，土木学会論文賞， 2001.

岡太郎：WIR.,APD,最優秀論文賞， 2002.

嘉門雅史：地盤工学会，事業企画推進賞， 2000.

佐々恭二：GeoEng2000,Distinguished Speaker Award, 

2000. 
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